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研究ノート

一
九
五
八
年
1

一
九
五
九
年
一
ド
ゴ

l
ル
H
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
時
代
の
始
ま
り

例
一
九
五
八
年
一
和
解
の
成
立

1

1
コ
ロ
ン
ベ
会
談
|
|

川
一
九
五
九
年
一
協
調
と
対
立

1

1
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
ド
ゴ
ー
ル
外
交
政
策
|
|

一
九
六
O
年
一
ラ
ン
プ
イ
エ
会
談

1

1
ド
ゴ
ー
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
展
開
と
独
仏
の
確
執

l
l

同
確
執
の
系
譜

川
ラ
ン
プ
イ
エ
会
談

判
ラ
ン
プ
イ
エ
後

同
ド
ブ
レ

H
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
会
談

第
二
章
一
九
六
一
年
i
一
九
六
二
年
一
独
仏
提
携
の
二
つ
の
側
面

第
一
節
政
治
同
盟
交
渉

例
パ
リ
会
談
一
独
仏
関
確
執
の
好
転
と
政
治
同
盟
推
進
の
決
定

川
ボ
ン
宣
言
一
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
段
階
へ
?

的
フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
ニ
ハ
ヶ
図
的
解
決
と
二
ヶ
国
的
解
決
の
狭
間
で

第
二
節
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
転
換

制
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
戦
略
転
換

川
ベ
ル
リ
ン
の
啓
一
構
築
と
米
仏
独
関
係

例
柔
軟
反
応
戦
略
に
対
す
る
独
仏
の
反
応

一
九
六
二
年
!
一
九
六
三
年
友
好
条
約
?

川
円
相
互
公
式
訪
問
一
独
仏
提
携
交
、
渉
の
開
始

刷
協
定
と
条
約
一
支
持
基
盤
の
強
弱
と
議
会
批
准
問
題
の
浮
上

川
一
月
一
四
日
の
会
見
一
条
約
化
の
契
機

同
前
文
問
題

第
一
節

第

節

第
三
章

お
わ
り
に
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第
二
章
一
九
六
一
年
l

一
九
六
二
年

の
二
つ
の
側
面

独
仏
提
携

「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

本
章
で
は
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て
の
独
仏
提
携
の
展
開
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
。
前
章
に
て
考
察
さ
れ
た
六
O
年
に
お
け
る
確
執
の
要
因
た

る

N
A
T
O改
革
そ
の
も
の
の
問
題
と

N
A
T
O改
革
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新

政
治
組
織
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
両
問
題

を
分
離
し
て
交
渉
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
独
仏
二
国
間
で
協
議
さ

れ
た
ド
ゴ

l
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、
す
な
わ
ち
政
治
同
盟
創
出
プ
ラ
ン

が
E
E
C
六
ヶ
国
に
提
示
さ
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
交
渉
が
開
始
さ
れ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
新
し
い
形
態
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て

E
E
C内
で
協
議
さ
れ
た
政
治
同
盟
交
渉
を
取
り
上
げ
(
第
一

節)、

E
E
C
六
ヶ
圏
内
に
お
け
る
独
仏
関
の
関
係
を
考
察
す
る
。
ま
た

こ
の
二
年
間
の
問
に
ベ
ル
リ
ン
危
機
が
激
化
し
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
さ
ま
ざ
ま
な
帰
結
、
取
分
け

ア
メ
リ
カ
の
戦
略
転
換
を
取
り
上
げ
(
第
二
節
)
、
独
仏
間
関
係
へ
を
影

響
と
、
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る

N
A
T
O
問
題
の
展
開
を
考
察
す
る
。

第
一
節

政
治
同
盟
交
渉

同
パ
リ
会
談
一
独
仏
纏
執
の
好
転
と
政
治
同
盟
推
進
の
決
定

一
九
六
一
年
一
月
一
一
六
日
、
ド
ゴ

l
ル
の
官
房
府
に
所
属
し
て
い
た
外

交
顧
問
の
マ
イ
ヤ
ー
ル

(
E
m
q
o
z
a口
問
ろ
と
プ
ラ
ン
ケ
ン
ホ
ル
ン
が

会
談
を
持
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ホ
ル
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
友
好
関
係
を

推
進
し
た
い
と
い
う
ド
イ
ツ
側
の
意
向
を
説
明
し
な
が
ら
も
、

B
R
D
が

ア
メ
リ
カ
と
の
結
び
つ
き
を
考
慮
に
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
訴
え
た
。
ア

デ
ナ
ウ
ア

l
も

N
A
T
O
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
そ
の
代
わ

り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
組
織
化
計
画
の
推
進
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
説

明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
は
、
①
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
組
織
化
問
題
に
取
り

組
む
こ
と
、
②
政
府
首
脳
の
定
期
会
談
を
創
設
す
る
こ
と
、
①
フ
ラ
ン
ス

が
提
起
し
た
問
題
を
討
議
す
る
研
究
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
、
の
三
点

を
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、

N
A
T
O
の
軍
事
統
合
を
問
題
化
し
な
い
こ

(1) 

と
を
フ
ラ
ン
ス
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、

N
A
T
O
問

題
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
組
織
問
題
と
を
包
括
的
に
扱
う
こ
と
を
要
求
す
る
ド

イ
ツ
側
の
従
来
の
態
度
を
放
棄
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

当
該
問
題
群
を
個
別
に
扱
う
方
針
に
転
換
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

北法51(2・305)679

あ
っ
た
。

(2) 

E
E
C首
脳
会
談
の
前
日
の
二
月
九
日
、
独
仏
二
国
聞
に
よ
る
会
談
が

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
で
、
ド
ゴ

1
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
互
い
に
妥

協
し
て
よ
う
や
く
前
年
の
確
執
を
乗
り
越
え
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

N
A



研究ノート

T
O並
び
に
防
衛
問
題
を
取
り
上
げ
な
い
代
わ
り
に
、
ド
ゴ

1
ル
が
提
唱

す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
に
、
独
仏
両
国
は
合
意
し
た
の

で
あ
る
。
仏
側
は
ド
イ
ツ
の
要
求
に
応
え
、
首
脳
会
談
後
に
発
表
さ
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
草
案
に
あ
る
「
国
家
連
合
問

S
B号
g
g
z」
を
「
組
織

(3) 

的
提
携

cag包
g
m
Nロ目白
B
E
g
s
g岬
」
に
置
き
換
え
、
差
当
り
防
衛
問

題
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
ド
ゴ

l
ル
の
構
想
は
、

①
政
府
首
脳
・
外
相
・
農
業
大
臣
・
文
化
情
報
大
臣
の
定
期
会
談
の
実
施
、

②
恒
久
的
な
事
務
局
の
設
置
に
よ
っ
て
「
政
治
提
携
を
慣
習
化
す
る
こ
と
」

だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
側
の
要
求
の
通
り
、
定
期
会
談
の
対
象
閣
僚
か
ら
国

(
4
)
 

防
大
臣
が
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翌
日
の
二
月
一

O
目
、
パ
リ
に
て

E
E
C
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
、
初

の
E
E
C首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
支
持
を
取
り
付
け
た
フ

ラ
ン
ス
は
、
会
談
の
席
上
で
六
ヶ
国
聞
の
政
治
提
携
を
起
案
し
た
プ
ロ
ト

コ
l
ル
を
予
定
通
り
提
出
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
案
の
主
要
内
容
は
、
①
政
府

(5) 

首
脳
お
よ
び
関
係
閣
僚
の
定
期
的
会
談
、
②
現
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体

(
E
E
C
-
E
C
S
C
-
E
U
R
A
T
O
M
)
の
尊
重
と
発
展
、
③
ヨ

l

(6) 

ロ
ツ
パ
議
会
の
拡
張
、
の
三
点
で
あ
っ
た
。
主
要
な
争
点
は
、
現
共
同
体

と
新
組
織
と
の
関
係
性
、
す
な
わ
ち
経
済
領
域
に
お
け
る
各
国
間
の
提
携

と
こ
れ
か
ら
創
出
す
る
政
治
提
携
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
で
あ
り
、

従
っ
て
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
基
礎
た
る
ロ

l
マ
条
約
を
ど
う
取
り

扱
う
か
に
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
の
各
国
の
指
向
は
分
裂
し
て
い
た
。
オ
ラ

ン
ダ
外
相
ル
ン
ス
(
古
田
刊
ご
ι
ロ
ロ
凹
)
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
提
案
が
ロ

l
マ
条

約
の
精
神
に
反
す
る
と
し
て
反
対
し
た
の
に
対
し
、
イ
タ
リ
ア
と
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
が
賛
成
に
回
り
、
さ
ら
に
ベ
ル
ギ
ー
首
相
エ
ス
ケ
ン
ス

(。2
8回
開
可
浜
町
ロ
回
)
は
文
化
提
携
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を
提
案
し
、

ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
ド
ゴ

l
ル
を
支
持
し
た
上
で
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
」

(7) 

に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
ル
ン
ス
が
主
張
す

る
よ
う
な
よ
り
強
力
な
統
合
推
進
と
将
来
的
な
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
へ
の
固

(

8

)

(

9

)

 

執
は
、
「
ド
グ
マ
に
囚
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
会
談
が
経
過

す
る
中
で
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
案
に
強
硬
に
反
対
す
る
ル
ン
ス
だ
け
が
孤
立

(
叩
)

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

O
日
午
後
の
第
二
会
談
で
は
外
相
会
談
が
執
り

(
日
)

行
わ
れ
、
発
表
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
草
案
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
こ

こ
に
お
い
て
も
ル
ン
ス
は
最
後
ま
で
政
府
首
脳
会
談
の
定
期
的
開
催
に
頑

な
に
反
対
し
た
。
こ
の
ル
ン
ス
の
拒
絶
に
よ
り
、
パ
リ
会
談
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
に
定
期
会
談
開
催
の
文
面
を
盛
り
込
む
の
が
不
可
能
に
な
り
、
単
に
次

回
の
開
催
を
ボ
ン
に
て
行
な
う
こ
と
が
触
れ
ら
れ
る
に
留
ま
っ
た
。

最
終
的
に
公
表
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
盛
り
込
ま
れ
た
合
意
点
は
以
下

の
点
で
あ
る
。
①

E
E
C
の
経
済
的
提
携
を
他
領
域
に
拡
大
す
る
こ
と
、

②
第
二
回
政
府
首
脳
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
、
③
将
来
の
政
府
首
脳
会
談

(ロ)

へ
の
準
備
を
専
門
と
す
る
特
別
委
員
会
を
発
足
す
る
こ
と
。
こ
の
専
門
委

北法51(2・306)680



員
会
は
六
ヶ
国
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
首
脳
会
談
の
み
な
ら
ず

必
要
と
さ
れ
る
閣
僚
会
談
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
提
案
を
行
な
う
権
限
が

付
与
さ
れ
た
。
従
っ
て
以
後
の
政
治
同
盟
に
つ
い
て
の
交
渉
の
場
が
こ
の

専
門
委
員
会
に
委
譲
さ
れ
た
。
こ
の
専
門
委
員
会
は
の
ち
に
、
発
足
時
の

(
日
)

委
員
長
フ
!
シ
エ

(nE包
8
2
5
F
S
)
の
名
を
取
っ
て
「
フ

i
シ
エ

(U) 

委
員
会
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

こ
の
会
談
で
イ
子
ン
ア
テ
イ
プ
を
取
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
ド
ゴ
ー

ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
同
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
実
に

進
展
し
た
の
は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
経
済
提
携
か
ら
政
治
提
携
に
発
展

す
る
の
が
当
然
に
望
ま
し
い
と
い
う
合
意
が
、
他
の

E
E
C諸
国
聞
に
お

い
て
も
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
モ
ネ
が

E
C
S
Cを
創
設

す
る
際
に
想
定
し
て
い
た
機
能
主
義
的
統
合
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
に
広
く
共
有
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ

た
。
ド
ゴ

l
ル
は
こ
の
政
治
的
統
一
の
理
想
を
う
ま
く
利
用
し
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
こ
の
会
談
に
よ
っ
て
各
国
の
「
め
ら
め
ら
と
燃
え
ん
ば
か
り

(
日
)

の
下
心
」
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
会
談

の
最
大
の
成
果
で
あ
る
研
究
委
員
会
の
発
足
が
合
意
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
既
存
の
統
合
プ
ロ
セ
ス
と
認
識
さ
れ
て

い
た
経
済
統
合
を
ど
う
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
思
惑
は
異
な
っ
て

い
た
。
当
時
よ
り
農
業
大
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
自
国
の
一
大

産
業
保
護
の
た
め
、
経
済
統
合
の
結
果
創
出
さ
れ
る
共
通
市
場
を
存
続
の

手
段
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
フ
ラ
ン
ス
は
政
治
的
に
脱
植
民
地
化
が
進
行
し
て
い
た
が
、
そ

れ
は
経
済
的
に
も
同
様
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
新
た
な
貿
易
投
資

先
と
し
て

E
E
C
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ベ
ネ
ル
ク
ス
に

代
表
さ
れ
る
他
の

E
E
C諸
国
の
中
で
統
合
を
担
う
機
能
主
義
者
に
と
っ

て
は
、
経
済
統
合
は
ロ

l
マ
条
約
の
精
神
に
あ
る
よ
う
に
機
能
主
義
的
に

政
治
統
合
へ
と
進
む
た
め
の
種
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
対
立
の
溝
は

ブ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
交
渉
を
通
じ

1
1
1
正
確
に
は
ド
ゴ
ー
ル
在
任
中
を
通

じ

|
l埋
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

ま
た
他
の
参
加
国
が
ド
ゴ

l
ル
の
改
革
に
つ
い
て
知
っ
た
と
き
最
初
に

呈
さ
れ
た
疑
問
、
「

N
A
T
O
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
恐

れ
は
、
会
談
の
前
後
を
通
じ
て
執
拘
に
各
国
の
議
題
の
中
心
を
占
め
て
い

た
。
ベ
ル
ギ
ー
首
相
は
新
し
い
政
治
提
携
が

N
A
T
Oを
弱
体
化
さ
せ
て

な
ら
な
い
と
念
を
押
し
、
ぞ
れ
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
も
同
様
だ
っ
た
。
ド
ゴ
ー

ル
は
そ
の
発
言
の
多
く
を

N
A
T
O
に
つ
い
て
割
き
、
各
国
の
説
得
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
事
前
に
作
成
し
た
、
ド
ゴ
ー

ル
が
そ
の
多
く
に
つ
い
て
赤
を
入
れ
た
本
会
談
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
草
案
の
文

面
に
は
、
研
究
委
員
会
の
委
託
任
務
と
し
て
の
筒
僚
委
員
会
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
が
会
談
の
中
で
挙
げ
た
外
交
、
文
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研究/-ト

化
、
情
報
の
他
に
、
国
防
が
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
閣
僚
委
員
会

に
つ
い
て
の
テ
ク
ス
ト
は
、
最
終
的
に
は
「
外
相
の
会
談
並
び
に
必
要
と

さ
れ
る
す
べ
て
の
会
談
」
と
ぼ
や
か
し
た
、
し
か
し
な
が
ら
必
ず
し
も
防

(
日
山
)

衡
を
除
外
し
て
い
な
い
文
面
に
書
き
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
会
談
か
ら
始
ま
っ
た
フ

l
シ
エ
委
員
会
を
主
舞
台
と
す
る
政
治
同

盟
構
想
を
め
ぐ
る
交
渉
に
お
い
て
、
そ
の
対
立
軸
は
、
周
知
の
よ
う
に
第

一
に
超
国
家
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
、
「
諸
国
{
永
か
ら
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
か

で
あ
り
、
第
二
に
第
一
軸
と
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
大
国
対
小
国
と
い
う

(
げ
)

軸
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
さ
ら
に

N
A
T
O
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

防
衛
を
争
点
と
し
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義

(
H
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
独
自

の
実
効
的
な
防
衛
能
力
を
創
出
す
る
)
対
大
西
洋
主
義

(
H
現
状
を
維
持

し
英
米
と
の
関
係
性
を
優
先
す
る
)
と
い
う
第
三
の
対
立
軸
が
、
底
流
に

流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
第
三
の
対
立
軸
は
フ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
交
渉
開
始
時
か
ら
表
出
し
た
。

フ
l
シ
エ
委
員
会
は
、
一
二
月
一
六
日
に
初
会
合
が
関
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
は

定
期
首
脳
会
談
の
実
施
に
当
た
っ
て
そ
の
討
議
対
象
に
制
限
を
設
け
な
い

(
凶
)

こ
と
を
提
案
し
た
。
つ
ま
り
首
脳
会
談
は
共
同
体
に
関
わ
る
問
題
の
み
な

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
国
際
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
出
来
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
こ
れ
に
対
し
て
反
対
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
討
議
対
象
範
囲
を

専
ら
共
同
体
に
関
わ
る
事
柄
に
制
限
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
首
脳
会
談
は
現
共
同
体
を
従
属
さ
せ
、

N
A
T
Oと
対
立
し
侵

食
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
オ
ラ
ン
ダ
は
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
お

け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
反
対
は
前
年
の
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ス
案
に
対
す
る
態
度

(
凶
)

と
同
一
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
さ
に
問
題
の
核
心
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
ま
た

実
際
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
ド
ゴ

l
ル
の
政
治
協
力
に
向
け
て
の

イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
の
中
核
に

N
A
T
O
、
つ
ま
り
大
西
洋
同
盟
の
問
題
が

存
在
し
て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
は
パ
リ
会
談
を
受
け
て
、
主
要
閣
僚
に
対
し

次
の
ボ
ン
会
談
で
は
さ
ら
な
る
積
緩
的
な
成
果
を
も
た
ら
す
よ
う
要
求
し

(
初
)

た
。
ド
ゴ

l
ル
が
期
待
し
た
積
極
的
な
成
果
と
は
、
政
府
首
脳
の
組
織
的

か
つ
定
期
的
な
協
調
制
度
と
そ
の
実
行
の
た
め
の
事
務
局
制
度
が
、
現
共

同
体
た
る
共
通
市
場
・

E
C
S
C
-
E
U
R
A
T
O
M
の
「
『
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
』
と
は
別
組
織
な
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
統
括
で

(
幻
}

き
る
の
を
待
ち
つ
つ
同
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

パ
リ
会
談
に
お
い
て
は
ル
ン
ス
の
反
対
が
突
出
し
た
た
め
独
仏
の
見
解

の
相
違
の
程
度
は
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
支
持

し
た
こ
と
は
あ
く
ま
で
「
政
治
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
築
が

N
A
T
Oと
も
現

共
同
体
と
も
触
れ
な
い
限
り
」
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
パ
リ
会
談
前
日
の
ド
ゴ

l
ル
に
対
し
て
ド
イ
ツ
側
は
「
不
信
感
が

(
勾
)

喉
一
克
ま
で
き
て
い
た
」
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
と
の
協
調

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
「
六
ヶ
国
で
の
政
治
提
携
に
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お
い
て
は
、
何
よ
り
も
独
仏
関
の
提
携
を
実
行
に
移
す
こ
と
」
が
重
要
だ
っ

(
お
)

た
の
で
あ
る
。
(

M

H

)

(

お
)

五
月
二

O
日
、
ボ
ン
で
行
な
わ
れ
た
独
仏
首
脳
会
談
に
よ
り
、
一
九
六

(
お
)

O
年
か
ら
の
確
執
に
よ
う
や
く
終
止
符
が
打
た
れ
る
「
祝
日
」
と
な
っ
た
。

ド
ゴ

1
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
次
回
の

E
E
C首
脳
会
談
を
七
月
に
開

催
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ
の
上
で
定
期
会
談
を
含
む
政
治
同
盟
条
約

路
線
に
独
仏
が
進
む
こ
と
に
最
終
的
な
承
認
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
時
点
で
の
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
の
歩
み
寄
り
は
、
し
か
し
、
後

に
見
る
よ
う
に
、
日
々
深
刻
化
し
て
い
く
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
抜
き
に
し
て

語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
実
際
同
会
談
に
お
い
て
ま
ず
問
題
に
な
っ
た
の

(
幻
)

は
ア
メ
リ
カ
新
政
権
の
対
ソ
連
政
策
と

N
A
T
O
問
題
で
あ
っ
た
。

N
A

T
O政
策
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
が
表
裏
て
体
と
な
っ
た
ド
ゴ

i
ル
の
独
自

の
外
交
政
策
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
は
不
可
欠
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

他
方
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
法
的
地
位
に
関
す
る

四
ヶ
国
の
中
で
、
頑
な
ま
で
に
ベ
ル
リ
ン
地
位
の
現
状
保
持
姿
勢
を
打
ち

(
お
)

出
す
唯
一
の
国
で
あ
っ
た
。

(
却
)

し
か
し
こ
こ
で
ド
イ
ツ
外
交
の
「
分
裂
症
」
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
一
方
で
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
独
仏

(
初
)

二
国
間
軍
事
同
盟
の
推
進
受
け
入
れ
を
示
唆
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
ア
デ

ナ
ウ
ア

l
は
、
ド
ゴ

1
ル
が
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
攻
撃
力
コ
ン
セ
プ
ト
(
抑

止
力
)
を
撤
回
し
、

B
R
Dと
共
に
他
の

N
A
T
O
パ
ー
ト
ナ
ー
固
と
組

ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
核
兵
器
を

N
A
T
O
に
提
供
す
る
よ
う
試
み
た
の
で

(
幻
)

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
無
駄
に
終
わ
っ
た
。

刷
ポ
ン
宣
言
一
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
段
階
ヘ
?

二
月
の
パ
リ
会
談
に
続
く

E
E
C首
脳
会
談
が
、
七
月
一
八
日
か
ら
一(幻
)

九
日
に
か
け
て
ボ
ン
郊
外
の
パ

l
ト
ゴ

l
デ
ル
ス
ペ
ル
グ
で
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
直
前
の
七
月
一

O
臼
に
事
前
交
渉
と
し
て
開
か
れ
た
ロ

l
マ
外
相
会

(
お
)

談
に
お
い
て
、
政
府
首
脳
の
権
限
に
つ
い
て
の
見
解
の
不
一
致
は
既
に
緩

和
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
会
談
に
際
し
、
各
国
首
脳
は
ロ

l
マ
会
談
を
受
け

{M) 

て
作
成
さ
れ
た
ド
ラ
フ
ト
を
元
に
議
論
を
行
な
い
、
ベ
ル
ギ
ー
の
働
き
掛

(
お
)

け
に
負
う
と
こ
ろ
の
大
き
い
オ
ラ
ン
ダ
の
態
度
の
軟
化
、
ロ
ー
マ
会
談
で

の
妥
協
案
を
作
成
し
た
イ
タ
リ
ア
の
積
極
的
態
度
、
五
月
の
首
脳
会
談
か

ら
の
独
仏
の
協
調
に
よ
り
、
共
同
声
明
の
発
表
に
至
っ
た
。
こ
の
時
よ
う

や
く
、
政
治
提
携
を
行
な
う
と
い
う
原
則
が
全
て
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
ル
ン
ス
が
持
っ
て
い
た
と
り
わ
け
定
期
会
談
に
対
す
る
留
保

が
放
棄
さ
れ
た
た
め
、
各
国
間
の
政
治
協
力
に
対
す
る
見
解
の
相
違
は
一

層
希
薄
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
お
)

こ
の
ボ
ン
宣
言
は
、
明
ら
か
に
各
国
に
希
望
的
雰
閉
気
を
創
出
さ
せ
た
。

現
共
同
体
の
一
層
の
統
合
進
展
と
と
も
に
さ
ら
な
る
提
携
領
域
の
拡
大
を
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謡
っ
た
同
宣
言
に
お
い
て
は
、
政
治
同
盟
の
新
規
加
盟
の
容
認
と
規
則
的

な
政
府
首
脳
会
談
の
実
施
が
示
唆
さ
れ
、
フ

l
シ
ェ
委
員
会
へ
の
六
ヶ
国

合
意
の
た
め
諸
協
定
提
案
権
の
委
託
が
明
言
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ボ
ン
宣
言

に
付
随
す
る
形
で

E
E
C
国
家
間
の
文
化
領
域
に
お
け
る
協
力
を
盛
り
込

ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
も
同
時
に
発
表
さ
れ
た
。
ボ
ン
宣
言
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

統
一
と
い
う
究
極
的
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
経
済
領
域
の
み
な
ら
ず
、
政

治
・
外
交
・
文
化
領
域
と
い
う
広
範
囲
で
の
統
合
を
推
進
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
が
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ボ
ン
宣
言
に
よ
り
新
た
な
政
治
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
が
考
え
ら
れ

(
幻
)

た
。
実
際
西
独
外
務
省
は
、
こ
の
ボ
ン
会
談
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
締

結
の
端
緒
と
な
っ
た
メ
ッ
シ

l
ナ
会
談
に
匹
敵
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の

(
お
)

歴
史
的
転
換
点
と
評
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
ボ
ン
宣
言
は
、
実
際
は
各
国
間
の
妥
協
に
よ
っ
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
共
通

政
策
」
を
目
的
と
し
た
政
府
首
脳
に
よ
る
定
期
的
会
談
の
実
施
と
政
策
提

携
の
実
行
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
、
前
文
の
な
か
に
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が

「
ア
メ
リ
カ
と
他
の
自
由
な
人
民
と
の
連
帯
」
す
る
こ
と
を
盛
り
込
む
こ

と
を
受
け
入
れ
た
。
本
文
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
協
力
に
よ
っ

て
大
西
洋
同
盟
は
阻
害
さ
れ
ず
逆
に
強
化
さ
れ
る
、
と
明
言
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
、
こ
の
新
た
な
ヨ

l

ロ
ッ
パ
政
治
組
織
と
既
存
の
共
同
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は

(
ぬ
)

踏
み
込
ん
だ
言
及
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ド
ゴ

l
ル
の
主
張
す
る
現

存
の
共
同
体
の
枠
外
で
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
そ
れ
に
置
き
換
わ
る
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
を
構
築
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の

E
E
C諸
国
取
分
け
ベ
ネ

ル
ク
ス
が
主
張
す
る
現
共
同
体
に
接
続
さ
れ
る
、
経
済
統
一
の
次
段
階
と

し
て
の
政
治
的
提
携
と
し
て
の
「
政
治
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
構
築
す
る
の

か
、
ボ
ン
宣
言
は
明
言
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
ド
ゴ

l
ル
が
ボ
ン
会
談
に
あ
た
っ
て
最
高
の
優
先
順
位
を
置

い
て
い
た
の
は
、
実
は
防
衛
問
題
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
会
談
が
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
五
月
以
前
か
ら
、
首
脳
会
談
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
に
つ
い
て

(
刊
)

の
討
議
を
ド
ゴ

l
ル
は
行
な
う
心
構
え
で
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
一
を
望
ん
で
い
た
が
、
そ
の
基
祉
は
防
衛
に
あ
り
、
「
防
衛
的
人
格
」

(
引
)

を
持
た
ね
ば
「
政
治
的
人
格
」
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
庇
護
す
る
存
在
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
対
等
な
同
盟
国
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
作
り
上
げ
る
」

B
E
E
n
i

円

F
E
E
s
-
gロ
刊
に
は
、
当
時
の
米
欧
関
係
を
規
定
す
る

N
A
T
O
を
組

み
替
え
る
必
要
が
、
ど
う
し
て
も
ド
ゴ

l
ル
に
は
あ
っ
た
。

し
か
し
ボ
ン
会
談
に
お
い
て
、
ド
ゴ

l
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
的
人

格
の
創
出
を
訴
え
た
が
、
そ
れ
以
上
の
具
体
的
な
提
案
を
行
な
わ
な
か
っ

〈
必
)

た
。
実
際
E
E
C首
脳
た
ち
は
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
防
衛
問
題
と
し
て
の
べ

北法51(2・310)684



ル
リ
ン
危
機
に
つ
い
て
討
議
し
、

ソ
連
の
脅
威
に
対
し
て
首
相
レ
ベ
ル
で

の
防
衛
問
題
の
取
り
組
み
は
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ゴ

l

ル
の
ア
ピ
ー
ル
は
空
振
り
に
終
わ
り
、
議
論
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
一
六
カ
国
的
解
決
と
ニ
カ
国
的
解
決
の
狭

(c) 
聞
で

「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

(
幻
)

フ
l
シ
ェ
委
員
会
は
、
一
九
六
一
年
一

O
月
一
九
日
に
会
合
が
開
か
れ
、

各
国
が
提
示
し
た
様
々
な
ド
ラ
フ
ト
を
審
議
し
た
結
果
、
最
終
的
に
フ
ラ

(
H叫
)

ン
ス
案
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
フ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
が
政
治
同
盟
条
約
の
叩
き

台
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
一
月
二
日
よ
り
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
第
一
次

フ
1
シ
ェ
プ
ラ
ン
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
前
文
に
て
ボ
ン
宣
言

と
の
適
合
牲
を
確
認
し
た
う
え
で
、

①
締
結
国
間
で
恒
久
的
な
諸
国
家
に
よ
る
同
盟
吉
芯

=
q
g書
を
設
立
す

る
こ
ト
』
、

②
同
盟
の
目
的
は
共
通
外
交
政
策
の
導
入
、
文
化
協
力
、
安
全
保
障
強
化

で
あ
り
、

③
政
府
首
脳
会
談
を
四
ヵ
月
に
一
度
執
り
行
う
、
そ
の
間
少
な
く
と
も
一

度
外
相
会
談
を
行
な
い
、

④
決
定
は
全
会
一
致
方
式
で
行
な
う
が
、

に
よ
り
採
択
は
妨
げ
ら
れ
な
く
、

一
乃
至
二
ヶ
国
の
棄
権
・
欠
席

⑤
首
相
か
ら
構
成
さ
れ
る
理
事
会
は
経
済
三
共
同
体
と
共
通
の
ヨ

l
ロ
ツ

パ
議
会
に
対
し
報
告
を
行
な
い
、

@
締
結
の
三
年
後
に
改
正
を
行
な
う
、
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
次
フ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
の
問
題
点
は
、
超
国
家
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防

(
ぬ
)

衛
、
イ
ギ
リ
ス
加
盟
問
題
の
三
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
は
実
際
七
月
三
一
日
に
共
通
市
場
へ
の
加
盟
の
希
望
を
マ
ク
ミ

(
必
)

ラ
ン
が
下
院
に
て
表
明
し
、
こ
れ
に
対
し
オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
が
強
力

に
イ
ギ
リ
ス
加
盟
を
支
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。
両
国
は
、

E
E
C加
盟
国

間
に
よ
る
政
治
同
盟
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
前
提
条
件
と
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
先
決
事
項
、
す
な
わ
ち
先
ず
イ
ギ
リ
ス
を
交
渉
の
場
へ
の
参
加
さ
せ

(
灯
)

る
こ
と
を
要
求
し
た
。
従
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
は
、
フ

l
シ
エ
委

員
会
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
加
盟
問
題
も
討
議
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
は
、
将
来
的
な
共
通
市
場
へ
の
、
並
び
に
政
治
同
盟
へ
の
イ
ギ
リ
ス

の
加
盟
の
可
能
性
に
つ
い
て
客
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
決
事
項
を
容
認

す
る
こ
と
は
拒
否
し
た
。
何
故
な
ら
、
政
治
同
盟
の
組
織
が
確
立
さ
れ
る

以
前
に
イ
ギ
リ
ス
が
共
通
市
場
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
同
盟
組

織
が
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
側
は

不
安
視
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
ド
ゴ

l
ル
は
、
共
通
市
場
へ
の
イ

ギ
リ
ス
加
盟
に
聴
聞
し
て
は
、
留
保
条
款
な
し
に
ロ

l
マ
条
約
上
の
全
責
務

を
負
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
強
硬
な
主
張
を
お
こ
な
っ
た
の
で
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あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
自
身
、
イ
ギ
リ
ス
加
盟
に
対
す
る
考
え
は
ド
ゴ
l

(
必
)

ル
の
そ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ
た
。
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
先
決
事
項
は
二
一

月
一
五
日
の
E
E
C外
相
会
談
に
て
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
が
取
り
下
げ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
イ
ギ
リ
ス
に
は
交
渉
に
つ
い
て
の
情
報

が
逐
一
告
知
さ
れ
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
、
さ
ら
に
政
治
同
盟
加
盟
に

は
E
E
C
加
入
す
な
わ
ち
共
通
市
場
加
入
が
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
が
改

(
品
開
)

め
て
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

一
九
六
二
年
一
月
一
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
は

(
印
)

「
第
二
次
フ
l
シ
エ
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
修
正
案
を
提
示
し
た
。
こ
れ

は
フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
に
お
け
る
転
換
点
と
な
っ
た
。
こ
の
修
正
案
は

一
月
一
一
一
一
日
に
当
初
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
に
て
草
案
が
作
成
さ
れ
た
の
だ
が
、

(
日
)

ド
ゴ

l
ル
は
そ
の
内
容
を
関
知
し
て
い
な
か
っ
た
。

N
A
T
O
に
つ
い
て

も
ロ

l
マ
条
約
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
な
か
っ
た
こ
の
草
案
は
、
一
七
日

の
ド
ゴ

i
ル
、
ク
l
ブ
、
ド
ブ
レ
の
三
者
会
談
の
後
、
ド
ゴ
ー
ル
の
意
向

に
添
っ
て
修
正
さ
れ
、
ド
ゴ

l
ル
自
ら
が
新
文
書
の
主
要
な
文
面
を
作
成

(
臼
)
し
た
。
さ
ら
に
フ
l
シ
ェ
委
員
会
の
直
前
、
ド
ゴ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
閑

僚
会
議
で
こ
の
草
案
を
説
明
し
、
全
て
の
領
域
に
お
い
て
効
力
の
あ
る
同

盟
へ
と
至
る
た
め
に
、
共
通
市
場
参
〆
加
国
が
一
体
と
な
っ
て
協
調
を
進
め

(
日
)

て
い
く
意
思
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
修
正
点
の
ポ
イ
ン
ト

(
日
)

は
三
つ
あ
る
一
①
大
西
洋
問
盟
へ
の
参
照
を
削
除
し
た
こ
と
、
②
同
盟
の

目
的
に
経
済
並
び
に
防
衛
を
導
入
し
た
こ
と
、
③
改
正
条
項
に
お
け
る
E

c
s
c
-
E
E
C
-
E
U
R
A
T
O
M
の
構
造
を
尊
重
す
る
言
及
を
削
除

し
た
こ
と
。
後
者
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
現
存
の
共
同
体
の
構
造
を
再
問
題

化
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
第
二
次
フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
に
顕
れ
た
政

治
同
盟
は
現
経
済
三
共
同
体
の
統
御
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
フ
ラ
ン
ス
案
は
、
そ
れ
ま
で
の
交
渉
で
な
さ
れ
た
譲
歩
を
放
棄
す

る
、
明
ら
か
に
硬
化
し
た
態
度
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
態
度
の
急

(
応
)

変
は
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
と
も
言
う
べ
き
他
国
の
怒
り
を
巻
き
起
こ
し
た
の

で
あ
る
。
第
二
次
フ
l
シ
エ
プ
ラ
ン
の
提
示
に
よ
り
、
フ
l
シ
エ
交
渉
に

北法51(2・312)686

お
け
る
そ
れ
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
対
独
仏
伊
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ

(
日
山
)

と
い
う
対
立
の
図
式
が
、
フ
ラ
ン
ス
対
五
ヵ
国
へ
と
転
換
し
た
。
第
二
次

フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
の
発
表
は
、
ド
イ
ツ
側
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
の

E
E
C

交
渉
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
協
力
的
な
態
度
を
蔑
ろ
に
す
る
も
の
で
あ

(
幻
)

り
、
「
冷
や
水
を
浴
び
せ
か
け
ら
れ
た
」
格
好
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
態
に
対
し
、
ド
ゴ

l
ル
は
急
速
ド
イ
ツ
と
の
会
談
を
設
定
す
る

(
日
)

ょ
う
指
示
し
、
独
仏
国
境
に
近
い
パ

l
デ
ン
バ
ー
デ
ン
で
二
月
一
五
日
に

会
談
を
持
っ
た
。
ド
ゴ

l
ル
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
と
の
個
人
会
談
を
通
じ

て
の
ド
イ
ツ
の
見
解
を
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
盟
問
題
の
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
会
談
の
前
半
の
話
題
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
め
ぐ
る
対
ソ
関
係
並



「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

ぴ
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
政
策
が
占
め
た
。
午
後
の
拡
大
会
談
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
が
討
議
さ
れ
、
ド
ゴ

1
ル
は
条
約
テ
ク
ス
ト
に
現
共
同
体
と
大
西

洋
同
盟
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
を
容
認
し
、
経
済
領
域
を
問
題
化
し
な

い
と
譲
歩
し
た
。
他
方
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
選
出
に

関
し
普
通
選
挙
と
し
な
い
こ
と
、
自
律
的
な
「
事
務
局
」
の
設
置
を
行
な

(
日
)

わ
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
た
。
さ
ら
に
ド
ゴ

i
ル
は
イ
タ
リ
ア
に
対
し
て

(ω) 

も
同
様
の
会
談
を
執
り
行
う
よ
う
計
画
し
た
。
し
か
し
ド
ゴ

l
ル
が
本
当

に
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
の
は
無
論
ド
イ
ツ
だ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は

ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
一
致
こ
そ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
同
盟
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
動
か
す
エ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ド
ゴ

l
ル
は
「
ヨ

l

(
引
)

ロ
ッ
パ
の
将
来
は
、
実
際
、
我
々
両
国
に
根
本
的
に
依
っ
て
い
る
」
と
考

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
仏
の
接
近
と
、
六
ヶ
国
に
よ
る

政
治
同
盟
計
画
が
結
局
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
独
仏
枢

(ω) 

軸
」
が
強
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
?

三
月
二

O
目
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
に
召
集
さ
れ
た

E
E
C
の
外
相
た
ち

は
フ
ラ
ン
ス
案
と
他
国
の
対
案
を
検
討
し
、
い
く
つ
か
の
合
意
点
を
引
き

出
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
盟
の
名
称
を
「
諸
国
家
の
同
盟
」
と
す
る
こ

と
、
財
源
の
分
担
比
率
、
設
立
さ
れ
る
委
員
会
の
種
類
に
と
ど
ま
っ
た
。

フ
i
シ
ェ
委
員
会
の
委
員
長
が
こ
の
時
イ
タ
リ
ア
の
外
務
次
官
で
あ
っ
た

カ
ッ
タ
ー
ニ
(
〉
E
E
O
の
芸
包
囲
)
に
交
替
し
、
イ
タ
リ
ア
は
以
後
調
整
役

に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
首
相
フ
ァ
ン
フ

7
1
ニ
(
〉
B
E
S
B

閉

H
P
ロ
『
包
囲
)
は
四
月
の
初
頭
に
相
次
い
で
独
仏
の
首
脳
と
会
談
し
、
三
カ

国
の
意
見
調
整
を
行
な
っ
た
。
四
月
七
日
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
と
の
会
談
に

て
独
仏
伊
の
合
意
が
確
認
さ
れ
、
後
は
ベ
ネ
ル
ク
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
が
フ
ラ
ン
ス
案
に
賛
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

四
月
一
七
日
の

E
E
C外
相
会
談
に
て
第
二
次
フ

l
シ
ェ
プ
ラ
ン
の
棚
上

げ
が
決
定
し
、
事
実
上
フ

l
シ
ェ
委
員
会
に
お
け
る
政
治
同
盟
交
渉
に
終

止
符
が
打
た
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

一
九
六
二
年
の
初
頭
、
フ
ラ
ン
ス
が
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
の
は
(
臼
)

何
故
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。

第
一
に
、
な
ぜ
態
度
の
硬
化
が
起
き
た
の
か
?
第
二
に
、
こ
の
変
化
で
、

フ
l
シ
エ
プ
ラ
ン
は
実
質
的
に
終
了
し
た
の
だ
ろ
う
か
?

第
一
の
問
題
に
関
し
、
第
二
次
フ

l
シ
ェ
プ
ラ
ン
に
対
す
る
ド
ゴ

l
ル

(
制
)

の
動
機
に
つ
い
て
ス
ト
ゥ
は
二
つ
の
仮
説
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
に
、
ク

l
ブ
と
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
官
僚
と
の
間
の
確
執
の
存
在
で
あ
る
。
ク

l
ブ

が
ド
ゴ

l
ル
の
指
示
は
決
定
的
で
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
そ
れ
に
追
従
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
ド
ゴ
ー
ル
の
考
え
で
は
他

国
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
、

エ
リ
ゼ
宮
に
対
し
フ

l
シ
エ
を
介
し
て
他
の

E
E
C諸
国
の
不
安
を
通
知

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
フ

l
シ
エ
0

フ
ラ
ン
の
発
表
は
、
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大
統
領
に
よ
る
官
僚
に
対
す
る
統
制
の
合
意
が
あ
っ
た
。
第
二
の
仮
説
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
情
勢
が
根
本
的
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
問
題
の
解
決
は
、
ド
ゴ

l
ル
に
対
外
交
渉
の
大
幅
な
自
由
を
与
え
る

こ
と
を
意
味
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
駐
在
の
フ
ラ
ン
ス
軍

の
帰
還
に
よ
っ
て

N
A
T
O
再
改
革
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
を
切
迫
し
た
問

題
へ
と
転
換
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
l
シ
ェ
委
員
会
に
て
審
議
さ
れ
た
政
治
同
盟
構
想
は
、
結
局
六
ヶ
国

の
思
惑
が
一
致
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
同
盟

に
関
わ
る
交
渉
は
独
仏
二
国
間
に
議
場
を
移
す
こ
と
に
な
っ
た
。
フ

l
シ
エ

プ
ラ
ン
を
通
じ
そ
の
争
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
先
決
事
項
、
政
治
同
盟
の
性
格

の
二
点
に
収
飲
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
現
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
統
合
の
進
展
が
1

1
そ
れ
が
二
カ
国
で
あ
れ
、
六
カ
国
で
あ
れ
、

そ
れ
以
上
で
あ
れ
|
|
政
治
向
盟
内
部
の
機
構
化
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
み

な
ら
ず
、
政
治
同
盟
そ
の
も
の
と
外
部
と
の
関
係
|
|
つ
ま
り
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

i
l
に
関
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
同
時
に

議
論
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
こ
の
争
点
は
独
仏

二
国
間
交
渉
に
お
い
て
も
執
劫
に
底
流
を
流
れ
続
け
る
の
で
あ
る
。
六
カ

国
的
解
決
と
二
カ
国
解
決
と
い
う
選
択
肢
は
、
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
こ
の

争
点
を
解
決
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、
実
は
無
意
味
で
あ
っ
た
。
実
際
の

所
、
二
月
一
五
日
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
H
ド
ゴ

l
ル
会
談
に
お
い
て
、
そ
の

(
白
山
)

場
で
政
治
同
盟
の
独
仏
二
国
間
提
携
が
議
題
に
上
っ
た
形
跡
は
な
い
。
し

か
し
フ

l
シ
ェ
プ
ラ
ン
が
失
敗
に
帰
し
た
そ
の
直
後
に
、
既
に
ド
ゴ

l
ル

(
叫
山
)

は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
を
フ
ラ
ン
ス
に
公
式
に
招
待
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。

そ
し
て
わ
ず
か
九
日
後
、
ド
ゴ

l
ル
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
に
対
し
フ
ラ
ン
ス

へ
の
公
式
訪
問
の
招
待
を
発
表
す
る
の
で
あ
る
。

フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
を
中
心
と
し
た
政
治
同
盟
問
題
に
お
い
て
、
独

仏
間
関
係
は
時
を
追
う
ご
と
に
協
調
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
っ
た
と
い
え

る
。
但
し
、
そ
れ
は
防
衛
問
題
に
触
れ
な
い
と
い
う
条
件
を
付
さ
な
け
れ

ば
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
何
よ
り
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
を

中
心
と
し
た

B
R
D指
導
部
が
政
治
同
盟
を
支
持
し
た
の
は
、
よ
り
大
き

な
枠
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
関
与
の
弱
化
を
逆
流
さ
せ

る
こ
と
を
、
よ
り
小
さ
な
枠
と
し
て
、
政
治
同
盟
に
よ
っ
て

B
R
D
の
国

際
政
治
へ
の
発
言
力
増
加
と
い
う
実
利
的
な
利
点
を
見
出
し
て
い
た
か
ら

(
幻
)

に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
、
ア
メ
リ
カ
と
他
の

E

E
C
諸
国
双
方
の
不
安
を
招
か
な
い
よ
う
慎
重
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
合
意
を

進
め
て
い
っ
た
。
ド
イ
ツ
側
が
再
三
再
四
、
政
治
同
盟
は
経
済
三
共
同
体

と
大
西
洋
同
盟
の
両
方
と
両
立
す
る
こ
と
を
、
条
約
案
の
文
言
の
中
に
盛

り
込
む
よ
う
要
求
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
お
け
る
独
仏
間
の
協
調
は
、
以
上
の
よ
う
に
、

「
独
仏
枢
軸
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
ほ
ど
強
固
な
も
の
で
は
な
か
っ

北法51(2・314)688



た
。
独
仏
間
の
場
に
移
さ
れ
た
政
治
同
盟
問
題
が
、
エ
リ
ゼ
条
約
と
し
て

結
自
問
し
た
な
ら
ば
、
本
説
で
触
れ
た
問
題
を
独
仏
は
解
決
し
た
の
だ
ろ
う

か
?
エ
リ
ゼ
条
約
締
結
に
至
る
過
程
を
扱
う
前
に
、
独
仏
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
策
か
ら
切
り
離
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
主
に
ベ
ル
リ
ン
問
題
・
対
米

政
策
と
し
て
顕
在
化
す
る
、
核
戦
略
を
含
む
防
衛
・
安
全
保
障
問
題
を
次

節
に
て
説
明
す
る
。

「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

(
1
)
回。
goE-hubs室
内
向
嶋
田
こ
叶
町
・

(2)
〉・同
W
R
H
h
p

ヨy
∞や∞凶・

(3)
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
考
え
で
は
「
国
家
連
合
」
の
言
葉
で
は
想
定

さ
れ
る
以
上
の
期
待
を
抱
か
せ
る
た
め
、
こ
の
言
葉
の
使
用
は
不

適
切
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ド
ゴ

i
ル
も
認
め
る
と
お
り
、
「
国

家
連
合
」
と
は
一
つ
の
政
治
体
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各

国
の
政
府
が
集
ま
っ
て
協
議
す
る
国
家
間
提
携
を
実
現
す
る
こ
と

に
す
ぎ
な
い
。
を
え
・

(
4
)

一
九
六
O
年
八
月
六
日
の
外
務
省
関
対
談
の
合
意
点
と
参
照
せ

よ
0
0
0
M
U
d
-
ま
や
戸

aon'a吋
'

(
5
)
提
案
さ
れ
た
会
談
の
レ
ベ
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
扱
う
対
象
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

政
府
首
脳
の
定
期
的
会
談

外

相

。

政
治
的
原
理
問
題
に
つ
い
て

目
下
継
続
中
の
政
治
問
題
に

つ
い
て

一
共
通
で
具
体
的
な
任
務
に
取
り

か
か
る
必
要
性
あ
り

一
経
済
問
題
に
つ
い
て
は
既
に

E

E
C
の
枠
内
で
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
の
で
、
必
要
な
し

(6)
切
り
明
。
-
Z『
-
M
∞
「
[
回
〉
・
回
】
凶
少
回
S
-
M
C
凶凶]

(
7
)
E
h
-
-
宅
・
∞
怠
B

宰
∞
-

(
8
)
オ
ラ
ン
ダ
は
戦
後
一
貫
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
へ
の
イ
ギ
リ
ス

の
関
与
を
熱
望
す
る
姿
勢
を
取
り
続
け
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
オ

ラ
ン
ダ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
つ
い
て
は

F
H
B
R
a
由。巨岩
S
S
¥
J

F
g
m
E
m
E『

E
E
S
J
d
M
m
Z
2
Zユ
館
長

g
a
門
町
四
同

S
E
E
-

n。
。
唱
常
良
吉
ロ

H
g
c
gぞ
ク
-
甲
山
山
唱
E
a
N
J
百
ロ
巳
加
四
回
円
。
ロ
(
白
色
-
Y
』

W
E
H
ミ
宮
崎

、
D
h
H
ぜ
て
白
、
同
足
、
己
、
町
・

(
9
)
切
り
明

P
Z同
-
M
∞
-
唱
・
∞
A
柏
市
戸

(
叩
)
思
ミ
・

(
日
)
公
表
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

E
-
s
a
-
-

-UO}
明
白
少
。
己
中
。
己
申
・

(
ロ
)
こ
れ
以
外
の
合
意
点
と
し
て
、
従
前
に
は
国
河
〉
4
0玄
の
枠
内

で
話
し
合
わ
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
を
、
首
脳
会
談
の
文
化

的
提
携
に
基
づ
き
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
設
置
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

(
日
)
フ
ラ
ン
ス
元
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
。
一
九
六
二
年
三
月
の
エ
ヴ
イ

ア
ン
協
定
成
立
に
伴
い
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
転
出
し
た
。

文
化
・
情
報
担
当
閣
僚
。

経
済
担
当
閣
僚

ク
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(
M
)
実
際
に
フ
l
シ
ェ
が
委
員
長
に
指
名
さ
れ
る
の
は
九
月
七
日
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
単
に
「
研
究
委
員
会
」
な
い
し
は

「
専
門
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
名
称
の
混
乱
と
煩
雑
を
避

け
る
た
め
、
以
降
「
フ
l
シ
ェ
委
員
会
」
の
呼
称
を
使
用
す
る
。

(
日
)
宮
E
E
】
回
目
ミ
3
q
h
s
h
w
S
E
R
-
2
・

(
日
)
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
草
案
に
つ
い
て
は
ト
ミ
ハ
這
岳
a
s
s
-

宅
・
凶
唱
ム
一
公
表
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

肘
h
r
s
E
‘
同
H
a
m
a
-
U
己
中
U-M@・

(
げ
)
内
向
小
林
正
英
「
欧
州
統
合
過
程
に
お
け
る
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
の

外
交
l
フ
l
シ
エ
プ
ラ
ン
を
中
心
に
し
て
」
『
法
学
政
治
学
論
究
』

第
二
七
号
、
一
九
九
五
年
。
フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
の
詳
細
に
つ

い
て
は
以
下
を
参
照
0
0
0
明
・
3
E
B
戸
s
o
n
-
z
u
u
a
o
n
・
コ
凶
一

色
。
n
・
M
M
N
m
o
σ
刊
見
切
Z
m
p
同
h
‘
ぜ
芯
辺
、
s
h
円
、
同
町
、
ミ
~
旬
、
『
ロ
守
忠
吉
丸
町

、
h
h
q
司
、
司
、
ミ
設
南
里
町
(
回
ヨ
加
2
・
o
v
-
-
m
加
刊
a
e
m
z
g
官
岨
ヨ
J

可。
)

U

臼

g
g
口
町

』
・
回
。
円
四
四
田
町
立
B
R
-
、
む
と
た
円
ミ
ミ
位
。
、
円
む
宮
町
内
、
色
町
由
旬
、
s
-
h
a
問
主
dhU2S

E
E
E
邑
S'Hも
ま
(
戸
開
片
岡
町
ロ
・
〉
-
史
的
事
F
O
R
3
2
y
k
g
g
a
『
。

巴
伊
町
宮
、
。
、
時
w
旬
、
。
』
凡
H
h
円
円
札
、
h
h
h
N
r
~
b
h
H
Z
h
N
V
。
」
「
H
F
A
司
、
。
庭
内
、
同
氏

書
官
E
き
ま
言
え
号
、
w
a
s
s
(
n
g
σ
E
加
四
一
Q
2
2

雪

Z
8
2
邑
。
白
血
】
〉
同
皆
同
問
e
民
向
〈
R
S
C
E
タ
ザ
-
唱
。
吋
)

U

印
。
ロ
F
C
C
-
z
c
m
o
g一
-w

a同MH皆同一明oznFa--u同席目白丘町白¥。円四日ロ恥加。nSEOロ印刷HOEnF23・

(凶

)MOZSFh.a~~宮、同町内唖司聞こ吋alコ申・

(日
)
8
R
u
宅
・
コ
E
R
-

(
却
)
ト
之
内
υ
回
申
告
'
s
a
-
-
Y
試
・

(幻

)
S
R

(
幻
)
。
a
R
F
m
}
P
E
h
n
E
崎
町
、
足
3
R
E
N
』
丘
町
F
H
n
a
河
内
尽
き
旬
、
w
w
唱
-
M
。
・

(
幻
)
ど
〈

n-申
告
ム
申
告
・
喝
・
主
・

(
剖
)
五
月
一
九
日
は
本
来
E
E
C
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続

い
て
独
仏
首
脳
会
談
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
フ
l
シ
ェ

委
員
会
の
交
渉
で
何
の
合
意
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
E
E
C

会
談
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(
お
)
内
容
に
つ
い
て
は
切
り
百
咽
Z
円
-
M
∞
N
・
[
切
〉
峨
Z
T
E
B
宮
口
F
o
g
-

E
・
ご
凶
-
∞
-
-
ロ
ム
ム
M
吋
]
咽
巴
S
E
n
E
g
g
-
5
2
E
a
x
h
F
勺
・

8
品・

(
部
)
切
切
〕
三
O
E
F
均
四
九
位
町
三
時
凡
な
乱
含
宅
豆
諸
h
H》
-
M
a
u
-
無
論
こ
れ
は
フ
ラ
ン

ス
の
視
点
で
あ
っ
て
、
ク
ス
テ
ラ
!
の
回
想
に
よ
る
と
、
ド
ゴ
ー

ル
は
「
無
愛
想
」
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
た
と
い
う
。

同
5
8
5
戸
内
S
N
~
内
『
S
A
C
室
内
、
三
同
v
m
v
・
同
∞
月
山
内

(
幻
)
〉
・
回
♀
#
ニ
-
M

聞こ。-aE凶

(
泊
)
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
独
仏
間
関
係
に
つ
い
て
は
本
章
第
二
節
参
照
。

(却
)

N
ぽ
E
p
b
h
k
与
さ
♀
・
、
S守
s
s
s
h
w
R
E
b
E
同
2
・
宅
-
-
当
時
・

(
却
)
第
一
章
第
二
節
第
三
款
を
参
照
。

(剖)切り同H0・Z円・一
N

∞N-

(
幻
)
o
o
-
-
-
z
a
ナ
戸
内
向
。
n
・
凶
Ar
円Hon-品、叫・

(
お
)
こ
の
時
オ
ラ
ン
ダ
は
フ
ラ
ン
ス
の
要
求
に
応
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

防
衛
に
つ
い
て
の
討
議
を
E
E
C
首
脳
会
談
の
議
事
日
程
に
載
せ

る
こ
と
を
容
認
し
た
。
そ
の
代
わ
り
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
と

の
協
議
の
組
織
化
推
進
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
要
求
を
W
E
U
の
枠

北法51(2・316)690



内
で
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
応
じ
た
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
は

N
A

T
O
の
構
造
お
よ
び
戦
略
を
協
議
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
も

条
件
に
入
れ
て
い
た
。

s
h
A
-
E
n・
宅
一
∞
苧
告
・
円
H
F

・
-u・5

(
汎
)
∞
-
F
§
・
円
九
円
・
〉
問
者
自
岳
巴
に
収
録

(
お
)
パ
リ
会
談
か
ら
ポ
ン
会
談
ま
で
の
ベ
ネ
ル
ク
ス
協
調
の
形
成
の

動
き
に
つ
い
て
は
、
小
林
、
前
掲
、
問
者
-uu
∞
片
的
豆
g
骨
P
E
W
g
m
'

-E凶・で開巴円。唱。喝
OEE』
ZOO門戸町田ロ臥加。丘釦円。=由同
uoznznぺ
J

問者寸@『・

(
鉛
)
テ
ク
ス
ト
は
盟
ヂ
告
-QHζ

〉
宅

g
eと
に
収
録

(幻

)
tミ
吉
弘
司
、
凶
S
E
H
E
n
S
ま
-

(お

)
8
8・
寄

-Mm[回〉・
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。
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)
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E
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F
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(
国
)
六
二
年
二
月
九
日
、
ド
ゴ

l
ル
は
ボ
ン
大
使
セ
イ
デ
ユ
に
ア
デ

ナ
ウ
ア
!
と
の
会
談
を
設
定
す
る
よ
う
書
簡
で
指
示
し
た
。
ド
ゴ
ー

ル
は
こ
の
会
談
に
は
何
の
儀
礼
・
儀
式
も
不
要
、
個
人
的
会
談
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ト
之
内
、

3
E
I
s
a
-
唱
-Moa-

(
印

)
S
R

(
ω
)
8
R・
3
N
-
N円

(
日
)
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簡
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・
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)
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研究ノート

ロ
ッ
パ
政
策
の
一
致
が
確
認
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
。

(
侃
)
巴

B
Zロ
g
p
宮内
F-u・お酌・

(
町
)
例
え
ば
一
九
六
一
年
二
月
一

O
日
の
パ
リ
会
談
で
の
ア
デ
ナ
ウ

ア
l
の
発
言
を
参
照
。

第

節

ベ
ル
リ
ン
の
壁
と
戦
略
転
換

一
九
六
一
年
一
月
、
ア
メ
リ
カ
に
ケ
ネ
デ
ィ
(
旬
。
宮
司
・
関

2
5身
)
新

政
権
が
誕
生
す
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
時
代
の
政
策
を

(
l
)
 

一
定
程
度
継
続
さ
せ
た
後
、
そ
の
独
自
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
か

ら
見
る
よ
う
に
、
こ
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
新
政
策
は
独
仏
両
国
に
対
し
決

定
的
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
は
米
仏
関
係
並
び
に
米
独
関
係
の
危
機
を
も

た
ら
し
た
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
政
策
は
独
仏
を

互
い
に
歩
み
寄
ら
せ
、
こ
の
接
近
は
エ
リ
ゼ
条
約
締
結
の
要
因
の
一
つ
と

(
2
)
 

な
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
二
つ
の
柱
、
す
な
わ
ち
一
九

六
一
年
七
月
四
日
の
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
演
説
で
表
明
し
た
「
大
西
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
構
想
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
、
そ
れ

に
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
新
軍
事
戦
略
、
「
柔
軟
反
応
戦
略
」
こ
そ
、
独

仏
間
の
そ
し
て
米
l
独
仏
間
の
政
策
の
結
節
点
で
あ
っ
た
。

同
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
戦
略
転
換

ケ
ネ
デ
ィ
が
政
権
に
就
任
し
た
こ
と
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
新
政
権
の
ベ

ル
リ
ン
危
機
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
一
定
の
希
望

(3) 

的
観
測
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
幻
想
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
に
対
す
る
譲
歩

姿
勢
を
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
見
て
取
っ
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
特
使
と

し
て
ベ
ル
リ
ン
を
訪
れ
て
い
た
国
務
次
官
補
ハ
リ
マ
ン
(
〉

5
5ロ
Z
向
江
E

B
S
)
は
、
一
九
六
一
年
三
月
八
日
に
当
地
に
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ベ

ル
リ
ン
危
機
に
対
す
る
ソ
連
と
の
従
前
の
交
渉
を
白
紙
に
戻
し
、
モ
ス
ク

ワ
と
の
交
渉
を
「
一
か
ら
始
め
る
」
用
意
が
あ
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
側
に
表

(
4
)
 

明
し
た
。
四
日
後
の
一
一
一
日
、
国
務
次
官
ボ

l
ル
ズ
(
内
宮
2
2
切
。
呈
刊
回
)

は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
て
同
様
の
演
説
を
行
な
い
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ソ
連
と

の
交
渉
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
ソ
連
に
対
し
、
ま
た
同
盟
国
に
対
し
て
も

(5) 

明
確
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

北法51(2・318)692

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
が
外
交
交
渉
を
ベ
ル
リ
ン
危
機
対
処
政
策
の
オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
る
こ
と
こ
そ
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
新
政
策
の
も
う
一

つ
の
柱
、
柔
軟
反
応
戦
略
の
反
映
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ

(6) 

政
府
が
採
用
し
た

Z
∞Q
∞S
は
、
大
量
報
復
戦
略
に
基
づ
き
、
ベ
ル
リ

ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
妨
害
さ
れ
た
場
合
核
攻
撃
を
ソ
連
に
対
し
行
な
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
が
、
ソ
連
の
侵
略
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可
能
性
を
信
じ
て
い
た
か
ど
う
か
は
相
当
の
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ

と
は
対
照
的
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
「
ア
メ
リ
カ
が
関
与
し
な
い
程
度
の

限
定
的
な
侵
略
可
能
性
」
を
最
初
か
ら
想
定
し
た
政
策
に
転
換
し
た
の
で

あ
る
。
柔
軟
反
応
戦
略
に
お
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
か
ら
始
ま
る
ソ
連

の
侵
攻
に
対
し
、
外
交
的
圧
力
と
核
攻
撃
可
能
性
の
計
算
を
行
い
な
が
ら
、

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
対
処
す
る
。
し
た
が
っ
て
ソ
連
侵
攻
に
対

す
る
「
自
動
的
な
」
核
報
復
攻
撃
は
実
施
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
反
撃
の
第

一
段
階
が
通
常
兵
器
・
非
核
兵
器
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
質
的
に

核
先
制
攻
撃
の
可
能
性
さ
え
も
放
棄
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
大
量

報
復
戦
略
の
硬
直
性
と
非
現
実
性
の
批
判
を
受
け
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
l
政

権
の
後
半
に
は
戦
略
転
換
が
試
み
ら
れ
、
柔
軟
反
応
戦
略
の
起
源
は
一
九

(7) 

五
七
年
に
ま
で
遡
る
。
し
か
し
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
公
式
の
政
策
と
し
て

採
用
さ
れ
る
に
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
以
降
の
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
一
年
二
月
二
七
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
ス
タ
l
」
紙

は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
大
量
報
復
戦
略
を
放
棄
し
て
「
柔
軟
に
反
応
す
る

こ
と
」
、
そ
の
た
め
に
同
盟
国
、
別
け
て
も

B
R
D
に
対
し
て
通
常
戦
力

の
強
化
を
求
め
る
こ
と
を
報
じ
た
。
こ
れ
は
国
務
長
官
ラ
ス
ク

(ogロ

(8) 

mgw)
に
よ
っ
て
リ

l
ク
さ
れ
た
、
ヶ
、
不
デ
イ
政
権
の
揚
げ
た
観
測
気

球
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
猛
反
対
を
受
け
、
ラ
ス
ク
の
情
報
は
公

式
に
は
否
定
さ
れ
た
が
、
柔
軟
反
応
戦
略
は
も
は
や
既
定
路
線
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
基
づ
く
新
ベ
ル
リ
ン
危
機
対
処
政
策
(
ベ
ル

リ
ン
危
機
が
紛
争
に
転
じ
た
場
合
の
ア
メ
リ
カ
が
取
る
軍
事
行
動
指
針
)

が
一
九
六
一
年
一

O
月
一
一
一
二
日
に
正
式
に
ア
メ
リ
カ
の
政
策
と
し
て
採
用

(9) 

さ
れ
る
。
柔
軟
反
応
戦
略
は
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
対
策
の
中
で
発
展
し
洗
練

(
印
)

さ
れ
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
新
戦
略
に
は
経
済
的
な
含
意
が
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
焦

点
を
ベ
ル
リ
ン
か
ら
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡
大
す
る
と
、
そ
の
視
界
に
は

ド
ゴ
!
ル
の
政
治
同
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

E
E
C
の
進
め
る
共
通
市
場
が

映
っ
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
フ

l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
が
崩
壊
し
た
の
を
見

計
ら
う
か
の
よ
う
に
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
フ
ラ
ン
ス
を
訪
れ
て
い
た
最
中

の
一
九
六
二
年
七
月
四
日
、
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
で
行
な
わ
れ
た
独
立
記

(
日
)

念
演
説
に
て
「
大
西
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
ケ

ネ
デ
ィ
は
共
通
市
場
が
閉
鎖
的
な
関
税
同
盟
に
転
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
、

ケ
ネ
デ
ィ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
開

放
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
費
軽
減
の
た
め
に
、
柔
軟
反

応
戦
略
の
論
理
的
帰
結
で
あ
る
通
常
兵
力
の
増
強
に
伴
う
支
出
負
担
を
同

盟
国
に
対
し
求
め
た
。
す
な
わ
ち
ケ
ネ
デ
ィ
が
大
西
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
中
で
言
及
し
た
「
対
等
な
関
係
」
は
、
経
済
関
係
に
限
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
大
西
洋
共
同
体
は
、
実

(ロ)

は
バ

l
ド
ン
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

北法51(2・319)693
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他
方
ケ
ネ
デ
ィ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
ド
ゴ

l
ル
が
推
進
す
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
構
想
と
対
立
し
、
そ
れ
を
再
問

題
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
イ
ギ
リ
ス
の
共

通
市
場
加
盟
を
支
持
し
、
そ
れ
に
よ
り
ケ
ネ
デ
ィ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

(
日
)

は
、
多
角
的
核
戦
力
忌
巳
C
E
O
邑
E
R
m
(
以
下

M
L
F
と
略
記
)
で
軍

事
的
に
統
合
し
、
経
済
的
に
米
欧
聞
が
相
互
依
存
し
、
政
治
的
に
ア
メ
リ

カ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
で
完
成
に
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
ド
ゴ

l
ル
の
政
策
構
造
は
、
軍
事
的
に
は

N
A
T
Oか
ら
離
脱

し
て
独
自
の
核
戦
力
を
装
備
し
、
経
済
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
共
通
市
場
加

盟
を
拒
否
し
、
政
治
的
に
は
対
等
に
ア
メ
リ
カ
と
接
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
を

筆
頭
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
築
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ど
れ
も

が
ア
メ
リ
カ
(
な
ら
び
に
既
存
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
)
の
政
治
構
造
に
対
す
る

(M) 

「
挑
戦
」
で
あ
っ
た
。

同
ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築
と
米
仏
独
関
係

以
上
の
よ
う
な
柔
軟
反
応
戦
略
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ド
イ
ツ
政
策

の
焦
点
は
ベ
ル
リ
ン
交
渉
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
四
月
一
一
一
日
に
ア
デ

(
時
)

ナ
ウ
ア
!
と
ケ
ネ
デ
ィ
が
初
め
て
の
会
談
を
行
な
っ
た
と
き
か
ら
、
両
政

策
に
関
す
る
独
米
関
の
思
惑
の
相
違
は
顕
在
化
し
て
い
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は

N
A
T
O
に
つ
い
て
、
「

N
A
T
O
は
ゆ
っ
く
り
と
壊
死
の
方
向
に
進

(
同
)

ん
で
い
る
」
と
訴
え
、

N
A
T
O
の
強
化
と
政
治
的
団
結
を
要
求
し
た
。

別
け
て
も

N
A
T
O
、
取
分
け
ベ
ル
リ
ン
に
対
す
る
法
的
責
任
を
有
す
る

英
米
仏
の
三
ヶ
国
が
ベ
ル
リ
ン
の
安
全
保
障
を
行
な
う
責
任
が
あ
る
と
す

る
ド
イ
ツ
側
の
主
張
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
冷
淡
な
姿
勢
を
隠
さ
な
か
っ

(

げ

)

(

路

)

た
。
ま
た
同
会
談
に
お
い
て
ケ
ネ
デ
ィ
は
ベ
ル
リ
ン
の
法
的
地
位
の
知
識

不
足
を
露
呈
し
、
さ
ら
に
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
が
決
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
ソ
連
と

D
D
Rと
の
分
離
平
和
条
約
の
締
結
の
可
能
性
を
ア
デ

(
M
M
)
 

ナ
ウ
ア

l
自
身
に
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
こ
の
会
談
を
通

じ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
が
ソ
連
と
の
交
渉
に
積
極
的
で
あ
り
且
つ
楽
観
的
過
ぎ

(
ぬ
)

る
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
は
六
月
に
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
と
ウ
ィ
ー
ン
で
首
脳
会
談

を
行
な
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
ケ
、
不
デ
イ
は
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
か
ら
新
た
な

最
後
通
燥
を
突
き
付
け
ら
れ
、
最
終
的
に
両
者
間
に
建
設
的
合
意
は
何
一

つ
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
七
月
二
五
日
に
テ
レ
ビ
演
説
を
行
な

い
、
そ
こ
で
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
ア
メ
リ
カ
の
利
害
を

示
し
た
。
演
説
内
容
の
草
稿
に
あ
た
る
報
告
に
お
い
て
、
そ
れ
は
以
下
の

(
幻
)

四
点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

①
西
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
西
側
兵
力
の
駐
留
と
安
全
確
保
。

②
西
ベ
ル
リ
ン
の
安
全
保
障
と
生
存
可
能
性
。

③
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
物
理
的
ア
ク
セ
ス
権
。
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④
東
側
か
ら
の
侵
攻
に
対
す
る

B
R
D
の
安
全
保
障
。

言
い
換
え
る
な
ら
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
法
的
地
位
の
現
状
維
持
、
西
ベ
ル

リ
ン
へ
の
交
通
権
の
確
保
、
西
ベ
ル
リ
ン
駐
留
軍
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
継
続
の

三
点
が
侵
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
西
側
へ
の
決
定
的
侵
害
に
は
な
ら

な
い
、
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
が
保
持
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
は
西
ド
イ
ツ
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
で
も
な
く
、
ま
し
て
ベ
ル

リ
ン
で
も
な
く
、
西
ベ
ル
リ
ン
で
あ
っ
た
。

「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

実
際
の
と
こ
ろ
七
月
に
入
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
は
、
危
機
が
頂
点
に
達
し

(n) 

て
も
ケ
ネ
デ
ィ
が
表
明
し
て
い
た
妥
協
を
す
る
用
意
が
あ
っ
た
。
ア
デ
ナ

ウ
ア
!
と
ケ
ネ
デ
ィ
の
間
に
一
致
点
は
な
い
ま
ま
に
八
月
一
一
一
一
日
の
日
曜

日
が
訪
れ
た
。
東
側
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設
の
一
報
が
当
時
の
西
ベ

ル
リ
ン
市
長
だ
っ
た
プ
ラ
ン
ト
(
者
三
可
切

B
E円
)
に
伝
え
ら
れ
た
と
き
、

彼
は
ニ
ユ
ル
ン
ペ
ル
ク
か
ら
キ
ー
ル
へ
向
か
う
夜
行
列
車
で
仮
眠
中
で
あ
っ

た
。
プ
ラ
ン
ト
は
、
来
た
る
九
月
の
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
た
選
挙
遊
説

の
予
定
を
急
速
取
り
消
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
急
行
し
た
の
に
対
し
、
ア
デ
ナ

ウ
ア
!
は
日
曜
日
の
ミ
サ
に
行
き
、
予
定
通
り
の
選
挙
遊
説
を
行
っ
た
。

一
四
日
に
は
ボ
ン
に
て
、
さ
ら
に
翌
日
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
西
側
四
ヵ
国

に
よ
る
大
使
級
会
談
が
開
か
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
代
表
が
何
ら
か
の
対
抗
措

(
お
)

置
を
迫
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
。
ラ
ス
ク
国

務
長
官
は
、
こ
の
壁
建
設
が
西
ベ
ル
リ
ン
に
対
す
る
直
接
の
脅
威
に
は
な

(
弘
)

ら
な
い
と
さ
え
考
え
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
東
西
交
渉
の
有
利
な
取
引
材
料
の

(
お
)

発
生
を
考
え
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
東
側
に
よ
る
壁
建
設
は
、
ケ
ネ
デ
ィ

が
示
し
た
要
件
を
侵
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
東
側
附
が
引
き
起
こ
し
た
こ
の

(
お
)

一
連
の
事
態
に
対
し
て
、
ま
さ
に
「
西
側
は
何
も
し
な
か
っ
た
」
。

ケ
ネ
デ
ィ
は
竪
構
築
後
の
ベ
ル
リ
ン
政
策
と
し
て
、
改
め
て
ソ
連
と
交

(
幻
}

渉
を
行
な
う
こ
と
を
八
月
一
一
一
日
に
決
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
駐
米
西
独

大
使
グ
レ

l
ヴ
エ
(
ぎ

E
m
Z
O芯
宅
刊
)
は

B
R
D
政
府
の
不
安
を
強
調

し
、
西
ド
イ
ツ
並
び
に
西
ベ
ル
リ
ン
の
士
気
を
高
め
る
措
置
を
執
る
よ
う

(
お
)

訴
え
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
同
月
二
九
日
ケ
ネ
デ
ィ
に
書
簡
を
送
付
し
、

「
ソ
連
と
の
交
渉
を
主
導
す
る
こ
と
は
西
側
の
弱
さ
を
示
す
」
と
主
張
し

(m) 
た
。
し
か
し
翌
三
O
日
に
ケ
ネ
デ
ィ
は
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
ソ
連

(
鈎
)

と
交
渉
を
行
な
う
こ
と
を
発
表
し
、
同
時
に
第
一
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
際

米
軍
の
ベ
ル
リ
ン
空
輸
作
戦
の
責
任
者
で
、
西
ベ
ル
リ
ン
市
民
に
と
っ
て

は
往
年
の
英
雄
だ
っ
た
ク
レ
イ

(
E
n
g回
白
血
可
)
将
軍
を
、
特
使
と
し
て

西
ベ
ル
リ
ン
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ヶ
、
不
デ
イ
政
権
が
想
定
し

て
い
た
そ
の
際
の
交
渉
与
件
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
外
交

政
策
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一

①
オ
l
デ
ル
ナ
イ
セ
線
を
西
ド
イ
ツ
の
か
つ
西
側
同
盟
の
最
終
的
な
国

境
線
と
し
て
確
定
。

②
D
D
Rを
現
在
東
部
ド
イ
ツ
を
管
理
す
る
政
府
と
し
て
認
知
。
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③
再
統
一
は
両
ド
イ
ツ
政
府
の
討
議
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い

、
っ
ム
口
青
山
。

④
ド
イ
ツ
に
お
け
る
非
核
地
域
の
設
定
を
含
め
た
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約

機
構
な
ら
び
に

N
A
T
O
に
よ
る
両
ド
イ
ツ
の
相
互
的
安
全
保
障
確

(
引
)

保
に
つ
い
て
の
討
議
。

九
月
一
一
二
日
に
ク
レ
イ
と
会
談
し
た
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
、
こ
の
四
項
目

の
ソ
連
と
の
交
渉
与
件
を
宣
告
さ
れ
た
。
第
一
次
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
英
雄

で
あ
っ
た
ク
レ
イ
か
ら
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
妥
協
姿
勢
が
説
明
さ
れ
た
こ
と

(
幻
)

は
、
大
き
な
重
み
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
。
歴
史
的
時
代
と
し
て
の
、

そ
し
て
国
際
政
治
上
の
構
造
と
し
て
の
冷
戦
の
最
大
の
象
徴
と
な
っ
た
ベ

ル
リ
ン
の
壁
構
築
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ソ
連
と
の
妥
協

を
探
る
試
み
を
放
棄
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

他
方
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
態
度
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て

(
お
)

対
ソ
強
硬
で
あ
り
対
B
R
D支
持
で
あ
っ
た
。
実
際
独
仏
の
連
帯
の
動
き

は
ベ
ル
リ
ン
危
機
が
議
事
日
程
に
上
が
っ
た
直
後
の
ク
ロ
イ
ツ
ナ
ッ
ハ
会

(
討
)

談
で
内
外
に
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
は
全
体
と
し
て
連
合

国
四
ヶ
国
(
英
米
仏
ソ
)
に
よ
っ
て
共
同
管
理
下
に
あ
る
と
い
う
ベ
ル
リ

ン
の
法
的
地
位
を
再
問
題
化
す
る
こ
と
は
、
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
妥
協
不

可
能
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ド
ゴ

l
ル
に
は

B
R
D
の
西
側
の
地
位
が
完

全
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
は
、
「
も

し
我
々
が
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
権
限
を
放
棄
す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
は
ソ
連

の
方
に
頼
る
こ
と
と
な
り
、
[
西
側
]
同
盟
は
崩
壊
す
る
」
と
考
え
て
い

(
お
)

た
。
さ
ら
に
ク

l
ブ
も
、
「
我
々
の
考
え
は
、
完
全
に

B
R
D
を
よ
り
密

接
に
西
側
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
条
件
付
け
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
ド
イ

ツ
を
中
立
化
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
だ
か
ら
だ
」
と
の
認
識
を
示
す
の

(
お
)

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ド
ゴ

l
ル
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
お
け
る
西
側
の
妥
協

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
壊
さ
せ
、
結
果
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障

(
幻
)

の
重
大
な
侵
害
を
招
く
も
の
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
但
し
、
ベ
ル
リ
ン

の
壁
構
築
後
の
対
ソ
政
策
に
関
し
て
は
、
ド
ゴ

l
ル
は
、
西
ド
イ
ツ
の
そ

(
お
)

れ
と
は
異
な
り
ソ
連
と
の
交
渉
を
進
め
る
の
に
客
か
で
は
な
か
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築
の
影
響
は
、

B
R
D
の
政
治
家
に
と
っ
て
極
め
て

分
か
り
ゃ
す
い
形
で
九
月
に
表
れ
た
。
連
邦
議
会
総
選
挙
の
結
果
、

C
D

U
は
第
一
党
の
座
を
保
持
し
な
が
ら
も
、

C
S
U
の
獲
得
議
席
数
を
併
せ

て
も
議
席
の
絶
対
多
数
を
失
っ
た
。

C
D
U
/
C
S
U
は
政
権
維
持
の
た

め
に
議
会
内
連
合
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
危

機
の
勝
利
者
は
、
こ
の
時
連
合
交
渉
の
キ
ヤ
ス
テ
イ
ン
グ
ボ

l
ト
を
握
つ

(
お
)

た
F
D
P
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
外
交
政
策
を
疑
問

視
し
て
い
た

F
D
P
は
、
連
立
参
加
の
条
件
と
し
て
ブ
レ
ン
タ

l
ノ
の
解

任
を
要
求
し
た
。
最
終
的
に

F
D
P
は
こ
の
要
求
を
撤
回
す
る
が
、
事
態

の
混
乱
を
恐
れ
た
ブ
レ
ン
タ

l
ノ
は
一

O
月一一一

O
日
外
相
を
辞
任
す
る
。
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「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

後
任
は
貌
英
米
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
(
。
伺
同
町
民
且
臼
nE-ER)
で
あ
っ
た
。

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
個
人
は
、
積
極
的
に
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C加
盟
に
賛
成
し
、
(ω) 

か
つ
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
。

ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
忠
実
な
側
近
で
あ
り
党
内
の
議
会
会
派
と
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
し
て
い
た
ブ
レ
ン
タ

l
ノ
を
失
っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
、
以
後
閣

内
に
お
い
て
も
、
前
任
者
と
比
べ
れ
ば
独
自
の
路
線
を
追
求
し
た
外
相
の

存
在
の
た
め
、
外
交
へ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
の
影
響
力
が
弱
体
化
し
、
議
会

(
H
U
)
 

と
の
関
係
に
お
い
て
も
孤
立
化
の
傾
向
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に

ア
デ
ナ
ウ
ア

i
は

F
D
Pと
の
覚
書
で
、
政
権
の
任
期
内
の
辞
任
を
約
束

し
た
。
し
た
が
っ
て
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
任
期
四
年
内
の
「
適
当
な
時
期
に
」

現
蔵
相
エ
ア
ハ
ル
ト

(FE三
個
初
号
臼
品
)
に
政
権
を
譲
る
こ
と
を
表
明

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
新
た
に
組
閣
さ
れ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
政
権
は
始

め
か
ら
そ
の
終
わ
り
を
告
げ
ら
れ
な
が
ら
発
足
し
た
。

例
柔
軟
反
応
戦
略
に
対
す
る
独
仏
の
反
応

斯
く
の
如
く
ベ
ル
リ
ン
交
渉
を
巡
っ
て
ド
イ
ツ
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
不
信

感
を
深
め
、
フ
ラ
ン
ス
は
実
質
的
な
裏
付
け
を
欠
き
な
が
ら
も
ド
イ
ツ
を

支
持
し
た
。
こ
こ
に
お
け
る
独
仏
両
国
の
接
近
に
加
え
、
既
述
し
た
よ
う

に
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
柔
軟
反
応
戦
略
に
対
す
る

反
応
と
し
て
の
独
仏
両
国
間
の
接
近
が
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
の
接
近
は
、

以
下
に
見
る
よ
う
に
、
本
質
的
な
矛
盾
を
李
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

上
述
し
た
よ
う
に
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
の
新
戦
略
と
し
て
形
成
さ
れ
た
柔

軟
反
応
戦
略
は
、
一
九
六
二
年
五
月
六
日
に
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
て
い
た

N
A
T
O
委
員
会
の
席
上
で
、
ア
メ
リ
カ
国
防
長
官
マ
ク
ナ
マ
ラ

(mszznZ皇
居
申
)
に
よ
っ
て
各
国
に
対
し
公
式
に
表
明
さ
れ
た
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
新
戦
略
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
問
に
大
き
な
不
安
を
共

有
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
柔
軟
反
応
戦
略
は
、
単
に
大
量
報
復
戦
略
に

お
け
る
核
使
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
し
た
も
の
で
は
な
い
。
二
つ
の
戦
略
(
必
)

の
質
的
相
違
は
、
何
よ
り
そ
の
戦
略
が
想
定
す
る
戦
争
状
態
の
差
で
あ
る
。

柔
軟
反
応
戦
略
が
想
定
す
る
の
は
限
定
さ
れ
た
、
管
理
可
能
な
核
戦
争
で

(
川
町
)

あ
る
。
す
な
わ
ち
敵
国
市
民
の
人
口
の
大
半
に
被
害
を
与
え
ず
に
、
敵
対

(
H
H
)
 

兵
力
の
破
壊
が
可
能
な
秩
序
だ
っ
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
柔
軟
反
応
戦
略

と

M
L
F構
想
は
、
共
に
指
簿
命
令
系
統
の
中
核
を
ア
メ
リ
カ
が
掌
握
し

つ
つ
も
、
。
フ
ラ
ン
実
行
に
伴
う
コ
ス
ト
を
同
盟
諸
国
に
求
め
る
と
い
う
点

で
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。

柔
軟
反
応
戦
略
は
独
仏
両
国
か
ら
非
現
実
的
と
拒
否
さ
れ
、
か
つ
戦
略

を
巡
る
両
国
接
近
に
寄
与
す
る
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
に

と
っ
て
は
、
柔
軟
反
応
戦
略
は
ア
メ
リ
カ
の
核
攻
撃
保
障
を
後
退
さ
せ
、

ソ
連
へ
の
譲
歩
姿
勢
を
生
み
、
何
よ
り
も
ド
イ
ツ
領
内
で
の
限
定
核
戦
争

の
危
険
性
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
柔
軟
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反
応
戦
略
に
対
す
る
強
硬
な
反
対
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が

(
H
M
)
 

中
心
と
な
っ
て
表
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
見

た
よ
う
に
、
当
時
の
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
支
持
基
盤
の
低
下
に
よ
り

C
D
U

内
に
お
け
る
柔
軟
反
応
戦
略
の
支
持
者
は
実
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
他
方
、
〈
必
)

エ
ア
ハ
ル
ト
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
フ
ォ
ン
ハ
ツ
セ
ル
(
剛

E'C垣
市
き
ロ

E
g田
町
】
)

と
い
っ
た

C
D
U内
の
有
力
者
は
、
こ
の
柔
軟
対
応
戦
略
に
つ
い
て
反
対

の
態
度
を
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
こ
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、

彼
ら
は
同
盟
内
に
お
い
て
外
交
に
関
し
て
も
戦
略
的
に
関
し
て
も
ア
メ
リ

カ
が
供
給
す
る
保
障
が
最
も
信
頼
で
き
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
現
在
ま
で
ド
イ
ツ
政
府
の
実
権
を
担
っ
て
き
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

や
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
進
め
て
き
た
親
フ
ラ
ン
ス
的
な
政
策
も
し
く
は
親
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
な
政
策
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
ア
メ
リ
カ
重
視
の
政
策
を
打
ち
出

す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
人
は
、

C
D

(
灯
)

U
内
で
は
多
数
派
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
カ

l
」
と
呼
ば
れ

る
。
他
方
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
や
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
親
フ
ラ
ン
ス
的
な
政
策

を
取
っ
て
い
た
と
し
て
「
ド
イ
ツ
ゴ

l
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
。
実
際
、

後
述
の
と
お
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
柔
軟
反
応
戦
略
に
も

M
L
F
構
想
に

も
反
対
し
、
独
仏
核
提
携
の
道
を
探
る
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
打
ち
出
し
た
核
拡
散
防
止
政
策
と
も
連
動
し
た
こ
の

新
戦
略
は
、
核
を
持
つ
も
の
と
持
た
ざ
る
も
の
の
区
別
を
よ
り
大
き
く
広

(
必
)

げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
柔
軟
反
応
戦
略
に
お
い
て
は
、
管
理
可

能
な
核
戦
争
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
対

ソ
交
渉
と
核
使
用
決
定
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
同
盟
内
に
使
用
可

能
な
核
兵
器
の
系
統
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
は
兵
棋
上
の
不
合
理
な
要
因

を
招
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
ア
テ
ネ
で
の
演
説
で
、

「
同
盟
は
:
・
と
り
わ
け
敵
に
対
し
て
の
報
復
的
反
撃
に
関
す
る
立
案
・
決

(
州
制
)

定
過
程
・
司
令
を
統
合
す
る
こ
と
が
一
一
層
重
要
と
な
る
」
と
述
べ
、
同
盟

国
が
各
国
で
核
反
撃
に
出
る
こ
と
の
危
険
性
を
明
言
し
た
。
そ
の
想
定
国

に
は
無
論
イ
ギ
リ
ス
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
主
要
な
問
題
は
フ
ラ
ン
ス
に

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
柔
軟
反
応
戦
略
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
独
自
の
核
戦

力
の
存
在
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
理
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
と
フ
ラ
ン
ス
の
三
頭
体
制
論
は
理
論
的
に
対
立
す

る
も
の
へ
と
転
化
し
、
ド
ゴ

l
ル
の
戦
略
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
と
の
対
立

は
不
可
避
の
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
マ
ク
ナ
マ
ラ
演
説
に
よ
り
、
米
仏
関

係
の
離
反
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
転
換
は
フ

ラ
ン
ス
に
と
っ
て
ド
イ
ツ
へ
接
近
す
る
道
に
向
か
わ
せ
る
転
轍
器
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
、
第
一
章
で
触
れ
た
一
九
六

O
年
七
月
の
ド
ブ

レ
発
言
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
つ
の
本
音
を
示
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
核

政
策
は
柔
軟
反
応
戦
略
の
精
綴
化
と
同
じ
く
、
核
の
保
有
国
l
非
保
有
国

(
印
)

の
差
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

独
仏
が
最
も
接
近
し
た
一
九
六
二
年
、
独
仏
関
の
核
提
携
が
試
み
ら
れ

た
。
一
九
六
二
年
一
月
一
一
一
一
一
日
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
メ
ス
メ
ル
が
会
合
を
持

ち
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
、
ド
イ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
資
金
援
助
を
行
な

い
、
そ
の
対
価
と
し
て
ド
イ
ツ
が
使
え
る
核
弾
頭
を
フ
ラ
ン
ス
領
内
に
備

(
日
)

蓄
す
る
計
画
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
「
戦
時
に
は
ド
イ
ツ
の
兵
器
と
し
て

も
フ
ラ
ン
ス
の
兵
器
と
し
て
も
使
用
で
き
る
核
兵
器
を
、
フ
ラ
ン
ス
領
内

で
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
手
で
」
製
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
メ
ス
メ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
圏
内
で
は
こ
の
提
案
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
二
年
一

O

月
三
日
、
再
度
メ
ス
メ
ル

H
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
会
談
が
執
り
行
わ
れ
た
。
し

か
し
依
然
メ
ス
メ
ル
の
反
応
は
消
極
的
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
は
失
望
す
る
。

臼
く
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ツ
の
利
と
な
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
軍

事
的
保
障
の
肩
代
わ
り
を
す
る
能
力
も
意
思
も
な
い
」
、
「
西
ド
イ
ツ
と
し

て
は
、
も
は
や
ア
メ
リ
カ
の
方
を
向
い
て
核
兵
器
を
獲
得
し
、

N
A
T
O

(
臼
)

の
核
戦
力
保
有
に
至
る
こ
と
し
か
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」
。

こ
の
問
題
は
実
際
ワ
シ
ン
ト
ン
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
独
仏
核
提
携
が

不
安
祝
さ
れ
た
。
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
案
を
拒
否
し
て
い
た
が
、

M
L
F構
想
に
よ
っ
て
こ
の
独
仏
核
共
謀
を
阻
害
す
る
た
め
に
実
行
が
急

(
日
)

が
れ
た
。

M
L
F
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ
核
戦
力
に
対
す
る
英
独
仏
伊
の
ア

ク
セ
ス
権
を
保
障
し
、
結
果
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
核
戦
力
を
創
出
す

(M) 

る
ノ

l
ス
タ
ッ
ド
.
フ
ラ
ン
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
権
内
か
ら
の
対
案
で
あ

っ
た
。
ノ

l
ス
タ
ッ
ド
プ
ラ
ン
で
は
、

B
R
D
に
過
度
の
長
距
離
核
ミ
サ

イ
ル
使
用
の
ア
ク
セ
ス
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
米
ソ
対
立
の
激
化
と
ひ

(
日
)

い
て
は
米
仏
関
係
の
摩
擦
に
繋
が
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し

M
L
F構
想
で
は
、
ま
ず
ポ
ラ
リ
ス
潜
水
艦
隊
を
ア
メ
リ
カ
が

N
A

T
O
に
提
供
し
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
ミ
サ
イ
ル
を
一
定
数
S
A
C
U
E
R

に
委
任
し
、
そ
の
う
え
で
海
軍
を
基
盤
と
し
た
真
に
多
角
的
な
核
戦
力
の

創
出
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ミ
サ
イ
ル
使
用
の
決
定
に

つ
い
て
は

N
A
T
O委
員
会
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
そ
の
決
定
に
は

(
防
)

ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
し
か
に

M
L
F構
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
観
に
対
応
し
た

N
A
T
O

軍
事
統
合
の
表
れ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の

N
A
T
O
国
家
は
総
じ
て

賛
成
の
態
度
を
取
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

M
L
F
に
は
核
不
保
持

の
N
A
T
O諸
国
の
核
保
有
欲
望
を
充
足
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
。
特
に

(
幻
)

想
定
対
象
に
あ
っ
た
の
が

B
R
D
だ
っ
た
。
他
方
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
、

加
速
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
核
独
立
を
阻
止
し
、
ド
ゴ

l
ル
の
提
唱
す
る

三
頭
体
制
を
諦
め
さ
せ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
し
か
る
に
ア
メ
リ
カ
大
使

ギ
ヤ
ヴ
ィ
ン
(
』
同

g
a
z・
。
恒
三
ロ
)
か
ら

M
L
F
の
意
味
を
説
明
さ
れ
た
(
回
目
)

ド
ゴ

l
ル
は
、
そ
れ
で

B
R
D
を
満
足
さ
せ
る
に
は
何
の
不
都
合
も
な
い

と
表
明
す
る
一
方
で
、

M
L
F
は
使
用
す
る
兵
器
が
ア
メ
リ
カ
の
も
の
で
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(ω) 

あ
る
以
上
多
国
的
戦
力

(
B
E
E
s
E
Eロ釦
-
r
R
m
)
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。

こ
の
ド
ゴ

l
ル
の
表
現
は
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
何
故
な
ら
フ
ラ
ン
ス
は

M

L
F
に
直
接
反
対
せ
ず
、
加
入
す
る
意
思
が
存
在
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る

一
方
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
の
抑
止
力
創
出
を
妨
げ
る
も
の
と
は
な

(ω) 

り
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
ド
ゴ

l
ル
は
六
二
年

一
月
一
一
日
付
け
の
ケ
ネ
デ
ィ
へ
の
書
簡
に
て
、
「
西
側
の
核
兵
器
を
組

(
引
)

み
合
わ
せ
た
使
用
を
組
織
化
す
る
べ
き
時
が
来
た
」
と
述
べ
、
フ
ラ
ン
ス

の
核
戦
力
を
西
側
自
由
世
界
の
た
め
に
使
用
し
て
も
よ
い
、
と
の
姿
勢
を

表
わ
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
一
九
五
八
年
か
ら
続
い
て
い
る
三
頭
体
制
路
線
を
反
映
し

た
ド
ゴ

l
ル
の
核
戦
略
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
柔
軟
反
応

戦
略
に
よ
っ
て
実
現
化
す
る
可
能
性
を
著
し
く
低
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
以
後
も
ド
ゴ

l
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
自
立
し
た
核
戦
力
の
創
出
、

と
い
う
当
初
か
ら
の
目
的
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
N
A
T
O
問
題
な
ら
び

に
核
戦
略
問
題
に
お
い
て
独
米
と
接
し
、
一
九
六
六
年
に

N
A
T
O
軍
事

機
構
か
ら
フ
ラ
ン
ス
は
脱
退
す
る
。
エ
リ
ゼ
条
約
に
お
い
て
も
、
核
に
つ

い
て
の
規
定
は
巧
妙
に
回
避
さ
れ
て
い
る
。
ド
ゴ

l
ル
は
ア
メ
リ
カ
に
対

し
自
国
の
核
兵
器
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
を
拒
否
し
た
の
と
同
様
、

B
R

(
臼
)

D
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
つ
も
り
も
な
か
っ
た
。
一
九
五
八
年
か

ら
の

N
A
T
O
改
革
問
題
を
引
き
継
ぐ
争
点
で
あ
っ
た

M
L
F
問
題
に
お

い
て
も
、
そ
れ
は
独
仏
間
の
最
も
離
反
し
た
議
題
で
あ
り
続
け
た
。
而
し

て
独
仏
関
核
提
携
の
試
み
が
失
敗
に
帰
し
た
の
が
暗
示
す
る
が
如
く
、
ド

イ
ツ
の
核
野
望
を
充
足
せ
し
め
る

M
L
F
に
対
し
、
独
仏
は
ま
さ
し
く
同

じ
日
時
に
正
反
対
の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
で
見
る
よ
う
に
、

こ
の
核
政
策
を
巡
る
独
仏
の
接
近
と
断
絶
は
エ
リ
ゼ
条
約
の
成
立
要
因
で

も
あ
り
同
時
に
失
敗
要
因
で
も
あ
っ
た
。

戦
略
を
め
ぐ
り
独
仏
聞
に
協
調
が
持
続
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
究
極
的

に
は
当
時
の
独
仏
が
取
っ
て
い
た
外
交
路
線
の
根
本
的
な
方
向
性
の
差
異

に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
本
質
的
な
相
違
点
は
結
局
は
克
服
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ド
ゴ
!
ル
は
、
単
純
化
し
て
言
え
ば
、
西
ド
イ
ツ
に

対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
捨
て
フ
ラ
ン
ス
を
選
ぶ
よ
う
に
迫
り
、
ド
イ
ツ
は

フ
ラ
ン
ス
と
も
ア
メ
リ
カ
と
も
選
ぶ
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
フ
ラ
ン
ス
か
を
「
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

状
況
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
(
核
)
戦
略
の
領
域
に

お
け
る
独
仏
協
調
は
常
に
一
時
的
で
あ
り
、
本
質
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北法51(2・326)700

(
1
)
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

i
政
権
か
ら
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
へ
の
外
交
政
策
の

継
続
と
変
化
に
つ
い
て
は
本
稿
の
射
程
外
の
主
題
で
あ
る
が
、
本

論
に
関
係
す
る
限
り
で
極
め
て
簡
略
に
ま
と
め
れ
ば
、
継
続
性
に



「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

つ
い
て
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

i
政
権
後
期
か
ら
顕
在
化
し
て
い
っ
た

大
量
報
復
戦
略
の
転
換
路
線
、
変
化
に
つ
い
て
は
核
兵
器
管
理
へ

の
積
極
的
推
進
で
あ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
の
外
交
政
策
に

つ
い
て
は
∞
長
p
o
o
n官
戸
阿
川
な
S
F
D宅問、
.
h

之内ぜて同
b
q骨
、
。
九
九
円
い
て
面
白
'

包
括
箆
OW町
一
玄
白
n
E
}
E
M
-
-甲
唱
。
)
を
、
ま
た
ケ
ネ
デ
ィ
外
交
並
び
に

六
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ
外
交
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
以
下
を
参

照
せ
よ
。

d
M
O
B
8
0・
E
仲
町
『

8
ロ(白色
-Y
』
門

g
s
n
q旬
。
忠
良
、
、
さ
門
-

HOミ
~
み
遣
問
、
九

pgz
可。「同九同司、。~九円い
F

』

U
Eら
m
u
S
(。凶向。
a
u
O
H
F邑

C
E〈・同》円・・

3
S
Y
H
a
y
o
g
a
〉

E
E
M
n
E宅
問
F
.
d
R
Sユ
伺
申
告
a

u丘
町
釦

g
g
p
n
F
O口
問
寸
豆
】

G
Z
g
g
m偶
-
R
.
g
m
d
E門
町
内
同
臼
豆
町
田

g
s

t
司
刊
号
言
明
白
8
宮

百

円

F
0
3
8∞1
5
0
F
S刊
関
口
ロ
N
(
色・
)a
吋

F内

NVHV
言
S
Q
A刊
HE司
令
官
8
5
R
R
m
(
Z
'
J
F
P
E
E
-
F
E
Z
-
胃
J

E
E
Y
倉
科
一
希
「
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
西
独
政
策
と
冷
戦
i
一

九
六
一
年
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
中
心
に

l
」
三
橋
論
叢
』
第
一
一

九
巻
、
第
一
号
(
平
成
一

O
年)。

(2)
特
に
こ
の
要
因
を
重
視
す
る
も
の
と
し
て
ぎ
5
0
F
d
m
B自ロ
ge

50MHSEq-
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
視
点
に
立
っ
た
研
究
で
は
こ

の
観
点
は
支
配
的
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
百
回
包
括
m『
-
M
J
q
R
忠
良

、ぬえ苫刊号、“守山

m
g
r
w
t
o
g
-
Z
4
F何
回

Uh己目白色

0
2
G
R
J
富山
q
m
p
み色町'

E
宮内
2
Hえ』円
S
ミ
舎
一
巧
z
s
p
q
h・同
h
q
b
E
S
河
内
~
ミ
芯
言
語
九
百
・

(
3
)

一
九
六
一
年
二
月
九
日
の
ド
ゴ

l
ル
と
の
対
談
。
内
円
切
り
司
0
・

Z『・一
N

∞0.

(
4
)
司河口臼・

3
2
E
a
p
〈。
--H品
{Fgnn向。再開回明
m
d切手]・
0
0
n・巾y
目M・MM-

(
5
)
玄
3
2・
告
門
む
よ
唱
・
MM

(
6
)
B
d
∞p
o
o
n
-
N
8・

(
7
)
U
S
F
ι
z・
ωnyt宅
時

P
R
K世
吋
。
.
M

ミ
S
門
町
内
ミ
ロ
凡
な
吉

5
2
(ぞ
g
g回
開

HOロ

0
・り

p
g
-
g
m
E
S
E
E
P
-唱∞
3
・
n
E
8・a目

(8)
三
3
0
F
§
h
F
W同
MNH・

(
9
)
Z〉
的
〉
去

{
z
a
s
s
-
∞
叩
町
出
口
々
〉
口
巴

Oロ
g
n
g
R
g
a
E
B
]
Z
O
-
-
o
p

明
男
巴
∞
-
A
F
も
司
-
U
M】
'
U
M凶・

(m)
臼

nF件
m-S-門
mnw同
V-2-

(
日
)
「
世
界
週
報
」
一
九
六
二
年
七
月
二
四
日
号
に
日
本
語
訳
の
全
文

が
収
録
。

(
ロ
)
者
5
2ヂ号、.円九
Fw
同乙

R

(日

)
M
L
Fは、

N
A
T
O
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
加
盟
国
に
対
し
ヨ

l
ロ
ツ

パ
独
自
の
核
戦
力
保
有
を
計
画
す
る
構
想
で
あ
り
、
正
式
に
は
ケ

ネ
デ
ィ
が
一
九
六
一
年
に
提
案
す
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
独
自

の
核
戦
力
を
保
持
さ
せ
る
類
似
の
構
想
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
は

ソ
速
の
核
攻
撃
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
に
及
び
北
米
に
及
ば
な
か
っ

た
と
き
ア
メ
リ
カ
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
西
欧
諸
国
の
憂
慮
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
第
一
章
第
二
節
で
触
れ
た
ノ

l
ス
タ
ッ
ド
案
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
ノ

l
ス
タ
ッ
ド
案
は
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

l
政
権
時
の

M
L
F構
想
だ
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
そ
れ
と
は
最
終
的
な
核
使

用
に
際
し
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
同
意
が
不
要
と
い
う
点
が
決
定
的

に
異
な
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
が
提
案
し
た

M
L
F構
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

北法51(2・327)701
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諸
国
に
と
っ
て
は
後
退
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

M
L
F
構
想
自
体

は
第
三
章
で
見
る
よ
う
に
ド
ゴ

l
ル
の
全
面
的
拒
否
に
あ
う
な
ど

し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
期
に
は
撤
回
さ
れ
る

o
n同
国
自
由
戸

、
〈
み
『
。
・
句
、
.
む
S
、Hih
印

nE宅
a
H
N
-
b弘
常
連
s
b
h
・

(凶

)
n
o
s
-
U
H
3
2ミ
旨
宮
町
内
SRF
寄
与
言
語
-

(
日
)
内
容
に
関
し
て
は
〉
・
∞
量
・

4
3・
宇
宙
月
見

2
・

3
E
S
E
-

〈。

=u{四回開ロ
nmwFロ
宮
司
河
口
∞
己
]
場
。
。
n・宮市山
d

司
刃
包
印
字
'uon--『

(
国
)
〉
・
∞
量
よ
匂
・
3
h
M
4田
Cω
ロ・
0
0
n
・市町∞晴間
v
・5hH・

(
ロ
)
匂

mcmz・0
0
n
・コ・

(
児
)
一
九
四
五
年
六
月
五
日
の
連
合
四
ヶ
国
の
声
明
に
よ
り
ド
イ
ツ

な
ら
び
に
ベ
ル
リ
ン
は
四
ヶ
国
の
共
同
管
理
に
置
か
れ
た
。
そ
の

後
英
米
仏
に
よ
る
西
側
占
領
三
地
域
は
一
九
四
八
年
に
統
合
さ
れ
、

一
九
四
九
年
の
基
本
法
制
定
を
経
て
西
ド
イ
ツ
と
し
て
独
立
し
、

一
九
五
五
年
五
月
五
日
発
効
の
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る

占
領
状
態
の
終
決
に
関
す
る
議
定
書
」
に
よ
り
占
領
状
態
を
脱
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
ベ
ル
リ
ン
に
関
し
て
は
西
側
三
ヶ
国
は
権
利

を
留
保
し
て
お
り
、
ま
た
同
様
に
ソ
連
も
ベ
ル
リ
ン
に
対
す
る
権

利
を
放
棄
し
て
い
な
い
た
め
、
当
時
法
的
に
は
ベ
ル
リ
ン
は
依
然

四
ヶ
国
に
よ
る
共
同
管
理
下
に
あ
っ
た
。

(
凶
)
明
河
口
∞
E
J
U
o
n・コ

(
却
)
〉

-
E品
ニ
同
省

-E'a-
取
分
け
ケ
ネ
デ
ィ
が
楽
観
視
し
て
い
た
の

は
核
軍
縮
交
渉
で
あ
っ
た
。
実
際
米
ソ
は
一
九
六
三
年
に
部
分
的

核
実
験
停
止
条
約
に
合
意
す
る
。
し
か
し
米
ソ
問
の
核
軍
縮
交
渉

は
、
核
兵
器
と
冷
戦
構
造
と
い
う
別
の
大
き
な
問
題
と
密
接
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
米
ソ
両
国
が
こ

の
核
軍
縮
交
渉
を
成
功
に
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
冷
戦
状
況
の
安

定
化
に
つ
な
が
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
o

n
oロ
N
P
広
岡
円
。
ロ
号
。
ロ
仲
良
芯
ロ
ロ
ロ
品

u
g
nロ円四一

d
σ
R
-
o関
口
口
明
白
ロ

N己円

FF凹
'

s
s
n
E
S
〉

E
q
M
m
b
g
O肺門目当
g'mg目
安
Z
J
百
て
守
町
内
q
b
p
a

話
h
p
も
j

同
'
京
、
い
山
町
民
司
何
時
両
町
岳
民
円
岳
町
四
「
ミ

N
~
ι
a
d
(
M
¥宅
唱
∞
)
山
吋

g
n町
内
町
田
宮
町

m
a
b

n
S
2
E
Q
H
h
h
d
R災
者

g明
開

p
d
q
-
g開
問
看
m
m
N
Z『
盟
各
佳
岳
一

関

g
a〕『
鳴
門
町
三
回

n
Z
8
F
O垣

E門
田
島
恒
国
明
白
白
色
ロ
回
目

5
Z
R
B
a
n
s
R

臼

E司自『
B
w
n
Z円
向
島
岡
国
史
認

g
A
g
o
g間
E
8
3
J
S
ミ
N
怠・(戸、這唱∞)・

(
幻
)
明
知
己
∞

E
-
D
o
n
-
三
-

(
幻
)
富

3
2・

zpsa司
E
E
〉
色

g
g
H
N
R
O
O田
口
窓
口

F
S
弘
常
仏
?

zgnFBa出
向
江
阿
倍
回
国
国

nzgM
回
目

N-oFロ
口
問
。
ロ

gahw円明白口
FN仲
間
伺
円
』
弘
同
町
ロ

J
E

W
志向吾、
S
H問、

ca♀
ま
な
5
2
2
R
E
A
P
品。(全日

3M)・

(お

)
E
C
∞エ
uon--oa・
ご

NU5E-泣
言
。
ミ
ミ
ロ
ミ
慰
霊
肉
吾

同

v
'
h
p
凶
'

(

川

此

)

冨

aR-qhu-円九
H

・・同
M

・S-

(
お
)
ヨ

g
z・
0
2・
E-

(
部
)
ロ
ミ
思
~
A
-
晶、〉巴加

5
5ま
同
オ
ス
タ

l
ヘ
ル
ト
は
以
下
の
よ
う

に
回
顧
し
て
い
る
「
彼
ら
が
行
な
っ
て
い
る
の
は
領
土
の
併
合
だ

，J

東
ベ
ル
リ
ン
は
ゾ

l
ン

[
D
D
R
]
の
一
部
で
は
な
い
。
ベ

ル
リ
ン
は
全
体
と
し
て
特
別
な
地
位
に
あ
る
。
な
ぜ
我
々
は
フ
ェ

ン
ス
を
破
ら
な
い
の
か
?
」

0
5吾
nrF
也、・円

F
司・

2
・

北法51(2・328)702
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(
幻
)
明
m
d
E
h
f
o
o
n
-
-
M
M
-

(お)HF九九
J
U
S
-
己。・

(
却
)
玄
ミ
2
4
8
・
円
p
v
唱
・
さ
・

(却
)
S
R

(
お
)
g
h
h
・

(
幻
)
壁
構
築
直
後
の
八
月
一
九
日
ケ
ネ
デ
ィ
は
特
使
と
し
て
ジ
ョ
ン

ソ
ン
副
大
統
領
と
ク
レ
イ
を
B
R
D
に
送
る
。
し
か
し
ア
デ
ナ
ウ

ァ
ー
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
と
も
に
ベ
ル
リ
ン
に
入
る
こ
と
が
ア
メ
リ

カ
側
か
ら
拒
否
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
九
月
の
ク
レ
イ
と
の
会

談
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
第
四
次
内
閣
を
成
立
さ
せ
た
後
の
最
初

の
ア
メ
リ
カ
と
の
対
話
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。

(
お
)
門
司
忌
】
W
E
-
-
P
F
E
F
白
唱
。
ロ
巴
円
以
E
O
ロ
znv
尽
包
『
m
a
a
u
S
F
-
g
n
o
o
門
戸
島

問
。
n
o
E
a
m
w
m
ユ
明
白
色
町
切
目
『
-
E
.
e
.
5
河
内
含
位
。
号
、
=
芯
3
S
H
E
E
H
r
h
U
唱
ゆ

窓
口
問
。
自
国
刊
-
沼
田
市
W
)
一
回
E
R
R
-
z
O
刊
。
由
巳
口
町
四
円
回
開
門
-
5・
C
口
四
円
。
ユ
色
白
白

区
恥
町
内
回
目
】
〆
】
-
g
g
m
=
ヘJ
S
F
宅
問
E
h
句
、
A
S
5
b
h
R
M
M
2
3
0
)
・
但
し
こ

の
よ
う
な
米
仏
関
の
認
識
の
相
違
は
、
ド
イ
ツ
の
再
統
一
に
対
す

る
態
度
の
相
違
に
も
由
来
す
る
。
ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
再
統
一
を

自
明
の
政
策
目
標
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ド
ゴ

l
ル
は
ド
イ
ツ

分
断
の
現
状
を
受
け
入
れ
速
急
な
再
統
一
を
指
向
し
な
か
っ
た
。

彼
の
一
九
五
九
年
三
月
二
五
日
の
オ
1
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
容
認
演

説
を
想
起
せ
よ
。
円
U

問
、
吋
g
n
z
g
v
m
a
-
告
・
忌
-
w
可
・
M
g
・

(
お
)
E
2
3
∞
'
3
8
・
3
・
N
E
'
M
o
a
-

(
お
)
回
え
な
ぐ
H
Z
M
O
-
-
E
E
n
E
n
広
巳
B
e
s
-
J
2
8
.
J
-
u
・
担
。
・

(
お
)
切
え
な
F
Z
O
刊
の
陪
巳
-
m
O
門
田
町
『
}
S
J
同
y
u
一
w
N
・

(
幻
)
切
E
再
開
F
H
Z
M
O
-
-
H
F
A
E
m
ロ
c
n
-
E
B
b
-
白
】
U

吋
包
n
R
J
同
母
国
凶
。
，
a
u
・

(
お
)
壁
構
築
直
後
の
ド
ゴ

l
ル
l
ラ
ス
ク
会
談
に
お
け
る
ド
ゴ

l
ル

の
発
言
。
句
"
と
∞
F
U
R
-
-
0
0
・

(
ぬ
)
〉
E
a
-
-
E
n
g
-
-
P
F
凶

3

2

5

~

R

S

H

E

S

=

b
m
S
R
E
ミ
吉
弘
'
叫
ん
事
。
(
円
。
ロ
宕
R
F
O
E開
s
g
-
-
宰
叶
)
咽
唱
・
戸
市
切
な
お

こ
の
時
の
連
合
交
渉
の
意
義
に
つ
い
て
は
網
谷
龍
介
「
《
転
換
》
後

の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
一
O
巻
第
五
・
六

号
(
一
九
九
七
年
)
参
照
の
こ
と
。

(判)。明神刊号開-a-由、田町pw唱-E0・

(
H
H
)

。
。
a
g
〉
・
の
呂
や
か
同
。
口
吋
問
。
〉
向
日
2
2
2
8
S
F
a
u
-
-
。
自
白
z
e
-
-
E

の
『
包
加
奇
同
国
百
円
伊
国
「
戸
o
q宅
g
E
2
5
(
伺
円
四
回
)
胡
叫
叫
芯
巴
町
、
~
q喜
bHhhhuhuahも
uwhw

(ヨ
ι
ロ
n
m
S
R
M
M
ユ
ロ
2
0
ロ
C
E
2
・

p-L由
主
)
七
回
》
M
S
E
N
S
-

(
叫
)
臼
n
E
白
骨
タ
也
、
.
町
民
戸
、
問
者
弓
R

(
日
)
∞
C
C
H
O
E
-
h
6
P
E
R
-
可
-
M
-
∞
-

(
叫
)
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
ア
テ
ネ
演
説
よ
り
。
∞
与
垣
H
E
N
-
巴
~
内
君
、
S
2
・

-u・戸山山@・

(
M
M
)

冨
R
8
2
円
N
w
z
r
d
回
答
E
m
品
目
E
n
-
a
回
目
唱
。
-
E
S
E
q
包
『
B
g
色
町
『
臼
n
o

v
u
-
M
C
Z
C
S
E
m
ロ
E
n
広
包
5
2
v
z
-
M
O
-
-
E
A
E
m
m
ロ
g
g
で
。
ベ
〉
Z
円HE

明
A

山口恥叶釦-a刊。世EZ刊J古河内てど町、Fなさマ同九九、~ロヨむと4hhmww(Mミ宮市当)一

回

nE宅
問
同
N
e
。
凡
な
ヨ
ヨ
2
・

(
紛
)
フ
ォ
ン
ハ
ッ
セ
ル
は
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
事
件
を
受
け
て
国
防
相
を

辞
任
し
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
後
任
と
な
る
。
当
時
の
党
内
に
お
け

北法51(2・329)703



研究ノ}ト

る
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
影
響
力
の
弱
体
化
と
、
閣
僚
内
に
お
け
る
親

ア
メ
リ
カ
勢
力
の
一
一
層
の
強
化
を
示
す
一
つ
の
傍
証
と
い
え
よ
う
。

(
灯
)
亘
書

2
F
E
C
E
E目
J

∞
n
Z
E
P
E
3
5
3℃・
5
ム
話
-

(

必

)

剛

Fog-〉
E
S話
。
宮
司
也
、
、
。
宅
島
市
、
円
暗
唱
・
凶
。
時
-

(

相

)

臼

n
Z
E
N
bむ
き
さ
わ
司
・

5・

(

印

)

剛

PE--、・
円
九
円
切
苫
・
凶
。

R
・

(日
)
F
E
O
F
F
-
b
S
E
R
-
u匂
-
N室
時
・

(臼

)
S
R

(
日
)
自
己
巴
凶

bon-這
戸
・

(
日
)
凶
n
F
垣
匂
円
N
-

宮
古
=
s
b
h
3・
aR一
回
円
相
仲
田
町
。
問
、
。
ョ
ョ

g
p
b
s
-

町内均九時宅内門一、
HIR--r
唱同】・戸()同時間・

(
日
)
∞
n
F者
向
同
N
W
H
V
H
~
司
遺
書
b
h
w

阿国∞凶・

(
日
)
伊
豆
・

(
訂
)
目

s
p
o
o
n
-
5・

(
回
)
印
。
E
o
F
ト

.nSER司
-
N
N
U
・

(
印

)
E
S
p
o
o
n
-
5・

(
ω
)
ω

。ES
E
-
h
w
b
~
r
s
R
苫
・
M
M
A骨肉

(
引
)
ト
ミ
ロ

3
2
'
s
a
-
-
M
L
3・

(臼

)
N
5
Z
P告
円
九
H
W

回以・広唱・

第
三
章

北法51(2・330)704

友
好
条
約
?

斯
く
の
如
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
で
も
防
衛
政
策
で
も
対
立
を
抱
え
る
独

仏
は
、
こ
れ
か
ら
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
で
も
協
調
を
求
め
て
交
渉
を
重
ね

る
。
ま
た
四
月
一
七
日
に
第
二
次
フ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
の
棚
上
げ
が
決
定
さ

れ
た
後
、
九
月
の
独
仏
会
談
を
受
け
、
独
仏
に
よ
る
ニ
ヵ
図
的
解
決
に
ド

(
l
)
 

ゴ
I
ル
は
乗
り
出
す
。
し
か
し
、
彼
は
プ
ラ
ン
ケ
ン
ホ
ル
ン
に
ア
デ
ナ
ウ

ア
i
の
公
式
訪
問
を
要
請
す
る
一
方
で
、
四
月
二
O
日
に
は
ク
l
プ
に
対

し
、
も
う
一
度
政
治
同
盟
に
関
す
る
議
題
を
取
り
上
げ
な
い
か
ぎ
り
フ

l

(
2
)
 

シ
エ
委
員
会
を
開
催
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
指
示
す
る
の
で
あ
る
。

ド
ゴ

i
ル
は
四
月
一
一
六
日
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
を
フ
ラ
ン
ス
訪
問
に
招
待
す

る
。
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
訪
仏
の
招
待
は
「
我
々
両
国
の

協
調
に
至
る
よ
う
努
力
し
続
け
た
あ
な
た
の
業
績
が
い
か
ば
か
り
の
も
の

(3) 

か
を
知
っ
た
わ
が
国
民
の
真
撃
な
る
願
い
」
で
あ
っ
て
、
彼
は
独
仏
関
の

協
調
を
一
層
求
め
る
態
度
に
出
た
。
し
か
し
そ
れ
は
独
仏
固
有
の
理
由
か

ら
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
「
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
極
め
て
堅
固
に
一

致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
も
こ
の
土
地
か

(4) 

ら
利
益
を
せ
し
め
よ
う
と
考
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
此
迄
に
見

た
よ
う
に
、
そ
れ
以
外
の
理
由
が
背
後
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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川
円
相
互
公
式
訪
問
一
独
仏
提
携
交
渉
の
開
始

ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
訪
仏
は
一
九
六
二
年
七
月
二
日
か
ら
八
日
に
渡
り
、

う
ち
三
日
か
ら
五
日
ま
で
は
首
脳
会
談
が
パ
リ
に
て
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
同
盟
・

N
A
T
O
-
核
装
備
'
独
仏
関
係
の
四
つ
の
議
題
が
取
り

(5) 

上
げ
ら
れ
た
。
政
治
同
盟
政
策
に
つ
い
て
会
談
の
冒
頭
か
ら
討
議
に
付
さ

れ
た
議
題
は
、
独
仏
伊
三
者
会
談
の
続
行
で
あ
っ
た
。
既
に
五
月
一
一
一
O
日

に
カ
ッ
タ
ー
ニ
が
ボ
ン
を
訪
れ
、
四
月
四
日
に
彼
が
ド
ゴ

l
ル
に
提
案
し

た
草
案
を
引
き
続
き
検
討
し
た
。
し
か
し
一
定
の
合
意
を
得
た
四
月
と
は

(6) 

対
照
的
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
カ
ッ
タ
ー
ニ
案
に
「
う
ん
ざ
り
」
だ
っ
た
。

ア
デ
ナ
ウ
ア

i
は
、
政
治
同
盟
が
六
ヶ
国
で
解
決
さ
れ
る
現
実
的
な
可
能

性
を
疑
い
は
じ
め
て
い
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
同
盟

(7) 

を
推
進
す
る
な
ら
、
よ
り
「
小
さ
な
枠
組
み
」
で
、
す
な
わ
ち
独
仏
の
二

国
間
で
進
め
る
方
向
に
傾
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
決
定
付
け
る
の
が
七
月

に
控
え
た
フ
ラ
ン
ス
へ
の
公
式
訪
問
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
七
月
三
日
の

会
談
で
は
、
そ
れ
で
も
状
況
打
開
の
た
め
に
、

E
E
C
首
脳
会
談
を
ロ
ー

マ
で
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
来
る
べ
き
ロ

l
マ
会
談
で
フ

l
シ
エ

プ
ラ
ン
の
根
幹
で
あ
る
政
府
首
脳
並
び
に
閣
僚
級
定
期
会
談
の
実
施
が
合

意
に
至
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
も
ド
ゴ

l
ル

も
こ
の
決
定
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
不
可
龍
だ
と
は
認
識
し
て
な
か
っ

(8) 

た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C
加
盟
問
題
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
石

炭
が

B
R
D
経
済
に
重
大
な
問
題
を
も
た
ら
す
と
い
う
認
識
か
ら
、
ア
デ

ナ
ウ
ア

l
は
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
ア
デ
ナ
ウ

ア
l
は
全
面
的
な
否
認
の
態
度
を
取
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
現

実
に
イ
ギ
リ
ス
の
共
通
市
場
加
盟
に
よ
り
現
E
E
C
国
の
経
済
へ
の
影
響

と
共
同
体
組
織
へ
の
影
響
を
計
っ
た
上
で
現
実
的
な
加
盟
可
能
性
を
考
え

て
い
た
の
に
対
し
、
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
は
「
問
題
は
大
陸
が
イ
ギ
リ
ス

に
合
わ
せ
る
の
か
、
イ
ギ
リ
ス
が
大
陸
に
合
わ
せ
る
の
か
」
で
あ
り
、

「
い
か
な
る
場
合
で
も
共
通
市
場
は
六
ヶ
国
間
で
展
開
さ
れ
る
」
も
の
で

(9) 

あ
っ
た
。

(
凶
)

翌
四
日
の
会
談
で
は
残
り
の
テ

l
マ
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
は

N
A
T
O
の
改
革
必
要
性
を
言
明
し
、
西
独
の

A
B
C
兵
器
(
核
兵

器
、
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器
)
製
造
禁
止
が
規
定
さ
れ
た
一
九
五
四
年
の

ロ
ン
ド
ン
会
議
に
お
け
る
ダ
レ
ス
の
、
こ
の
禁
止
表
明
は
「
(
条
約
の
拘

束
力
に
つ
き
)
締
結
当
時
の
事
情
に
基
本
的
な
変
更
が
生
じ
な
い
か
ぎ
り
」

の
も
の
で
あ
る
、
と
の
発
言
を
挙
げ
、
西
独
が
核
兵
器
製
造
に
意
欲
を
示

(
日
)

し
て
い
る
こ
と
を
暗
に
訴
え
た
。
そ
し
て
ソ
連
の
脅
威
を
喚
起
し
た
う
え

で
、
独
仏
が
共
同
し
て
共
産
主
義
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
波
堤
と
な
る
両
国

の
緊
密
な
結
び
つ
き
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
そ
の
関

係
構
築
の
第
一
段
階
と
し
て
、
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
共
産
主
義

に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
関
し
て
、
議
会
の
枠
外
で
「
協
議
協
定

北法51(2・331)705



研究ノート

(ロ)

関

S
E
E
S回日目
g胸
骨

B
g
C
を
行
な
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
彼
は
こ
の

協
議
協
定
を
彼
が
政
権
の
座
に
い
る
限
り
保
持
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
決
め

に
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
後
の
政
府
も
こ
の
よ
う
な
協
定

(
日
)

を
保
持
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
提
案
に
対
し
ド
ゴ

l
ル
は
、
当
該
協
議
の
組
織

化
の
程
度
、
達
成
の
方
法
、
そ
し
て
そ
れ
が
政
府
内
の
外
交
ル

l
ト
に
制

限
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
デ
ナ

ウ
ア
l
は
、
①
差
当
つ
て
は
外
交
官
を
入
れ
な
い
ド
ゴ

l
ル
H

ア
デ
ナ
ウ

ア
I
閑
の
個
人
的
協
議
か
ら
始
め
る
こ
と
、
②
そ
れ
か
ら
状
況
に
応
じ
て

よ
り
広
範
な
基
礎
に
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
と
い
う
認
識

(M) 

を
示
し
た
。
無
論
こ
の
提
案
は
ド
ゴ

l
ル
の
関
心
を
引
い
た
が
、
ド
ゴ
ー

ル
に
と
っ
て
そ
の
程
度
の
提
携
は
彼
が
要
求
す
る
独
仏
提
携
の
水
準
を
越

え
て
い
な
か
っ
た
。
翌
七
月
五
日
の
全
員
会
談
の
席
上
、
ド
ゴ

l
ル
は
ア

デ
ナ
ウ
ア

i
に
対
し
て
、
も
し
政
治
同
盟
の
六
ヶ
国
的
解
決
に
失
敗
し
た

場
合
そ
れ
を
二
ヵ
国
で
や
っ
て
い
く
用
意
が
あ
る
か
、
と
い
う
決
定
的
な

(
日
)

間
い
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
そ
れ
に
直
接
的
な
返
答
を

避
け
よ
う
と
し
た
。
た
し
か
に
独
仏
二
ヵ
国
が
物
事
を
決
め
れ
ば
他
の
四
カ

国
は
従
う
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
フ

l
シ
エ
プ
ラ
ン
交
渉

が
示
し
た
現
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
「
独
仏
二
ヵ
国
の
共
同
決
定
」
な
ど
と

い
う
も
の
が
、
実
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
が
恐
れ
た
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
の
よ
う

に
堅
固
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
は
認
識
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?
「
我
々
が
コ
王
国
で
決
め
れ
ば
、
ル
ク
セ

(
時
)

ン
ブ
ル
グ
は
参
加
す
る
だ
ろ
う
」
。
し
か
し
ド
ゴ

I
ル
は
手
を
緩
め
な
か

っ
た
。
予
め
こ
の
間
い
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
、
と
前
置
き

し
た
う
え
で
こ
う
尋
ね
た
一
「
他
国
も
い
つ
か
は
参
加
す
る
だ
ろ
う
、
し

か
し
私
が
聞
き
た
い
の
は
、
二
人
で
提
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
あ

(
口
)

な
た
は
そ
の
用
意
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
だ
」
。
こ
の
間
い
は
ド
ゴ

l
ル

(
凶
)

が
同
じ
よ
う
な
問
い
を
重
ね
た
三
度
目
の
問
い
だ
っ
た
。
こ
の
時
ア
デ
ナ

ウ
ア

i
は
意
見
を
変
え
こ
う
述
べ
た
一
「
あ
な
た
の
質
問
に
答
え
る
に
は

こ
う
三
守
え
ば
十
分
で
し
ょ
う
か
討
ぜ
我
々
は
他
国
に
開
か
れ
た
限
定
さ
れ
た

(
ぬ
)

連
合
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
」
。
こ
の
回
答
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
以
下

(
加
)

の
ド
イ
ツ
代
表
団
に
と
っ
て
は
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
で
は
あ
っ
た
。

六
ヶ
国
交
渉
の
崩
壊
は
決
定
的
に
現
れ
始
め
、
独
仏
二
カ
国
提
携
の
構
想

(
幻
)

が
初
め
て
結
日
開
化
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
の
返
答
か

ら
、
ま
さ
に
エ
リ
ゼ
条
約
の
道
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
ド
ゴ

l
ル
も
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
も
、
独
仏

接
近
の
理
由
を
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に

ド
ゴ

i
ル
は
こ
の
独
仏
聞
の
密
接
な
提
携
を
政
治
同
盟
の
文
脈
の
中
に
置

(
勾
)

い
て
提
案
し
た
。
し
か
し
同
時
に
ド
ゴ

l
ル
は
、
こ
の
独
仏
聞
の
政
治
提

携
が
成
功
し
た
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な

北法51(2・332)706
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(
お
)

ら
な
い
こ
と
を
忘
れ
ず
に
念
を
押
し
て
い
た
。
無
論
、
こ
の
時
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
防
衛
と
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
自
立
し
た
核
兵
力
の
創
出
を
念
頭
に
置
い

て
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
に
と
っ
て
、
こ
の
時
の
独
仏
提

携
の
性
格
は
、
四
日
の
会
談
で
提
案
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
の
脅
威
に
対
処

す
る
た
め
の
協
議
で
あ
り
、
そ
れ
も
そ
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
白
紙
状
態

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ド
ゴ

i
ル
に
と
っ
て
の
独
仏
安
全
保
障
は
商
に

向
い
て
い
た
の
に
対
し
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
そ
れ
は
東
に
向
い
て
い
た
。

確
か
に
二
人
は
背
を
向
け
て
立
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
あ
た
か
も
互
い
に

究
れ
合
う
か
の
よ
う
に
、
両
国
の
共
通
防
衛
に
対
し
一
定
の
合
意
が
成
立

し
た
。
八
日
に
行
な
わ
れ
た
独
仏
両
軍
に
よ
る
共
同
行
進
と
ド
ゴ

l
ル、

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
よ
る
共
同
閲
兵
式
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
た
。

他
方
、
こ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
フ
ラ
ン
ス
訪
問
は
独
仏
和
解
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
最
大
の
場
面
は
訪
問
最
終
日
に

両
者
が
訪
れ
た
ラ
ン
ス
だ
っ
た
。
ラ
ン
ス
は
普
仏
戦
争
以
来
三
度
の
独
仏

関
の
戦
争
で
三
度
両
軍
が
合
い
ま
み
え
た
激
戦
の
地
で
あ
り
、
二
人
は
ラ

ン
ス
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
寺
院
の
ミ
サ
に
赴
き
、
共
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
礼
拝
を

捧
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
教
会
の
回
廊
に
吹
い
た
風
に
は
百
年
の
歴
史

(
泊
)

が
混
ざ
っ
て
い
た
。
や
は
り
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
に
と
っ
て
こ
の
訪
問
は
、
何

よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
と
の
過
去
に
対
す
る
最
終
的

な
清
算
と
、
独
仏
両
国
民
の
な
か
に
、
和
解
と
友
好
的
協
調
の
精
神
が
深

(
お
)

く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
意
味
が
あ
っ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
に

と
っ
て
こ
の
訪
問
は
事
実
上
彼
の
長
年
の
仕
事
の
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

一
方
政
治
同
盟
の
六
ヶ
国
的
解
決
が
引
き
続
き
イ
タ
リ
ア
を
中
心
と
し

て
続
け
ら
れ
た
。
三
日
の
会
談
を
受
け
ド
ゴ
!
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
フ
ア

(
お
)

ン
フ
ァ

l
ニ
に
ロ

l
マ
で
の
首
脳
会
談
を
設
定
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
フ

ァ
ン
フ
ァ

l
ニ
は
七
月
二
二
日
に
、
九
月
に
ロ

l
マ
に
て

E
E
C首
脳
会

談
を
開
催
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
の
だ
が
、
し
か
し
彼
は
調
整
役
の
条
件

と
し
て
①
六
ヶ
国
の
外
相
が
政
治
同
盟
の
条
約
の
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
意

見
の
交
換
に
お
い
て
「
最
も
内
密
な
方
法
で
」
行
な
う
こ
と
、
②
イ
ギ
リ

ス
を
政
治
同
盟
に
加
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
「
公
式
通
知
」
を
行
な
う
こ

(
幻
)

と
、
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
条
件
は
事
実
上
の
拒
絶
で
あ
っ
た
。

何
故
な
ら
①
は
四
月
一
七
日
に
合
意
に
達
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
②

は
イ
ギ
リ
ス
を
交
渉
に
実
質
関
与
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

結
局
伊
政
府
は
政
治
同
盟
条
約
締
結
の
可
能
性
の
低
さ
を
考
え
首
脳
会
談

の
開
催
を
取
り
消
し
、
フ
!
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
は
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。
確

か
に
そ
れ
は
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
新
た
な
道
を
歩
も
う
と
し
て
挫
折
し
た

(
お
)

「
無
駄
な
」
試
み
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
独
仏
間
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C加
盟
問
題
と
い
う
議
題
が
残
っ
て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
が
訪
独
す
る

(
却
)

時
点
で
こ
の
問
題
は
完
全
に
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
問

題
は
独
仏
提
携
推
進
の
議
題
の
前
に
棚
上
げ
さ
れ
両
者
の
態
度
の
す
り
あ
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(
初
)

わ
せ
は
先
に
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
後
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
独

仏
間
関
係
に
決
定
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
六
二
年
九
月
四
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
ド
ゴ

l
ル
は
ド
イ
ツ
に

公
式
訪
問
す
る
。
首
脳
会
談
が
日
程
の
多
く
を
占
め
て
い
た
七
月
の
訪
問

と
は
対
照
的
に
、
今
回
の
訪
問
は
ド
ゴ

l
ル
が

B
R
D各
地
を
訪
遊
す
る

日
程
が
組
ま
れ
て
い
た
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
を
訪
れ
た
ド
ゴ

l
ル
は
防
弾
仕
様

(
氾
)

の
公
用
車
へ
の
乗
車
を
断
り
、
雨
の
中
を
オ
ー
プ
ン
カ

l
に
乗
っ
て
当
地

の
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
彼

(
幻
)

は
ド
イ
ツ
の
民
衆
を
前
に
し
た
演
説
を
草
稿
な
し
の
ド
イ
ツ
語
で
行
い
、

(
お
)

ド
イ
ツ
人
を
「
偉
大
な
る
国
民
」
と
称
賛
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
の

公
式
訪
問
は
、
二
カ
月
前
の
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
独
仏
両

国
民
間
の
友
好
的
な
雰
閉
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
七
月
の
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

の
訪
仏
が
独
仏
の
和
解
と
友
好
を
宣
言
し
た
も
の
な
ら
ば
、
今
回
の
ド
ゴ
ー

ル
の
訪
独
は
両
国
が
単
に
平
和
と
友
好
状
態
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
提
携
|
|
そ
れ
も
岡
田
市
民
の
共
感
と
支
持
を
背

景
と
し
た
ー
ー
を
行
な
う
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

ド
イ
ツ
の
各
地
を
回
っ
た
ド
ゴ

i
ル
は
、
ド
イ
ツ
士
官
学
校
に
お
い
て
は

(
U
A
)
 

独
仏
両
国
の
軍
事
提
携
の
重
要
性
を
打
ち
出
し
、
青
少
年
に
対
す
る
演
説

で
は
青
少
年
の
相
互
交
流
が
両
国
の
親
交
に
与
え
る
重
み
に
つ
い
て
熱
弁

(
お
)

を
振
る
い
、
テ
イ
ツ
セ
ン
の
工
場
の
労
働
者
の
前
で
は
両
人
民
の
連
帯
に

(
お
)

つ
い
て
そ
の
意
義
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
の
演
技
は
周
到
だ
っ

(
幻
)

た
。
彼
は
何
度
も
「
独
仏
友
好
万
歳
」
を
三
唱
し
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
を

(
犯
)

「
偉
大
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
と
讃
え
た
の
で
あ
る
。

(
ぬ
)

九
月
五
日
の
ド
ゴ

l
ル
H

ア
デ
ナ
ウ
ア
l
会
談
で
は
、
七
月
の
会
談
を

受
け
、
独
仏
提
携
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
議
題
の
大
半
を
占
め

た
。
既
に
ド
ゴ

l
ル
は
、
青
少
年
の
交
流
、
大
学
学
位
の
相
互
承
認
と
い
っ

た
実
務
領
域
の
独
仏
提
携
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
共
通
防
衛
の
領
域
の
強

(ω) 

化
に
つ
い
て
討
議
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル

は、

E
E
C的
考
え
を
放
棄
せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
排
除
し
な
い
独
仏
関
の
連
帯
協
定
念
日
間

O
E邑
お
宮
〉
日
昌
明
日

g円

に
つ
い
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
見
解
を
質
し
た
。
し
か
る
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
実
行
を
と
も
な
う
協
定
に
至
る
べ
き
だ
と
い

う
認
識
を
示
す
一
方
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ

(“) 

ア
l
間
の
「
紳
士
協
定
。

g
号
自
信
〆
〉
唱

g
B
B同
」
と
し
て
結
ぼ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
、
と
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
は
こ
れ
に
対

し
て
、
紳
士
協
定
は
す
で
に
実
行
さ
れ
て
い
る
と
返
答
す
る
。
確
か
に
独

仏
関
の
緊
密
さ
を
証
明
す
る
の
に
、
荘
厳
な
儀
礼
を
伴
う
条
約
を
締
結
す

る
に
は
及
、
は
な
い
。
し
か
し
、
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
実
務
と

し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
他
国
が
実
行
不
可
能
な
何
か
し
ら
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の
実
務
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ド
ゴ

l
ル
が
そ
の
例
と
し
て

挙
げ
た
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
問
題
・
東
西
関
係
・
ア
フ
リ
カ
、
開
発
政
策
を

(
必
)

扱
う
共
通
外
交
・
共
通
防
衛
・
青
少
年
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
提
携

は
組
織
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
合
意
は
既
に
存
在
し
て
い
た
。
要

約
す
る
な
ら
ば
、
ド
ゴ

l
ル
の
主
張
は
、
独
仏
の
密
接
な
関
係
は
最
終
的

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
の
提
携
に
資
す
る
こ
と
、
独
仏
両
国
の
軍
事
提
携
を

組
織
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
以
上
の
申
し
合
わ
せ
を
文
章
化
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
、
単
な
る
口
頭
上
の
も
の
で
あ
る
よ

(
必
)

り
も
維
持
さ
れ
る
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。
と
は
い
え
政
治
提
携
の
内
容
を

文
章
化
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
決
し
て
比
一
一

織
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア

I
も
述
懐
し
て
る
よ
う
に
、
そ

れ
は
多
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
書
に
つ
い
て
、

書
き
記
さ
れ
た
形
態
を
書
簡
の
形
で
交
換
す
る
こ
と
と
ド
ゴ

l
ル
は
念
を

押
し
た
。
密
接
な
提
携
が
追
求
さ
れ
こ
と
に
な
る
幾
つ
か
の
覚
書
の
作
成

に
つ
い
て
は
外
務
大
臣
に
委
任
さ
れ
た
。
そ
の
合
意
文
書
に
つ
い
て
は
当

(
必
)

然
の
こ
と
な
が
ら
公
開
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時

点
で
は
、
独
仏
提
携
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
望
ん
だ
「
紳
士
協
定
」
に
沿
っ

た
形
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
西
ド
イ
ツ
基
本

(
必
)

法
五
九
条
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
条
約
と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
は

想
定
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
論
外
で
あ
っ
た
。
七
日
の
共
同
声
明
発

表
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
政
府
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
フ
ォ
ン
ハ

l
セ

(関邑
'
O
E
P
2
〈

gzgm)
は
、
「
こ
こ
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
接
触
と

協
議
の
体
系
化

3
5
B邑
5
2
a
で
あ
り
、
制
度
も
し
く
は
特
別
な
協

(
必
)

定
〉
σ
S
R
E口
問

g
は
必
要
と
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
の
一
一
ヵ
国
間
同
盟
は
、
連
邦
議
会
、

B
R
D

政
府
並
び
に

E
E
C
の
他
の
四
ヵ
国
に
対
し
て
も
宥
和
的
効
果
を
持
つ
べ

(
幻
)

き
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
併
行
し
て
な
さ
れ
た

M
L
F
問

題
、
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
交
渉
問
題
交
渉
に
よ
っ
て
、
独
仏
間
関
係
は
微
妙

な
ね
じ
れ
を
見
せ
始
め
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
独
仏
間
関
係
は
内
実
に

は
協
調
を
保
て
な
く
な
っ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
第
三
国
は
独
仏
間
協

調
の
幻
像
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
協
定
と
条
約
一
支
持
基
盤
の
強
弱
と
議
会
批
准
問
題
の
浮
上

ド
イ
ツ
側
に
お
い
て
、
こ
れ
以
降
の
独
仏
提
携
を
め
ぐ
る
交
渉
は
外
務

省
に
一
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
協
定
に
し
ろ
条
約
に
し

(
川
崎
)

ろ
、
文
章
化
さ
れ
る
提
携
内
容
の
条
文
作
成
が
外
務
省
に
委
任
さ
れ
た
。

当
時
の
西
独
外
務
省
第
一
政
治
局
局
長
で
、
直
接
フ
ラ
ン
ス
側
と
交
、
渉
に

あ
た
っ
た
ヨ
ゼ
フ
・
ヤ
ン
セ
ン
(
宮
田
町

=
S
8ロ
)
を
始
め
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

を
除
け
ば
、
当
時
の
西
独
外
務
省
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
路
線
を
支
持
し
て
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(ω) 
い
た
。
九
月
五
日
の
ド
ゴ

l
ル
の
国
家
訪
問
時
の
会
談
を
う
け
、
そ
の
十
(
印
)

日
後
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
七
ペ
ー
ジ
の
覚
書
を
ド
イ
ツ
側
に
送
付
し
た
。

こ
の
覚
書
に
は
独
仏
関
の
提
携
領
域
と
そ
の
実
行
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
提
携
領
域
と
は
外
交
・
防
衛
・
教
育
青
少
年
で

あ
り
、
九
月
五
日
に
ド
ゴ

l
ル
が
提
案
し
た
分
野
が
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
独
仏
提
携
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
起
草
の
草
案
が
、

一
九
六
三
年
の
エ
リ
ゼ
条
約
の
草
案
と
な
る
。
一
一
月
八
日
、
こ
の
草
案

に
ド
イ
ツ
側
は
総
計
九
筒
所
の
修
正
コ
メ
ン
ト
を
付
け
る
形
で
作
成
し
た

(
日
)

対
案
を
フ
ラ
ン
ス
に
送
り
返
し
た
。

ド
イ
ツ
側
が
付
け
た
コ
メ
ン
ト
の
う
ち
、
最
大
の
懸
案
は
こ
の
二
ヶ
国

提
携
協
定
と
基
本
法
第
五
九
条
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
は
条
約
の

議
会
に
よ
る
批
准
の
必
要
性
を
規
定
す
る
本
条
項
の
適
用
を
避
け
る
こ
と

を
求
め
た
。
そ
の
た
め
、
協
定
を
締
結
す
る
文
言
を
削
除
し
、
「
意
見
の

(
臼
)

一
致
を
み
る
」
と
い
う
文
言
に
修
正
す
る
こ
と
を
仏
側
に
迫
っ
た
。
以
後

約
四
ヵ
月
に
わ
た
る
両
国
の
提
携
文
面
作
成
交
渉
の
焦
点
は
、
ド
イ
ツ
側

の
、
議
会
批
准
を
必
要
と
し
な
い
政
府
間
協
定
で
あ
り
な
が
ら
如
何
に
し

て
実
際
的
な
提
携
を
果
せ
る
内
容
に
す
る
か
、
と
い
う
点
に
絞
ら
れ
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
側
の
懸
念
は
、
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
事
件
と
初
の
国
民
投
票
に

よ
る
ド
ゴ

i
ル
の
大
統
領
選
出
と
い
う
両
国
に
お
け
る
国
内
政
治
上
の
一

大
事
件
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
世
界
的
な
事
件
で
あ
る
キ
ュ
ー

パ
危
機
も
独
仏
間
関
係
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

(
日
)

シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
事
件
は
、

B
R
D
の
代
表
的
論
壇
雑
誌
「
デ
ア
・
シ
ユ

ピ
l
ゲ
ル
」
誌
が
、
核
戦
争
を
想
定
し
た

N
A
T
O
の
演
習
内
容
を
報
じ
、

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
国
防
政
策
を
批
判
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
の
に
対
し
、

一
O
月
二
六
日
に
そ
の
編
集
者
が
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
命
令
に
よ
り
逮
捕
さ

れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
休
暇
中
で
あ
っ
た
編
集

者
を
当
地
で
逮
捕
さ
せ
る
と
い
う
報
道
の
自
由
へ
の
侵
害
の
是
非
に
加
え
、

逮
捕
情
報
を
当
時
の
法
務
大
臣
で
あ
っ
た

F
D
P
閣
僚
に
通
知
し
な
か
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
逮
捕
さ
れ
た
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
誌
の
代
表
者
が

F
D
P
左

派
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
等
の
事
情
に
よ
り
ド
イ
ツ
圏
内
の
み

な
ら
ず
閣
内
に
ま
で
大
き
な
論
争
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
的
に

F

D
Pを
軽
ん
じ
る
扱
い
を
取
っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
対

し、

F
D
P
は
一
旦
連
立
内
閣
か
ら
の
離
脱
を
決
定
す
る
。
最
終
的
に
は

一
二
月
四
日
に

F
D
P
は
こ
の
決
定
を
覆
す
が
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
辞
任
と
自
身
の
進
退
の
時
期
を
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
こ
の
時
点
で
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
体
制
の
期
限
は
翌
一
九
六
三
年
一

O
月

(M) 

頃
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
固
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
事
件
に

よ
り
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
権
力
基
盤
は
決
定
的
に
低
下
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
十
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
国
民
投
票
一
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス

大
統
領
選
挙
に
お
い
て
ド
ゴ

l
ル
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ド
ゴ

l
ル
の
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権
力
基
盤
を
一
一
層
強
固
仁
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
五
八
年

の
ド
ゴ

l
ル
の
政
権
復
帰
を
導
い
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
は
、
六
二
年
三

月
の
エ
ヴ
ィ
ア
ン
協
定
成
立
に
よ
り
既
に
終
息
の
域
に
達
し
て
い
た
。
フ

ラ
ン
ス
内
戦
の
危
険
性
す
ら
苧
ん
で
い
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
解
決
の
た

め
に
、
ド
ゴ

l
ル
は
当
初
よ
り
対
外
政
策
、
防
衛
政
策
の
面
で
の
独
断
独

行
が
相
当
程
度
是
認
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問

題
の
解
決
と
い
う
内
政
上
の
安
定
は
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
ド
ゴ

l
ル
の
独

断
を
問
題
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ド
ゴ

l
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
大

統
領
を
一
般
投
票
で
選
任
す
る
と
い
う
計
画
に
対
し
、
国
民
投
票
で
承
認

を
求
め
る
こ
と
を
九
月
一
一
一
日
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
同
月
二

O
臼
に

は
「
国
家
元
首
と
し
て
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を
導
く
た
め
に
国
民
か
ら
任
命

(
日
)

さ
れ
る
、
大
統
領
に
関
す
る
新
制
度
」
を
国
民
に
訴
え
た
。
こ
の
ド
ゴ
ー

ル
に
よ
る
従
来
の
議
会
政
治
、
政
党
政
治
に
対
す
る
挑
戦
に
対
し
国
民
議

会
は
内
閣
不
信
任
を
決
議
し
、
ド
ゴ

l
ル
は
国
民
議
会
解
散
と
、
九
月
に

表
明
し
た
国
民
投
票
の
実
施
で
応
え
た
。
こ
の
ド
ゴ

l
ル
対
議
会
の
争
い

は
六
二
年
の
危
機
と
呼
ば
れ
る
。
結
果
、
投
票
の
六
二
%
が
賛
成
し
ド
ゴ
ー

ル
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
一
一
月
の
総
選
挙
で
ド
ゴ

l
ル
派

(
日
刊
)

が
圧
勝
し
た
。
か
く
し
て
ド
ゴ

l
ル
は
自
ら
の
手
中
に
「
従
順
な
議
会
」

を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

一
O
月
一
一
一
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
キ
ュ
ー
バ
危
機
は
、
ド
ゴ

l
ル
H
ア
デ

ナ
ウ
ア

l
関
係
を
接
近
さ
せ
、
独
仏
提
携
の
緊
密
化
を
促
進
さ
せ
る
も
の

(
閉
山
)

だ
っ
た
。
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
解
決
と
は
米
ソ
接
近
で

あ
り
、
冷
戦
構
造
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
優
位
性
の
発
見
で
あ
っ
た
。
ま

(
日
刊
)

た
ド
ゴ

1
ル
は
米
ソ
聞
に
核
に
関
す
る
密
約
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
確

か
に
ド
ゴ

i
ル
は
ア
メ
リ
カ
と
同
盟
関
係
に
あ
る
以
上
ア
メ
リ
カ
を
支
援

(ω) 

す
る
こ
と
を
表
明
す
る
が
、
同
時
に
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
に
書
簡
を
送
付
し
、

今
回
の
事
態
が
い
ず
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
波
及
す
る
の
は
当
然
と
考
え
、

「
国
際
情
勢
の
急
展
開
に
よ
り
、
我
々
は
独
仏
間
の
外
交
的
軍
事
的
関
係

(ω) 

を
さ
ら
に
緊
密
な
も
の
に
固
定
化
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ

た
と
訴
え
た
。
つ
ま
り
ド
ゴ

l
ル
に
と
っ
て
米
ソ
間
関
係
の
安
定
化
は
、

逆
に
自
律
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
創
出
阻
害
要
因
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う

な
る
前
に
、
速
急
な
独
仏
間
関
係
の
緊
密
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一
一
月
一
五
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
、
独
仏
両
外
相
に
よ
る
両
外
務
省

が
提
起
し
た
提
携
草
案
の
検
討
の
た
め
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
パ
リ
に
赴
き

ク
l
ブ
と
会
談
し
た
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
る
協
定
交
渉
は
、
し
か
し

な
が
ら
、
実
り
多
き
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
一
二
月
一
日
に
外
相
会

談
の
事
前
交
渉
と
し
て
パ
リ
に
飛
ん
だ
ヤ
ン
セ
ン
は
、
独
仏
提
携
の
実
現

(
削
)

に
は
処
理
す
べ
き
案
件
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

こ
の
時
点
で
は
、
軍
事
的
提
携
を
ど
の
よ
う
に
機
能
さ
す
か
と
い
う
問
題
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と
同
様
、
「
恒
久
的
協
議
」
が
実
行
的
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
こ
の
外
相
会
談
に
お

い
て
、
両
外
相
は
独
仏
両
案
で
異
な
る
表
現
の
う
ち
幾
っ
か
に
つ
い
て
合

(
臼
)

意
し
、
外
交
協
議
に
つ
い
て
の
対
象
領
域
を
具
体
的
に
取
り
決
め
、
第
三

(
臼
)

国
に
お
け
る
外
交
使
節
団
の
慣
習
に
つ
い
て
一
致
し
た
。
こ
う
し
て
翌
年

一
月
の
首
脳
会
談
並
び
に
そ
れ
に
平
行
し
て
独
仏
提
携
に
か
か
わ
る
関
係

(
刷
出
)

閣
僚
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
が
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
提
案
さ
れ
、
翌
一
九
六

三
年
一
月
三
日
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
閣
僚
等
と
共
に
訪
仏
す
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
た
。

独
仏
提
携
の
組
織
化
に
つ
い
て
の
覚
書
の
草
案
は
、
六
二
年
二
一
月
の

外
相
会
談
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
草
案
が
六
三
年
の
年
頭
に
西
独
外
務

省
に
通
知
さ
れ
、
最
終
的
に
一
月
七
日
に
西
独
外
務
省
政
治
局
が
そ
の
対

(

防

)

(

叫

山

)

案
を
作
成
し
、
翌
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
に
手
交
し
た
。
こ
の
時
点
で
す
ら
、

こ
の
組
織
化
構
想
の
文
面
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
る
類
の
も
の
と
は
想
定

(
日
)

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
両
国
間
の
提
携
内
容
は
、
そ
の
概
略
が
首

脳
会
談
後
に
発
表
さ
れ
る
共
同
声
明
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定

(ω) 

さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
一
月
一
一
日
か
ら
一
一
一
日
に
か
け
て
、
フ
ラ

ン
ス
外
務
省
政
治
局
局
長
ル

l
セ

(
n
F
E
a
E
g同
)
は
密
か
に
ボ
ン
に

飛
び
、
二
一
日
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ゼ
宮
で
の
独
仏
首
脳
会
談
で

採
択
さ
れ
る
文
書
に
双
方
が
合
意
す
る
た
め
、
ヤ
ン
セ
ン
と
最
終
的
な
独

仏
提
携
に
関
す
る
一
致
点
を
探
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
仏
外
務
省
、
西
独

外
務
省
双
方
と
も
、
独
仏
提
携
に
関
す
る
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の

合
意
は
、
協
議
の
結
果
を
覚
書
に
ま
と
め
た
形
に
止
め
、
批
准
が
必
要
な

国
際
法
上
の
条
約
と
し
て
、
も
し
く
は
公
式
な
政
府
協
定
と
し
て
締
結
さ

(ω) 

れ
る
こ
と
は
考
え
て
な
い
こ
と
で
一
致
す
る
。
ド
イ
ツ
側
に
お
け
る
そ
の

理
由
は
、
外
交
上
の
理
由
と
基
本
法
五
九
条
の
考
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
多

く
の
争
点
に
つ
い
て
は
独
仏
双
方
の
草
案
を
突
き
合
わ
し
て
合
意
を
形
成

し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
防
衛
問
題
と
語
学
教
育
に
関
す
る
規
定
に
関

(
叩
)

し
て
は
見
解
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
特
に
問
題
だ
っ
た
の
が
防
衛
|
|

(
れ
)

と
り
わ
け
戦
略
と
軍
備
提
携
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
合
意
に
至
ら
な
い
規

定
に
関
し
て
は
さ
ら
に
ヤ
ン
セ
ン
と
ル

l
セ
が
協
議
を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ

(η) 

た
。
こ
の
会
談
で
承
認
さ
れ
た
二
一
日
か
ら
の
首
脳
会
談
の
た
め
の
草
案

は、

B
R
D
に
お
い
て
は
一
六
日
に
閣
議
を
開
き
、
最
終
的
に
そ
こ
で
承

認
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
は
終
始
一
貫
し
て
こ
の
独
仏
提
携
の
形
態
に
関
し
て
、
公
式
に

表
明
さ
れ
た
協
定
も
し
く
は
国
際
法
上
の
条
約
と
い
う
形
を
取
る
こ
と
を

拒
ん
で
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
ド
イ
ツ
側
は
、
独
仏
提
携
は
非
公
式
的
な

協
定
乃
至
は
口
頭
上
の
約
束
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
独
仏
提
携

を
「
紳
士
協
定
」
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
側
は
、
突
然
に
か

っ
一
方
的
に
放
棄
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
も
議
会
に
拘
束
さ
れ
-
な
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(η) 

い
こ
と
に
長
所
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
の
協
定
が
、
議
会
の
批
准
を
必
要
と
す
る
条
約
に
類
す
る
こ
と
は

早
い
段
階
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
月
二
日
に
そ
の
報

(
九
)

告
を
受
け
た
ア
デ
ナ
ウ
ア

1
は
激
怒
し
た
。
し
か
し
「
紳
士
協
定
」
の
ま

ま
提
携
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
、
外
交
上
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
」
法
的

(
お
)

問
題
を
生
み
か
ね
な
い
。
一
月
一
一
日
か
ら
一
二
日
迄
の
ヤ
ン
セ
ン

H
ル

!
セ
会
合
で
練
ら
れ
た
提
携
草
案
に
対
し
、
西
独
外
務
省
法
務
局
は
議
会

(
苅
)

に
よ
る
批
准
の
必
要
性
の
解
釈
を
下
す
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
を
筆
頭
と
し
て

西
独
外
務
省
の
交
渉
当
事
者
最
大
の
問
題
だ
っ
た
議
会
批
准
問
題
は
、
結

局
エ
リ
ゼ
条
約
死
文
化
の
直
接
的
原
因
と
な
る
。
西
独
外
務
省
の
法
務
局

(
行
)

自
身
、
こ
の
問
題
の
法
解
釈
の
逃
げ
道
を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
紙

の
上
に
と
ど
ま
っ
た
。

他
方
フ
ラ
ン
ス
側
も
、
同
じ
く
条
約
化
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
議
会
の
批
准
を
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
れ
そ
う
で
な
い
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
問
題
は
重
要
視
さ
れ

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
フ
ラ
ン
ス
は
ド
ゴ

l
ル
派
が
多
数
を
占

め
る
議
会
の
同
意
を
取
り
付
け
る
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

第
二
に
、
た
と
え
そ
れ
に
失
敗
し
て
も
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
を
取

(
沌
)

り
付
け
る
用
意
す
ら
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
側
の

自
信
は
、
六
二
年
の
危
機
の
解
決
に
裏
打
ち
き
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(
乃
)

議
会
批
准
問
題
は
ド
イ
ツ
側
に
の
み
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
故
な

ら
、
協
議
中
の
独
仏
協
定
を
規
定
す
る
外
交
政
策
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
が
推

進
力
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
最
早
彼
を
支
持
す
る
基
盤
は
閣
内
の
み
な

ら
ず
与
党
、
議
会
内
に
お
い
て
薄
氷
の
如
く
弱
体
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

同
一
月
一
回
目
の
会
見
一
条
約
化
の
契
機

一
月
一
四
日
の
ド
ゴ

l
ル
の
記
者
会
見
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
独
仏
間

交
渉
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
こ
の
あ
ま
り
に
有
名
す
ぎ
る
会
見
は
、
簡
潔

に
ま
と
め
る
と
こ
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
ノ
ン
を
、
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て

ウ
イ
を
表
明
し
た
会
見
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
ノ
ン
と
は
英
米
が
発
表
し
た

M
L
F構
想
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C加
盟
に
対
し
て
で
あ
り
、
一
つ
の

ウ
ィ
と
は
、
独
仏
関
の
友
好
関
係
、
と
り
わ
け
両
国
間
で
の
友
好
条
約
締

結
の
示
唆
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
ド
ゴ

i
ル
の
記
者
会
見
に
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た

N
A
T
O
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
独
仏
間
関
係
の
三
者
が

全
て
混
在
し
て
い
た
。

①
M
L
F
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M
L
F
構
想
自
体
は
、
第
二
章
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、

E
D
C
と
同

じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
独
自
の
戦
力
、
そ
れ
も
核
戦
力
を
付
加
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
実
質
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
そ
の
独
自
の
核
戦
力
を
放

棄
さ
せ
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
核
提
携
を
放
棄
さ
せ
る
こ
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と
を
意
図
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら

M
L
F
は
N
A
T
O内
で
の
核
体

系
を
変
革
す
る
た
め
、
第
二
の
核
保
有
国
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策
と
の
交
渉

(
印
刷
)

が
先
に
進
展
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

M
L
F交
渉
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ

は
「
与
え
ら
れ
る
側
」
で
あ
り
、
根
幹
的
な
交
渉
は
英
米
仏
の
一
一
一
ヶ
国
の

(
創
)

間
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
交
渉
に
お
い
て
は
、
最
新
の
研
究
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
英
米
対

仏
と
い
う
対
立
の
構
図
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
独
自
の
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
構
想

し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
衝
突
し
か
ね
な
い
交
渉
を
フ
ラ
ン
ス
と
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

E
E
C加
盟
交
渉
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
か

ら
妥
協
を
引
き
出
す
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
核
兵
器
技
術
の
提
供
を
秘
か
に

(
幻
)

ド
ゴ

l
ル
に
申
し
出
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
パ

l

タ
l
は
取
引
さ
れ
ず
、
ま
た
交
渉
の
大
勢
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
確
か
に
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、
ド
ゴ

l
ル
は

M
L
F構
想
に

最
初
か
ら
明
確
な
反
対
を
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
ド
ゴ
ー

ル
は
、
西
側
世
界
に
お
い
て
は
事
実
上
ア
メ
リ
カ
が
独
占
し
て
い
る
核
兵

器
の
先
端
技
術
が
提
供
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、

M
L
F
の
参
加
を
考
え
て
い

(
m
m
)
 

た
節
が
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
持
つ
核
兵
器
技
術
と
ア
メ
リ
カ
の

そ
れ
と
を
比
べ
れ
ば
、
ド
ゴ

l
ル
の
結
論
は
自
ず
と
決
ま
っ
た
と
い
え
よ

(M) 

う
。
六
二
年
二
一
月
一
五
日
に
ラ
ン
プ
イ
エ
で
開
か
れ
た
英
仏
交
渉
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
点
で
合
意
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

英
仏
合
意
が
不
成
立
を
受
け
て
、
六
二
年
二
一
月
一
九
日
に
パ
ハ
マ
の

(
お
)

ナ
ツ
ソ
!
に
お
い
て
英
米
会
談
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
談
の
結
果
同

月
二
一
日
に
公
表
さ
れ
た
ナ
ッ
ソ

l
協
定
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ア
メ
リ
カ
か

ら
ポ
ラ
リ
ス
ミ
サ
イ
ル
を
提
供
さ
れ
る
こ
と
定
め
た
上
で
、
そ
の
戦
力
が
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最
終
的
に
は

N
A
T
O
の
多
角
的
核
戦
力
と
し
て
利
用
に
付
さ
れ
る
こ
と

(
叫
叩
)

を
提
案
し
て
い
た
。
ナ
ツ
ソ

l
協
定
は
米
仏
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
イ

(
幻
)

ギ
リ
ス
外
交
方
針
が
英
米
間
の
特
別
関
係
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
勿
論
ナ
ツ
ソ

l
協
定
は
英
米
聞
の
規
定
に

止
ま
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
は
協
定
発
表
と
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
同

様
の
協
定
を
締
結
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
申
し
出
る
の
で
あ
る
。

一
月
一
四
日
の
ド
ゴ

i
ル
の
拒
否
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
対
し
て

で
あ
っ
た
。
こ
の
ド
ゴ

l
ル
の
意
思
表
示
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

N
A
T
O

改
革
案
へ
の
拒
否
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、

N
A
T
O
に
参
加
す
る
核
不

保
持
国
の
核
欲
求
に
対
す
る
否
定
を
も
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
重
要
な

の
は
前
者
で
あ
る
。
ナ
ツ
ソ

l
協
定
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
特
別
関
係
の

健
在
を
誇
示
し
核
保
障
支
援
を
受
け
た
意
味
が
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ

(
紛
)

カ
に
と
っ
て
の
意
味
は
フ
ラ
ン
ス
の
核
独
立
の
阻
止
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ

ィ
の
進
め
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
二
つ
の
柱
を
ド
ゴ

l
ル
が
真
っ
向
か

(
刷
出
)

ら
否
定
し
た
こ
と
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
は
崩
壊
し
た
。
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ナ
ツ
ソ

l
協
定
が
公
表
さ
れ
た
当
日
、
ア
メ
リ
カ
は
ド
イ
ツ
に
対
し
、

ナ
ツ
ソ

l
協
定
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
核
戦
力
創
出
の
前
段
階
で
あ
り
、
創
設

さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
核
戦
力
へ
の
ド
イ
ツ
の
参
加
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

(
卯
)

示
唆
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
が
核
兵
器
の
使
用
決
定
権
へ

の
参
与
を
欲
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
そ
の
上
で
ド
イ
ツ
が
強

(
川
出
)

力
な

M
L
F
の
推
進
役
に
回
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
章
第

二
節
で
見
た
よ
う
に
、
西
独
に
お
け
る

M
L
F
の
-
評
価
は
フ
ラ
ン
ス
の
核

戦
力
評
価
の
裏
面
で
あ
り
、
西
独
政
府
・
与
党
内
の
大
勢
は

M
L
F支
持

で
あ
っ
た
。
西
独
国
防
省
で
す
ら
、
フ
ラ
ン
ス
核
戦
力
を
ド
イ
ツ
国
防
の

基
盤
に
据
え
れ
ば
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
は
低
下
し
危
険
に
晒
さ
れ
る
、
と

(
幻
)

い
う
報
告
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
ナ
ツ
ソ

l
協
定
発
表
後
、

M
L
F構
想

に
明
確
な
賛
成
の
態
度
を
取
ら
な
い
の
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
だ
け
で
あ
っ
た
。

確
か
に
西
独
外
務
省
と
し
て
は
、
構
想
さ
れ
た
プ
ラ
ン
は
さ
ら
な
る
改
正

(
m
m
)
 

を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
態
度
表
明
以
前
に
ド
イ
ツ
の

(
似
)

態
度
を
決
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も

M
L
F構
想

は
「
も
し
我
々
が
精
力
的
か
つ
当
初
か
ら
そ
の
創
設
に
参
加
す
れ
ば
、
積

極
的
な
側
面
を
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
:
・
精
力
的
な
参
与
は
フ
ラ
ン
ス

(
釘
)

と
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
我
々
の
重
み
を
増
す
」
も
の
と
評
価
さ
れ
、
六
三

年
一
月
一

O
臼
過
ぎ
に
は
、
来
る
対
米
協
議
に
お
い
て

M
L
F賛
成
表
明

(
M
m
)
 

の
方
針
に
傾
い
て
い
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
も
、
一
二
日
の
イ
タ
リ
ア
外
相

と
の
会
談
に
て
、
積
極
的
な

M
L
F支
持
を
示
す
イ
タ
リ
ア
と
同
様
の
態

(
幻
)

度
を
取
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
一
月
一
回
目
、
す
な
わ
ち
ド
ゴ

l

(
師
四
)

ル
の
記
者
会
見
と
同
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ

l
ル
(
。

g
a
o者
・
切
色
)
特
使

と
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
及
、
ぴ
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
会
談
し
、
西
ド
イ
ツ
の

M
L
F

(
仰
)

加
入
が
合
意
さ
れ
た
。

②
イ
ギ
リ
ス

E
E
C加
盟
交
渉

こ
の
よ
う
な

M
L
F
へ
の
ノ
ン
以
上
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C
加
盟
に

対
す
る
ド
ゴ

l
ル
の
ノ
ン
の
方
が
寧
ろ
よ
り
早
急
な
反
応
を
引
き
起
こ
し

た
。
と
い
う
の
も
、
同
日
よ
り
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
で
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
加
盟

(
刈
)

問
題
を
話
し
合
う
E
E
C外
相
会
談
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ド
ゴ

l
ル
の

声
明
は
こ
れ
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
た
格
好
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時

に
ド
ゴ

l
ル
の
表
明
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
を
苦
境
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ

(
則
)

た
。
既
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
一
二
日
の
伊
外
相
会
談
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
の

即
時
E
E
C加
盟
支
持
で
合
意
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
新
た
な
政
治
同
盟
計

(
服
)

画
の
刺
激
と
な
る
希
望
を
抱
い
て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
会
見
の
翌
一
五
目
、

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
に
て
、
条
約
に
関
す
る
ド
ゴ

l
ル
の
発

言
は
誤
り
で
あ
り

B
R
D
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
を
さ
ら
に
試
み
る
つ

(
問
)

も
り
で
あ
る
、
と
表
明
し
た
。
こ
の
表
明
は
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
意
志
に
添

わ
な
い
ば
か
り
か
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
に
当
該
声
明
の
発
表
の
指
示
を
仰
が

ず
に
公
表
さ
れ
る
と
い
う
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
一
存
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

北法51(2・341)715
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(
胤
)

た
。
当
然
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
激
怒
し
、
こ
の
ラ
イ
ン
の
対
立
は
他
国
、
と

り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
交
渉
の
継
続
の
余
地
を
生
む
も
の

で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ド
ゴ

l
ル
の
表
明
直
後
は
、
ま
だ
交
渉
の

(
川
)

継
続
性
に
つ
い
て
希
望
が
持
た
れ
て
い
た
。

し
か
し
以
上
の
よ
う
な
ド
ゴ

l
ル
に
対
す
る
反
発
も
束
の
間
、
二
ハ
日

に
関
か
れ
た

B
R
D
の
閣
議
で
は
そ
れ
ま
で
両
外
務
省
関
で
協
議
さ
れ
た

(
別
)

独
仏
提
携
協
定
の
テ
ク
ス
ト
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
る
。
オ
ス
タ

l
ヘ

(
問
)

ル
ト
が
回
顧
す
る
よ
う
に
、
こ
の
一
六
日
に
合
意
さ
れ
た
協
定
内
容
は
、

議
会
に
よ
る
批
准
が
必
要
な
条
約
の
提
携
決
定
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ス
タ

l
ヘ
ル
ト
に
よ
る
と
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
自
身
は
六
三
年
の
初
頭
、

一
月
の
三
日
か
ら
五
日
の
頃
に
は
「
紳
士
協
定
」
型
で
独
仏
提
携
を
推
し

(
瑚
)

進
め
る
こ
と
は
断
念
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
推
測

さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
そ
の
提
携
内
容
が
基
本
法
第
五
九
条
に
規
定
さ

れ
る
国
家
利
益
に
抵
触
す
る
条
約
に
値
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
白
に
な
っ
て

(
削
)

い
た
。
し
た
が
っ
て
「
協
定
」
型
で
あ
れ
「
国
際
条
約
」
型
で
あ
れ
、
フ

ラ
ン
ス
と
の
協
定
を
締
結
す
れ
ば
、
連
邦
議
会
内
で
そ
の
内
容
と
基
本
法

第
五
九
条
の
関
係
を
審
議
す
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
避
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
審
議
の
中
で
激
烈
な
論
争
が
巻
き
起
こ
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
た
0

フ
ラ
ン
ス
と
の
提
携
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
こ
の
論

争
に
敗
北
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
の
政
治
生
命
の
破
局
に
も
等
し
く
、

秘
密
外
交
の
色
彩
が
強
い
「
紳
士
協
定
」
型
で
の
独
仏
提
携
の
締
結
は
、

以
上
の
文
脈
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
で
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

に
と
っ
て
不
利
な
状
況
を
惹
起
し
か
ね
な
い
「
紳
士
協
定
」
方
式
の
撤
廃

は
、
不
可
避
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
と
し
て
、
ア
デ
ナ

ウ
ア

l
自
身
は
協
定
に
法
的
拘
束
力
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
彼
の
後
継
者

の
外
交
政
策
を
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
そ
れ
に
添
わ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

(
川
)

た
。
次
期
連
邦
首
相
が
内
定
し
て
い
る
現
蔵
相
エ
ア
ハ
ル
ト
、
外
相
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
、
国
防
相
フ
ォ
ン
ハ

l
セ
と
い
っ
た
閣
内
の
実
力
者
の
政
策
は
、

皆
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
の
そ
れ
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
同
年
一

O
月
の
退

陣
が
決
定
し
て
い
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
こ
の
状
況
を
憂
慮
し
、
自
ら
が
推

し
進
め
て
き
た
外
交
路
線
の
投
錨
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

協
定
文
面
の
最
終
的
な
作
成
は
、
一
九
日
か
ら
一
一
一
日
ま
で
両
外
務
省

(
山
)

の
手
で
パ
リ
で
行
な
わ
れ
た
。
一
九
日
の
ヤ
ン
セ
ン
H

ル
i
セ
の
話
し
合

い
で
は
、
未
だ
共
同
声
明
方
式
の
前
文
と
語
学
教
育
の
点
で
合
意
に
至
ら

ず
、
残
さ
れ
た
未
解
決
の
問
題
は
外
相
会
談
に
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

(
川
)

た
。
そ
し
て
こ
の
ル

l
セ
と
の
協
議
後
、
ヤ
ン
セ
ン
は
カ

l
ル
ス
テ
ン
ス

と
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
対
し
、
独
仏
提
携
の
締
結
を
訴
え
る
報
告
書
を
作
成

(
川
)

し
、
二

O
B
に
カ

l
ル
ス
テ
ン
ス
に
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ヤ
ン
セ
ン

は
、
ド
ゴ

l
ル
の
記
者
会
見
に
よ
っ
て
対
内
的
に
は
ド
ゴ

l
ル
へ
の
拒
否

反
応
の
増
加
、
対
外
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C
加
盟
交
渉
の
難
航
化
が

北法51(2・342)716
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生
ま
れ
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
に
協
定
調
印
の
意
思
が
あ
っ
て
も
、

B
R
D内

に
極
め
て
強
い
協
定
へ
の
反
対
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
す
る
。

何
よ
り
も
、
今
回
の
イ
ギ
リ
ス
加
盟
問
題
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
態
度

が
示
す
よ
う
に
、
独
仏
提
携
に
お
け
る
政
治
協
議
は
実
際
的
な
価
値
を
失
っ

た
。
こ
の
ま
ま
の
独
仏
間
協
議
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
側
は
ド
ゴ

l
ル
に

対
す
る
単
な
る
「
イ
エ
ス
マ
ン
』
曲
目
官
官
と
で
し
か
な
い
。
こ
の
問
題
を

回
避
す
る
た
め
ヤ
ン
セ
ン
は
①
協
定
を
説
印
す
る
、
②

N
A
T
O
問
題
に

代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
と

B
R
D
聞
の
政
策
の
相
違
を
明
確
に
す
る
、
③

「
イ
エ
ス
マ
ン
」
で
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
問
題
で
は

(
山
)

加
盟
を
支
持
す
る
、
と
い
う
一
二
点
を
提
案
し
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
よ
う
や
く
こ
の
時
点
で
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
独
仏
提
携
を
条
約

と
し
て
締
結
す
る
こ
と
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
考
慮
し
た
。
ド
イ
ツ
代
表

団
は
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
草
案
テ
ク
ス
ト
を
鞄
の
な
か
に
入
れ
、
二
十
日

(
山
)

に
ボ
ン
を
出
発
し
た
。
一
月
一
一
一
日
か
ら
一
一
一
一
日
の
二
日
間
に
か
け
て
、

(
山
)

エ
リ
ゼ
宮
に
て
独
仏
政
府
首
脳
会
談
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
に
は
会
談
が
始
ま
っ
た
時
で
す
ら
、
最
終
的
な
独
仏
協
定
の
締
結
形
態

(
山
)

は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
一
一
日
の
午
前
に
執
り
行
わ

れ
た
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
一
対
一
会
談
に
お
い
て
、
両
者
は
独

(
川
)

仏
提
携
を
批
准
を
要
す
る
形
態
で
行
う
こ
と
に
合
意
し
た
。
ま
た
協
定
テ

ク
ス
ト
は
、
最
終
的
に
同
日
夕
刻
よ
り
行
な
わ
れ
た
全
員
会
談
の
席
上
で

(
川
)

は
完
成
に
至
っ
て
い
た
。

こ
の
会
談
の
冒
頭
、
ド
ゴ

l
ル
は
ド
イ
ツ
側
の
議
会
批
准
回
避
の
方
針

か
ら
独
仏
間
の
提
携
形
態
が
未
だ
確
定
し
て
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ

に
応
え
る
形
で
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は
当
協
定
の
法
的
拘
束
力
の
附
加
を
提
案

す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
的
義
務
を
負
う
ば
か
り
で
な
く
条
約
〈

2
g開

(
凶
)

を
厳
粛
に

ER--nu
締
結
す
る
」
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
瞬
間

字
義
通
り
の
エ
リ
ゼ
条
約
巴
可
弘
O

〈
2
5問
、
吋
『
同
志

a
z
e
E
3な
が
誕
生
し

た
。
こ
の
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
決
定
に
基
づ
き
、
文
面
の
早
急
な

変
更
が
行
な
わ
れ
、
条
約
と
内
容
的
に
同
一
の
フ
レ
ー
ズ
が
共
同
声
明
か

(
似
)

ら
削
除
さ
れ
る
と
同
時
に
、
声
明
の
他
の
点
も
条
約
の
中
に
移
さ
れ
た
。

(
印
)

そ
の
結
果
、
声
明
は
本
来
の
前
文
的
性
格
の
も
の
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
に
同
行
し
た
ド
イ
ツ
外
務
省
に
と
っ
て
こ

の
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
提
案
は
、
実
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
正
式
な
国
家
間
条
約
締
結
に
必
要
な
専
用
用
品
を

(
問
)

こ
と
ご
と
く
用
意
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
条
約
原
本
と
な

る
専
用
紙
も
原
本
を
綴
じ
る
フ
ァ
イ
ル
も
革
製
の
書
類
入
れ
も
用
意
し
て

な
か
っ
た
。
そ
の
ど
れ
も
が
国
ご
と
に
色
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
専
用
の

(
凶
)

マ
l
ク
が
入
っ
て
い
る
。
条
約
の
文
面
が
完
成
し
た
後
、
ド
イ
ツ
代
表
団

は
本
来
は
フ
ラ
ン
ス
用
の
条
約
用
紙
に
条
約
の
文
面
を
タ
イ
プ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
外
務
省
の
担
当
者
は
、
ド
イ
ツ
の
指
定

北法51(2・343)717
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色
の
青
色
の
書
類
フ
ァ
イ
ル
を
求
め
て
、
そ
の
日
の
午
後
に
条
約
締
結
が

(
郎
)

予
定
さ
れ
て
い
た
二
二
日
の
朝
に
パ
リ
市
内
を
奔
走
し
た
と
い
う
。

か
く
し
て
一
月
一
一
二
日
午
後
五
時
よ
り
エ
リ
ゼ
宮
で
開
催
さ
れ
た
独
仏

会
談
に
で
、
「
独
仏
間
協
力
に
関
す
る
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
両
首
脳
連

名
に
よ
る
共
同
声
明
が
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
が
条
約
化
に
実
現
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
の

は
六
三
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
と
ド
ゴ
ー

ル
の
会
談
が
始
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
現
実
化
し
た
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

条
約
化
の
動
機
づ
け
に
つ
い
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
そ
れ
と
、
外
務
省
内

で
フ
ラ
ン
ス
と
日
々
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
、
本
来
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
路
線

の
支
持
者
で
あ
っ
た
ヤ
ン
セ
ン
、
カ
ー
ル
ス
テ
ン
ス
の
そ
れ
と
は
異
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
点
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
こ
れ
ま
で
の
自
ら
の
外
交
政
策
が
行
き
詰
ま
る
可
能

性
を
目
の
前
に
し
て
苛
立
ち
を
隠
せ
な
い
で
い
た
。
と
い
う
の
も
、
ナ
ツ

ソ
I
協
定
発
表
後
、

N
A
T
O
政
策
に
お
け
る
独
仏
間
の
利
害
の
相
違
は

決
定
的
に
な
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C加
盟
問
題
に
お
い
て
も
、

E

E
C
拡
大
そ
の
も
の
に
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
加
盟
に
消
極
的
な
ア
デ
ナ
ウ

ア
!
と
積
極
的
な
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
の
溝
は
開
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ア

デ
ナ
ウ
ア

l
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
独
仏
間
提
携
の
「
紳
士
協
定
」
は
、

外
務
省
か
ら
実
現
不
可
能
の
報
告
が
提
出
さ
れ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
一

月
二
一
日
午
後
の
会
談
で
、
突
如
協
定
の
国
際
条
約
形
態
で
の
締
結
を
切

り
出
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
の
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
|
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外
交
最
後
の
抽
埋
め
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
エ
リ
(
郎
)

ゼ
条
約
が
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
外
交
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
う
見
解
は
正
し
い
。

さ
ら
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
従
前
の
「
紳
士
協
定
」
型
の
提
携
を
放
棄
し
条

(
印
)

約
化
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
一
般
的
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
任
期
の
迫

っ
た
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
が
、
後
任
の
エ
ア
ハ
ル
ト
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
い
っ

た
親
英
米
派
に
対
し
て
自
ら
の
外
交
路
線
を
保
持
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
の
提
案
に
先
立
つ
2
二
日
午
前
の
ド
ゴ

l
ル
と
の

一
対
一
会
談
で
、
実
は
両
者
は
独
仏
聞
の
核
兵
器
提
携
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
核
戦
力
の
充
実
と
技
術
的
発
展
を
確

約
し
、
そ
の
上
で
「
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
の
防
衡
を
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
と

(
問
)

同
一
に
見
倣
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
加
え
て
ド
ゴ

l
ル
は
将
来
的
な
ド

(
四
)

イ
ツ
の
核
兵
器
所
持
に
理
解
を
示
し
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
が
生
物
兵
器
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
、
ド
ゴ

l
ル
は
「
生
物
兵
器
の
研
究
と
製
造
に
取
り

組
む
の
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
ド
イ
ツ
ほ
ど
適
し
た
国
に
は
な
い
」
と

述
べ
、
ド
イ
ツ
が
望
め
ば
フ
ラ
ン
ス
は
協
力
す
る
用
意
が
あ
る
と
明
言
し

(
別
)

た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
ド
ゴ

i
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
同
意
し
た
独
仏
間

の
提
携
は
、
何
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
軍
事
領
域
お
け
る
こ
国
間
の
協
力
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
エ
リ
ゼ
条
約
が
持
つ
第
一
義
的
な
意
味
は
防
衛
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で
あ
り
、
両
者
が
「
独
仏
防
衛
共
同
体

C
5
n
C
5
5
5
2伝
書
誌
包
官
四
」

(
問
)

の
創
設
を
意
図
し
た
と
い
う
見
解
は
、
こ
の
意
味
で
正
し
い
と
=
=

し
か
し
な
が
ら
、
ヤ
ン
セ
ン
を
始
め
と
し
た
ド
イ
ツ
外
務
官
僚
が
考
え

た
独
仏
提
携
の
第
一
義
的
意
味
と
条
約
化
の
動
機
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。

最
終
的
に
は
エ
リ
ゼ
条
約
に
結
実
さ
れ
る
、
そ
れ
ま
で
外
務
省
聞
で
協
議

さ
れ
た
独
仏
提
携
は
、
両
国
共
に
あ
る
べ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
同
盟
の

(
問
)

「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
し
て
、
い
ず
れ
は
他
の

E
E
C諸
国
に
も
開
放
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
西
独
外
務
省
は
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
一
局
面
と
し
て
の
こ
国
間
提
携
と
い
う
要
素
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と

(
問
)

に
よ
っ
て
、
他
国
の
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
外
務
省
が
独
仏
提
携
を
条

約
化
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
き
っ
か
け
は
、
一
月
一
四
日
の
ド
ゴ
ー

ル
の
記
者
会
見
で
あ
っ
た
。
六
二
年
九
月
か
ら
両
外
務
省
間
で
や
り
と
り

さ
れ
た
提
携
方
針
に
つ
い
て
、
六
三
年
初
頭
に
最
終
段
階
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
側
が
提
示
し
た
覚
書
草
案
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
踏
み
越
え

(
別
)

て
、
両
国
が
決
定
の
前
に
「
重
大
な
外
交
問
題
に
つ
い
て
、
互
い
の
見
解

が
な
る
べ
く
類
似
す
る
よ
う
事
前
の
協
議
を
持
つ
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て

(
悶
)

い
た
。
つ
ま
り
、
事
前
協
議
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
の

筈
で
あ
っ
た
。
確
か
に
ド
ゴ

I
ル
の
ナ
ツ
ソ

l
協
定
や
イ
ギ
リ
ス

E
E
C

加
盟
に
対
す
る
否
定
的
見
解
は
衆
知
の
と
こ
ろ
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
ド
ゴ

l
ル
の
意
志
表
明
は
突
然
で
あ
り
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
で
す
ら
、

ド
ゴ

l
ル
の
記
者
会
見
の
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
ほ
と
ん
ど
情
報
が
与
え

(
四
)

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

提
携
採
択
を
目
前
に
控
え
た
時
点
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
想
定
さ

れ
た
こ
の
規
定
の
精
神
を
遵
守
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
外
務
省

が
条
約
化
に
賛
成
し
た
の
は
、
常
に
先
走
る
フ
ラ
ン
ス
を
法
的
義
務
を
負

う
条
約
に
よ
っ
て
拘
束
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
結
局
ド
ゴ

l
ル

が
想
定
し
た
独
仏
提
携
で
は
、
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー

(
印
)

ト
ナ

l
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
西
独
外
務
省
の
中
に
は
、
ド

ゴ
l
ル
が
両
国
の
結
び
つ
き
の
な
か
に
フ
ラ
ン
ス
一
国
主
義
的
な
巨
的
を

(
別
)

狙
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
恐
れ
が
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
ド
ゴ

l
ル
の
記
者
会
見
は
そ
の
恐
れ
が
正
し
い
こ
と
を
明
ら
か
に

(
悶
)

し
て
み
せ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
こ
こ
で

B
R
D
が
フ
ラ

ン
ス
と
の
提
携
を
破
棄
す
れ
ば
、

B
R
D
は
こ
の
十
年
来
の
対
仏
接
近
政

策
を
破
棄
し
た
上
で
国
際
政
治
上
の
影
響
力
ま
で
も
を
失
う
こ
と
を
意
味

(
凶
)

し
て
い
た
。
も
と
よ
り
核
政
策
に
つ
い
て
独
仏
の
見
解
が
一
致
し
な
い
こ

と
は
独
仏
間
関
係
の
大
き
な
弱
点
で
あ
る
こ
と
は
十
分
自
覚
さ
れ
て
お
り
、

独
仏
提
携
の
実
行
に
よ
っ
て
こ
れ
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
期

(
川
)

侍
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
懸
案
の
議
会
批
准
問
題
に
つ
い
て
は

(
川
出
)

乗
り
切
れ
る
と
い
う
計
算
が
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
ス
テ
ン
ス
は
、
危
険
を
冒
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(
凶
)

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
っ
た
。
し
か
し
官
し
た
リ
ス
ク
は
そ
の
ま

ま
跳
ね
返
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
ド
イ
ツ
が
ア
メ
リ
カ
の
提
案
を
受
け

M
L
F

構
想
を
受
け
入
れ
た
の
は
ド
ゴ

l
ル
が
同
提
案
を
拒
否
し
た
の
と
同
日
の

一
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
と
し
て
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
を
始

め
と
す
る
外
務
省
押
し
切
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
ボ
ー
ル
特
使
に
対
し
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
、
ナ
ツ
ソ

l
協
定
に
関

し
協
議
を
要
す
る
問
題
は
幾
つ
も
あ
る
も
の
の
、

N
A
T
Oと
の
協
調
に

(
胤
)

「
活
発
に
」
参
加
す
る
と
発
言
し
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
に
と
っ
て
安
全
保

障
政
策
に
関
す
る
根
幹
は
、
「
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
核
兵
器
へ
の
発

(
川
)

言
権
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
プ
イ
エ
会
談

で
見
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
安
全
保
障
政
策
に
二
股
を
か
け
る

ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
態
度
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。

N
A
T
O
に
対
す
る
独
仏
の
見
解
の
不
一
致
は
政
治
提
携
実
施
の
前
に

す
で
に
極
み
に
達
し
て
い
た
。
詰
ま
る
所
、
協
定
締
結

l
lー
そ
の
形
態

が
政
府
覚
書
の
形
を
取
る
の
で
あ
れ
、
議
会
の
批
准
を
要
す
る
国
際
条
約

の
形
を
取
る
の
で
あ
れ
ー

l
直
前
に
な
っ
て
も
、
独
仏
双
方
と
も
が

「
重
要
な
外
交
問
題
を
事
前
に
協
議
す
る
」
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(d) 

前
文
問
題

ヤ
ン
セ
ン
が
恐
れ
た
エ
リ
ゼ
条
約
へ
の
反
対
は
、
そ
の
予
想
を
超
え
る

も
の
だ
っ
た
。
エ
リ
ゼ
条
約
は

E
E
C諸
国
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
、

ソ
連
東
欧
諸
国
か
ら
広
く
非
難
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
首
相

フ
ァ
ン
フ

7
1
ニ
は
-
月
二
六
日
に
エ
リ
ゼ
条
約
へ
の
反
対
を
言
明
し
、

同
月
二
九
日
に
、
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
で
の
イ
ギ
リ
ス
加
盟
交
渉
の
無
期
延
期

が
決
定
す
る
。
「
先
祖
伝
来
の
宿
敵
」
独
仏
両
国
が
高
ら
か
に
友
好
を
唄

い
あ
げ
た
エ
リ
ゼ
条
約
の
締
結
は
、
そ
の
内
実
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
見
れ
ば
「
枢
軸
」
の
形
成
も
し
く
は
統
合
の

(
川
)

妨
害
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
エ
リ
ゼ
条
約
は
フ
ラ
ン
ス

が
ド
イ
ツ
を
誘
っ
て
核
自
立
を
果
た
す
た
め
の
政
策
の
反
映
で
は
な
い
か

(
川
)

と
疑
い
、
ソ
連
は
二
月
五
日
に
、
条
約
は
独
仏
両
国
の
軍
事
力
を
合
併
さ

せ
、
ド
イ
ツ
領
内
の
核
兵
器
配
備
に
資
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
覚
書
を

B

(
川
町
)

R
D
モ
ス
ク
ワ
大
使
に
手
交
し
た
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
批
准
が
付
さ
れ
る
連
邦
議
会
の
最
大
野
党

S
P

D
は
、
米
民
主
党
政
権
に
対
し
親
米
路
線
と
取
っ
て
お
り
、
「
パ
リ
を
選

ん
だ
」
エ
リ
ゼ
条
約
に
は
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
た
。
問
題
は

C
D
U内
の

反
対
派
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
を
筆
頭
と
す
る
親
フ
ラ
ン
ス
派
、
す

な
わ
ち
ゴ

l
リ
ス
ト
は
主
に

C
S
U内
に
存
在
し
、

C
D
U
の
多
数
派
、

す
な
わ
ち

C
D
U
/
C
S
U全
体
の
多
数
派
は
親
英
米
、
い
わ
ゆ
る
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ヵ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
エ
リ
ゼ
条
約
の
批
准
を
巡
り
、
い
わ
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「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

(
川
町
)

ゆ
る
「
ゴ

l
リ
ス
ト
H

ア
ト
ラ
ン
テ
イ
カ

I
論
争
」
が
起
こ
っ
た
。
論
争

の
焦
点
は
防
衛
問
題
で
あ
っ
た
。
独
仏
共
同
防
衛
計
函
を
う
た
っ
た
エ
リ

(
問
)

ゼ
条
約
の
規
定
は
、

N
A
T
O条
約
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
し
か

し
論
争
の
本
質
は
、
本
来
選
ん
で
は
い
け
な
い
パ
リ
か
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ど

(
同
)

ち
ら
を
選
ぶ
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
ゴ

l
リ
ス
ト
は

フ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
を
、
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
カ

l
は
ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟
を

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
。
ゴ

l
リ
ス
ト
は
純
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
核
戦
力
創

出
を
望
み
、
そ
の
中
核
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
選
ば
、
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た

め
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
連
常
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ヵ
ー

は
、
フ
ラ
ン
ス
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
の
核
保
障
の
高
さ

(
凶
)

を
評
価
し
た
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ヵ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
ド
ゴ
!
ル
の
核
抑
止

力
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
樹
立
す
る
た

め
の
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
。
無
論
、
そ
れ
は
エ
リ
ゼ
条
約
を
作
成
し
た

当
の
西
独
外
務
省
自
体
が
恐
れ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

論
争
の
直
接
的
勝
利
者
は
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
カ
ー
で
あ
っ
た
。
五
月
八
日
、

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
外
交
委
員
会
は
、
条
約
に
付
す
前
文
の
テ
ク
ス
ト
を

(
問
)

採
択
し
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
維
持
と
強
化
」
を
宣
言
し
、

N
A
T
O枠
内
で
の
共
同
防
衛
を
断
言
し

た
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

E
E
C加
盟
を
支
持
す
る
こ
の
前
文
は
、
ド
ゴ
ー

ル
が
意
図
し
て
い
た
独
仏
二
国
間
同
盟
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
で
き
る
だ
け
類
似
の
立
場
に
到
達
す
る
」
た
め
の
政
治
協
議
も
共
同
の

(
出
)

防
衛
作
戦
も
紙
の
上
に
と
ど
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
六
月
一
一
一
一

(
出
)

日
国
民
議
会
に
て
こ
七
七
対
一
八
一
一
一
の
票
差
で
条
約
が
批
准
さ
れ
た
。
六

月
一
五
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
こ
の
前
文
を
付
し
た
エ
リ
ゼ
条
約
に
同

意
を
与
え
る
法
律
を
採
択
し
、
エ
リ
ゼ
条
約
を
批
准
し
た
。
こ
こ
に
お
い

て
、
両
国
に
お
け
る
エ
リ
ゼ
条
約
の
批
准
が
完
了
し
た
。
か
く
し
て
エ
リ

ゼ
条
約
は
誕
生
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
「
死
産
」
に
終
わ
っ
た
。

七
月
四
日
か
ら
五
日
に
か
け
、
ド
ゴ

l
ル
が
ボ
ン
を
訪
問
し
、
両
者
間

(
胤
)

で
最
後
の
公
式
会
談
を
持
っ
た
。
会
談
の
議
題
は
エ
リ
ゼ
条
約
の
定
め
る

独
仏
提
携
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
議
会
前
文
に
よ
り
、
既
に
そ
の

実
質
を
欠
い
て
い
た
。
こ
の
会
談
に
て
独
仏
聞
の
青
少
年
交
流
促
進
の
た

(
印
)

め
の
組
織
と
し
て
独
仏
青
少
年
機
関
を
設
立
す
る
協
定
が
合
意
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
政
治
協
議
と
共
通
防
衛
と
い
う
実
効
性
を
失
っ
た
エ
リ
ゼ
条
約
の
、

最
後
の
生
き
た
規
定
を
反
映
し
て
い
た
o

エ
リ
ゼ
条
約
は
、
そ
の
意
図
に

反
し
、
実
行
さ
れ
た
の
は
両
国
間
の
青
少
年
機
関
の
設
立
と
、
首
脳
、
閤

(
別
)

僚
の
定
期
会
談
の
実
施
規
定
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ド
ゴ

l
ル、

ア
デ
ナ
ウ
ア
l
双
方
が
意
図
し
た
よ
う
に
、
両
国
間
の
和
解
を
投
錨
し
制

度
化
す
る
、
未
来
を
志
向
し
た
友
好
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し

(
悶
)

て
、
以
後
の
独
仏
間
関
係
を
規
定
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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い
て
は
ド
ゴ

l
ル
と
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
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一
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が
、
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日
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ド
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。
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シ
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。
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ム
M
∞
・

(
お
)
ト
ミ
(
U
S
E
d
-
唱
S
・
問
者
-
M
公
民
・

(
幻
)
甘
口
間
四
国
明
也
、
h
F
も-Mao-

(
お
)
旬
同
ロ
ア
回
目
ロ
ユ
∞
℃
S
F
門
リ
ロ
ヨ
~
u
h
a
h
S
白
門
E
2
P
吋

4
0
B
刊
N
(司
R
W
-
M
E
P

】
甲

S
Y
苦
い
a
R
し
か
し
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
再
活
性

化
さ
せ
た
象
徴
で
あ
る
マ

l
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
内
容
は
、
実
質

的
に
は
フ
l
シ
ェ
プ
ラ
ン
と
大
差
が
な
い
こ
と
を
付
言
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
m
u
)

吉岡田刊P也、.町民HJ
司

-N8・
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(
却
)
〉

-wshF-mvq
コJ『ム∞--

(
幻
)
ド
ゴ

l
ル
は
前
月
八
月
一
一
一
一
日
に
パ
リ
郊
外
で
何
者
か
に
襲
撃

さ
れ
九
死
に
一
生
を
得
て
い
た
(
プ
チ
・
ク
ラ
マ

l
ル
事
件
)
。
こ

の
ド
ゴ

l
ル
の
行
動
は
、
実
際
ド
イ
ツ
訪
問
の
際
の
暗
殺
の
可
能

性
も
想
定
し
た
上
で
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
側
に
と
っ
て

は
、
民
衆
向
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
。
ヘ

ル
ム

1
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
ド
イ
ツ
人
と
隣
人
た
ち
』
上
(
岩
波

書
底
、
一
九
九
二
年
)
一
八
二
頁
。

(
辺
)
尽
ミ
・
ド
ゴ

l
ル
は
日
常
会
話
程
度
の
ド
イ
ツ
語
に
は
不
自
由
し

な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ド
ゴ

l
ル
が
か
つ
て
コ
ロ
ン
ベ
会
談
の

際
に
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
に
語
っ
た
説
明
に
よ
る
と
、
彼
は
士
官
学
校

時
代
毎
年
夏
季
休
暇
に
ド
イ
ツ
に
語
学
研
修
に
行
っ
た
と
い
う
。

(お

)
O
R
S
S
a
s
s
-
苦臨時・

(
M
A
)

九
月
七
日
、
ハ
ン
プ
ル
グ
で
の
演
説
「
我
々
固
有
の
本
質
な
ら

び
に
共
通
の
脅
威
に
よ
り
、
唯
一
に
し
て
同
一
の
防
衛
の
た
め
の

両
軍
の
有
機
的
提
携
こ
そ
、
両
国
同
盟
に
と
っ
て
根
幹
を
成
す
の

で
あ
る
」
聖
子
宅
・
ロ
円

(
お
)
九
月
九
日
、
ル

l
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
で
の
演
説

S
R

-
M同

y
-
u
a
H
∞・

(
鉛
)
九
月
六
日
、
「
我
々
両
国
は
連
帯
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
な
た

方
が
ド
イ
ツ
で
働
き
私
達
が
フ
ラ
ン
ス
で
働
く
の
は
、
我
々
が
唯

一
に
し
て
同
一
の
目
的
一
す
な
わ
ち
自
由
な
る
人
民
の
平
和
と
尊

厳
と
幸
福
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
・
ま
札
・
・
向
者
・
呂
町
・

(幻
)

h

F

迂
・
宅
・
吋

6
5・

(
お
)
ケ
ル
ン
で
の
演
説
皆
件
、
若
・
ぇ
・

(
鈎
)
〉
・
回
色
J
-
u
℃
・
コ
ア
】
∞
-
-

(
判
)
巴
自
吉
田
F
O
B
-
-
w円
九
?
召

-b∞
同

(
H
U
)

〉
・
回
円
H
d
司
・
可
申
・

(
位

)
S
R

(
刊
日

)
S
R
-
宅

Z
2・

(
叫
)
〉
'
回
円
山
J

ヲ
同
∞
「

(
羽
)
基
本
法
第
五
九
条
二
項
の
規
定
一
「
連
邦
の
政
治
的
関
係
を
規
律

し
、
ま
た
は
、
連
邦
の
立
法
事
項
に
関
す
る
条
約
は
、
連
邦
法
律

の
形
式
で
、
そ
れ
ぞ
れ
連
邦
の
立
法
に
つ
き
権
限
を
有
す
る
機
関

の
同
意
ま
た
は
協
力
を
必
要
と
す
る
」
宮
沢
俊
義
編
「
世
界
憲
法

集
』
第
四
版
岩
波
書
庖
山
田
歳
訳
一
八
三
頁
よ
り
引
用
。
以

後
当
該
条
文
に
規
定
さ
れ
る
国
際
条
約
を
「
条
約
」
、
規
定
さ
れ
な

い
政
府
間
協
定
を
「
協
定
」
と
記
す
。

(
剖
)
旬
、

P
S
A
m
y
F
)有
m
S
L
)品
川
町
∞
-

(

灯

)

同

g
m
q
p
告
円
九
?
目
y
N
S
・

(

川

崎

)

出

m
n
Z
F
S・円むよ唱・
5
吋
・
フ
イ
ツ
シ
ャ

l
は
仏
草
案
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト
を
作
成
し
た
西
独
外
務
官
僚
で
あ
る

o
E
〉
E
骨担問内同町田

〉

E
垣
昨
民
間
町
ロ
〉

s
z
d
m
n
F垣間同
N
a
包
(
国

a
m
-
Y
K世
E
S
N宮、
.
a
z
h
宅。ミぉ，

s、
口
丘
町
四
件
丸
問
、
切
S
H
R凡
な
可
冊
、
H
h
F
E』
w

b
向

h
a
h
円
芝
怠
悼
み
』
mwh-凶

-
w
s・同{宮町田'

nm宏
司
円
『
〉
〉
旬
。
}
(
冨
C
E
n
F
2・
。
5
2
σ
O
E
G
-
日
甲
唱
A
H
)

唱
。
。
-
F
A
F
ロ-
H

・

(
却
)
』
吉
田
町
田
・
さ
-SFw
司

-Mau-
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(
印
)
出
回
n
Z
2
・。、・

2
・・司・

5
∞・

(日

)
E
3・
g
ま・

(臼

)
S
R・

(
臼
)
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は

Z
R
E
o
-
-∞
・
告
・
§
・
を
参
照
し
た
。

(恒
)
Z
R
E
o
-
U入
whzph
唱・コ叶・

(日
)
O
R
E
S
'
E少
司
-
M
-
-

(
回
)
ワ

l
ス
、
前
掲
書
、
二
三
三
頁
。

(
訂
)
沼
恒
属
片
山
町
〈
色
白
回
目
(
邑
-
Y
F
吋
p
q
b
R
ミ
宮
町
立
同
町
丸
町
内
定
守
白
色
呂
田
一

〉
口
出
自
丘

nCEM--
唱。凶)・

(
同
)
〉

E
S
唱
団
『

B
m
R
m
-
n・h
H
-
お
む
色
町
。

hNZ~~n
吋
。

B
Z
(司自
ι明
日
明

h
q
R
P

日喧喧品
Y
-
u
同V
・品
N
M
同・

(
印
)
ト
ミ

-
n
S
E
a
-唱
S
暗
唱

-
M斗
(
}
・

(
印
)
思
注
目
ゼ
・

5
0円

(
引
)
』
自
呂
田
・
§
・
円
四
?
司
・
以
内
い
・

(
臼
)
序
章
の
註
(
凶
)
参
照
。

(
臼
)
同
u
u
n
E
R
号
hFW
聞こ。
P

(
山
山

)
S
R
w
宅
・

5
n

(
町
)
〉
〉
同
V
0
・0
0
E
p
a
・

(侃

)
8
H
A
w
o
o
w
-
-
凶・

(
肝
)
与
え
--uora-

(
臼
)
一
月
七
日
付
け
作
成
の
声
明
文
草
案
参
照
。
聖
子
。
or-
∞・

(印
)
S
H
A
-
u
o
w
-
Z
-
し
か
し
ク
ス
テ
ラ
l
は
以
下
の
よ
う
に
回
顧
し

て
い
る
。
ヤ
ン
セ
ン
が
ル
!
セ
と
の
話
し
合
い
の
直
前
に
ア
デ
ナ

ウ
ア

l
に
呼
び
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
ア
デ
ナ
ウ
ア
!
の
下
か
ら

戻
り
、
会
議
に
移
る
前
に
フ
イ
ツ
シ
ャ
!
、
ク
ス
テ
ラ
l
等
に
向

か
っ
て
興
奮
気
味
に
声
を
震
わ
せ
こ
う
言
っ
た
「
や
っ
と
本
物
の

条
約
が
出
来
た
〆
」
穴
巴
器
R
F
告
ミ
?
同
V
M
主
ク
ス
テ
ラ
l
は
同

時
に
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
へ
の
配
慮
か
ら
ヤ
ン
セ
ン
は
ル

l
セ
と
の

会
合
で
は
こ
の
事
情
は
伏
せ
て
い
た
こ
と
も
記
述
し
て
い
る
。

(
叩
)
〉
〉
MV0・
uow--
∞

(れ

)
S
R

(η)
ヤ
ン
セ
ン
は
一
四
日
に
新
た
な
規
定
案
を
作
成
し
翌
一
五
日
に

カ
ー
ル
ス
テ
ン
ス
と
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
提
出
す
る
。
一
方
西
独
外

務
省
の
担
当
部
局
も
別
案
を
一
四
日
に
作
成
し
、
二
ハ
日
に
シ
ュ

レ
ー
ダ
ー
に
提
出
す
る
。

S
R
W
O
O
F
M凶・

(η)
思九九
-woo-円・
M
M
-

(日
)
O
m同
町
長
。
昇
。
、
.
号
・
・
勺
コ
品
・

(九
)
M
n
E宅
向
『

N
b司
h
H
b
b
号、苫む昌タ可・∞コ‘

(
苅
)
』
回
国
間
刊
p
m
v
h
v
h
p
-
H
N
a
A凶・

(
打
)
〉
〉
匂
0
・0
0
r・M
M

(
河
)
〉
〉
沼
)wuor・凶∞・

(
叩
)
与
え
'

(
剖
)
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
核
政
策
の
展
開
は

以
下
に
詳
し
い
。
同
g
Q
R
-
P
Z
R
rミ
む
を
も
ヨ
ロ
ミ

S
札

H
E
間柄、
R
E

河
内
~
ミ
芯
z
h
p
守(。同時
O
丘
一
。

-Rg品。ロ耳刊日開

e-喧喧品)・

(

別

)

的

5
0
E
J
E
R
E
-
-巧
白
同
窓
口
関
門

O
E
'
F
O
E
S
七
S
F

旨

5
8田谷】刊
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4Emg伺
芯

(
3
8
'
3
8
)
J
S
色、q
R
Sミ
ミ
阿
佐
さ
胃
皇
室
内
、
E

S

民
主
qqu
同
(
N
ニ喧喧凶)・

(
位
)
関

g
R
S宮
崎
町
民

3
R注
量
宮
崎
町
E
内
阿
佐
高
官
S
F
宅・戸凶戸

SH3・

(邸

)
8
8・
Z
・

5
・
{
回
〉
-
芦
田
E
ロ
E
E
O
P
E
-
-声
望
き
ま
}

(
倒
的
)
内
門
出
回

8
5
ζ
R
E
-
-
g
-
b
志向

R3hHA『
H
p
h
b
a、
(
F
O
E
S一

V
曲目岡町同比ロ自
f
-
唱吋い
wy-u目M-MA#as凶凶凶・

(
部
)
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
明
河
5

5

0

2・S
M
-
u
o
n・き凶一

玄
R
E
-
-
g
-
告・円九?四回司
-uua'凶会・

(
槌
)
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

R
E
p
s
c
'
o
u
-
-

(
釘
)
英
米
特
別
関
係
に
つ
い
て
は
、
差
当
り
の

E
a
o
z
q
H
∞
皇
室
F

斗
』
世
間

Mhw崎
町
芝
均
三
ミ
ezhE守
J
b
h
u
。~E
n
a
~
s
h
s
q
ミ，

bsh~q
・

〉送内「凡
2
2
河内宮内九。
=hh宮
町
内
』
主
同
(
同
b
E
m目。回一「。田町
WEB-
ヨ唱一
N
)

・

(
槌
)
ケ
ネ
デ
ィ
と
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
対
話
、
な
ら
び
に
既
に
二

O
日
に

ド
ゴ

l
ル
の
下
に
送
付
さ
れ
た
協
定
内
容
の
教
示
文
を
参
照
。

明河口
ω
己
.
。
。
n・hHO介
。
。
nAHO寸
uoon・AH()唱・

(
剖
)
グ
ロ
セ

i
ル
は
以
下
の
有
名
な
一
文
を
記
し
て
い
る
一
「
ケ
ネ
デ
ィ

の
大
構
想
は
一
九
六
三
年
一
月
一
四
日
パ
リ
で
死
に
、
ド
ゴ

l
ル

の
大
い
な
る
野
望
は
・
:
五
月
八
日
に
ボ
ン
で
挫
折
し
た
。
ア
デ
ナ

ウ
ア
!
と
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
一

O
月
に
政
権
を
明
け
渡
し
、
ケ
ネ
デ
ィ

は
一
ヵ
月
後
に
暗
殺
さ
れ
た
。
一
九
六
三
年
は
恐
る
べ
き
一
年
で

あ
っ
た
・
:
」
グ
ロ
セ

l
ル
『
欧
米
同
盟
の
歴
史
』
下
一
一
二
八
頁
。

(
別
)
司
河
口

EU--)。口・
5N-

(引

)
h
F
E

(位

)
E
g
m
F
E
F
3
E
S
己
記

S
久
宇
き
こ
ロ
ミ
守
b
E
h
J
宅・

3
同・

(
幻
)
た
と
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
防
衛
強
化
の
観
点
か
ら
、

S
A
C

E
U
R
の
権
限
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

〉
〉
司
0.
。。
r.Mduow--a.

(
倒
)
〉
〉
司
0
・
0
0
F
N
-

(
町
)
〉
〉

-MU--gr・-。・

(何

)
8
E
-

(
肝
)
〉
〉
匂

0
・
0ow-M品・

(
郎
)
ボ

l
ル
は
当
時
国
務
次
官
補
を
務
め
て
い
た
が
、
彼
は
ケ
ネ
デ
ィ

政
権
内
切
つ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
者
で
あ
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
大

西
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
想
は
彼
が
作
成
し
た
。
ボ
ー
ル
は
元
々

は
経
済
畑
の
国
際
弁
護
士
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
父

ジ
ヤ
ン
・
モ
ネ
と
個
人
的
に
親
し
く
、
五

0
年
代
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
統
合
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
ボ
ー
ル
は
五
0
年
代
の

E
D
C
、

六
0
年
代
の

M
L
F
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
防
衛
力
を
共
有

す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
共
通
す
る
二
つ
の
政
策
の
ア
メ
リ
カ

側
に
お
け
る
立
案
者
で
あ
り
支
持
者
で
あ
っ
た
。
確
か
に

M
L
F

構
想
は
多
く
の
人
物
が
関
与
し
て
精
綴
化
さ
れ
た
政
策
で
あ
る
が
、

E
D
C
と
の
繋
が
り
か
ら
見
れ
ば
、
ボ
ー
ル
の
影
響
力
は
無
視
で

き
な
い
。
ボ
ー
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下

を
参
照
さ
れ
た
い
。

E
B町
田
宮
-
f
c
s
a
?
E
~
~
~
F
E吉
弘

HF?崎町
2
2

S
門

H
M
-

同吋
D
R九崎、目、ロロミ
(
Z
n者
出
血
〈
開
口
い
ペ
包
刊

C
E〈・明
4

3

3
喝、

3
・

3
・5-BH凶
汗
小
島
か
お
る
「
ジ
ョ
ー
ジ

-w-
ボ
l
ル
と
{
大
西
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洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
〉
構
想
i
イ
ギ
リ
ス
の
E
E
C
加
盟
問
題

を
中
心
に
|
」
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
コ
二
号
(
一
九
九
七
年
)

0

(
的
)
こ
の
決
定
は
即
日
公
表
さ
れ
る
。
甲
で
h
h
q
4
・

2
円e-3・

(
削
)
本
章
第
一
款
で
見
た
よ
う
に
、
フ

l
シ
ェ
プ
ラ
ン
交
渉
終
結
後
、

イ
ギ
リ
ス
の
E
E
C
加
盟
問
題
が
引
き
続
き
審
議
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
こ
の
時
期
に
E
E
C
へ
の
加
盟
を
表
明
し
て
た
の
は
イ
ギ

リ
ス
を
含
め
八
ヶ
国
を
数
え
て
い
た
が
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に

も
イ
ギ
リ
ス
の
加
盟
が
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
最
初

の
E
E
C
拡
大
交
渉
は
「
イ
ギ
リ
ス
加
盟
問
題
」
と
称
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
近
年
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
の
増
加
と
そ
の
傾
向

に
つ
い
て
は
序
章
を
参
照
の
こ
と
。
内
何
回
g
m
m
-
呂
町
同
同
町
内
E
ロ

ミ
.
3
5岨
u
m
-
m
E
H
o
p
。
同
曲
。
『
自
己
中
国
g
g
阿
国
n
a
g
g呂
田
5

2
広

払

g
E
o
s
-
G
5
0
R
O
同
弘
n
E
m
(
右
凶
∞
'
3
3
1
-
宮
司
君
。
z
u
h
円
円
。
き
さ
.
町

内
H
M
も
丘
公
ム
ロ
(
宅
市
出
品
Y
o
m
-
開
F
S
ミ
F
c
s
-
o
t
F
E
〉
《
U
C
ロ
門
誌
位
。
口
曲
目
〉
沼
y

zn邑。ロ
J

切
江
巳
田
町
沼
田
口
同
制
刊
同
回
目
ロ
件
。
同
門
町
四
国
同
国
円
〉
円
円
。
自
宮
円
。
∞
8
r

z
g
M
Z
B
E
旬
。
士
宮
町
開
一
m
A
U
-
-
申
告
S
w
・
-
s
u
o
-
m
F
S
ロ
(
邑
-
Y
』
w
h
h
R
宮
崎

h
d
h
H
毛
色
、
E
3
H
淀
川
内
g
o
p
。
、
・
ミ
H
L
E
S
F
。
、
.
円
R
H
u
m
O
R
∞
吉
包
括
，

戸

A
u
a
g
回
忌
昨
日
ロ
〆
忠
良
仲
間
関
Aリ
明
営

-
R
O
E
Z
E
R
U
『
右
S
J
Z

N)
ミ
2
5
Q
A陣

h
H
S
町
、
色
、
叫
(
包
苦
手
こ
の
加
盟
交
渉
を
ド
イ
ツ

側
の
視
点
か
ら
扱
っ
た
も
の
と
し
て
者
。
-
p
g
加
国
営
R
E
q
-
E
百
千

田
町
田
B
S
知
個
目
白
m
E
E
E
n
F
g
問
者
。
u
a
r
z
m
伊
丹
四
百
円
回
目
∞
∞
S
E
5

0
8宰
2
2
島
町
田
田
E
E
S
5
仏

o
g凹
n
p
昨
自
忠
良
n
v
o
ロ
回
目
N
5
5
伺
g
J
E

岡
山
包
口
問
〉
・
w
-
8
5
田
(
出
町
田
開
)
。
て
qs
与色町、詰軍司、.Nhh町、.E号式・.MHghhSN5・

kHhhh毛色『同九均四司、むとた』円九2・匂定、Ha号、吉町、hh守口
F
U
E
h
H
h
円
F
E
S
R叫
L
『
山

waa凶

(冨
E
n
v
g
・
g
b
g
g
z
G
-
石
室
)
・
フ
ラ
ン
ス
の
視
点
か
ら
、
こ
の

問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
扱
っ
た
も
の
と
し
て
阿
4
8
2
2
m
号

戸

白

窓
口
J
p
z
u
m
C
同
巳
-
m
a
宮
内
包
昌
弘
主
国
富
日
回
忌
包
忠
告
開
問
言
内
。
B
4

5
E
E一己広
m
s
i
s
-
o
ロ
ロ
g
J
g
h
叫
ロ
S守
R
N
W
門
司
お
も
否
定
ミ
M
も
円
九
h
H
h
w
ロ

(
ご
苫
唱
品
)
山
〈
乱
開
閉
p
z
u
o
。
m
w
z
-
H
O
R
S
-
U
5
5
5
8
n
g
食
品
目
E
8

σユ
仲
田
E
5
5
2
富
田
同
町
志
B
B
B
Z
5
・
J

白
河
内
て
号
、
、
え
た
ミ
Z
R法
a

h
u
古
書
皇
室
内
(
N
E
S
S
-
を
参
照
の
こ
と
。

(削)。∞お門町四一円
P

司、.門町?沼こ∞・

(印刷)〉〉同M0・00w-M品・

(問
)

O

M

再開岳町}RH也、・2?勺・】∞凶・

(

山

川

)

印

SFE口問問F口、.円HF・
-u
・品。∞・

(
問
)
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
E
e
o
F
屯
-
R
n
∞
E
g
a
m
p
-
、
早
参

照
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
イ
ギ
リ
ス
の
E
E
C
加
盟
交
渉
は

暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
E
E
C
加
盟
申
請
は
失
敗

に
お
わ
る
。
エ
リ
ゼ
条
約
締
結
は
明
ら
か
に
イ
ギ
リ
ス
加
盟
交
渉

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
が
、
こ
の
時
期
で
は
未
だ
理
事
会

の
決
定
方
式
は
全
会
一
致
制
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の

態
度
が
撤
回
さ
れ
な
か
っ
た
限
り
で
、
や
は
り
一
月
一
四
日
に
イ

ギ
リ
ス
E
E
C
加
盟
交
渉
は
終
決
し
て
い
た
、
と
も
一
言
え
よ
う
。

但
し
切
告
な
は
、
交
渉
打
切
り
に
際
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
孤
立
化
を

狙
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
意
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
。
円
切
包
伺
m
-
口
、
-
S
-
w

問】同MMCJ『
lN凶M-
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(
附
)
』
自
明
白
P
。
、
・
2
?
目V
M
E
a
-

(即)。田宮山『
Z
-
p
o、・
2Fw
喝

-
Z品・

(削

)
S
R凶匂・コ品

(問

)
S
R

(
川
)
オ
ス
タ
i
ヘ
ル
ト
の
回
顧
よ
り
。
ま
え
・

(

山

)

』

g
g
p也
、
.
円
九
時
よ
回
以

-
N品
。
目

(
山
)
〉
〉
同
M
0・0
0
r
・凶∞・ロ
-M-

(
山
)
〉
追
ロ
。
。

zu・
〉
〉
百
文
書
に
は
書
類
に
振
ら
れ
た
日
時
の

前
日
に
そ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
前
後
の
事
情
を

勘
案
す
れ
ば
、
ヤ
ン
セ
ン
が
こ
の
報
告
書
を
作
成
し
た
日
時
は
一

九
日
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
は
二
一
日

に
提
出
さ
れ
た
。

(山)同守交・・司・

5
唱・

(
川
)
印

nE55(zamybh出S
E町
、
忠
良
守
き
守
丘
町
EW
司・

5
・

(川川)〉〉同
MU--)or・凶斗・
0
0
r
・凶∞・
0
o
r・#凶・
00w-品与

(
山
)
〉
〉
同
V
0・0
0
F
凶∞・

(
川
)
臼
n
F宅
問

N(za同・)曲、定内廷判定問、
.EH
位、否認』庁、同RE--u・品市町・

(
山
)
〉
〉
同

vu・0ow-U∞ゆ同
M--NAF

(別
)
S
H
A
-
-
こ
N
凶・

(
問
)
雲
氏
・
・
0
o
r
-
主
唱
口
-u
・

(印

)
E・
3
E・
g-伺
1
・
2
Y
村
瀬
編
、
前
掲
書
、
二
二
二
頁
に
日

本
語
訳
収
録
。

(
凶
)
フ
ィ
ッ
シ
ャ
!
の
回
顧
に
よ
る

orF者
向

N
(
E
B加

-
y
b
H
s
s
q

E
H
丸、
s
s持、.丘町
F
句・品目出

(
山
)
条
約
紙
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
が
ト
リ
コ
ロ

l
ル
、
ド
イ
ツ
が

育
、
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
が
共
和
国
の
紋
章
入
り
の

赤
、
ド
イ
ツ
が
鷹
の
紋
入
h

り
の
青
で
あ
る
。

SR-

(防
)
8
H
A

(
凶
)
例
え
ば
∞

nZ自
己
完

MEggs-

(
問
)
そ
の
よ
う
な
見
解
と
し
て

Znz-z・§・円
F
苫
-
H

か
え
内
心
的
号
室
5
・

ロミ
F

明

HEH旬ヨ
S-
向者・∞】
CRU
〈
白
阿
国
関
少
。
、
母
ミ
E
〉同
y
M
凶
凶
ま
た
同
時

代
の
当
事
者
も
正
し
く
も
そ
う
考
え
て
い
た
。
。
。
Z
〈
四
分
室
E
2
z
'

z
-
q
z町、。』
N
H
S
R
司
令

S
苫同恥ミ・同
Y
M
U吋
'

(
悶
)
〉
〉
-
匂
0
・00FF
凶叶・

(
印
)
但
し
、
こ
の
ド
ゴ

l
ル
の
表
明
は
さ
ら
な
る
注
釈
が
必
要
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
ド
イ
ツ
の
核
兵
器
保
持
に
つ
い
て
、
ド

イ
ツ
の
意
志
を
導
重
す
る
と
い
う
言
明
に
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
確
か
に
ド
ゴ

l
ル
は
独
仏
聞
の
核
提
携
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
核
兵
器
の
保
有
は
フ
ラ
ン
ス
一
国
に
止

ま
り
、
ド
イ
ツ
自
身
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
よ
り
む
し
ろ
ド
イ
ツ

に
対
し
フ
ラ
ン
ス
の
核
を
何
ら
か
の
形
で
貸
与
す
る
想
定
に
止
ま
っ

て
い
た
。
ド
ゴ

l
ル
自
身
、
ド
イ
ツ
の
核
装
備
は
ソ
連
東
欧
諸
国

に
対
し
調
停
不
可
能
な
緊
張
を
生
み
、
「
最
後
の
開
戦
原
因
で
あ
る
」

と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
可
能
性
は
現
実
的
に
は

ほ
ぼ
あ
り
え
な
い
と
考
え
て
い
た
。
門
戸
〉
〉
MMU
唱。
c
r
凶
斗
咽
苫
・
己
封

印C
E円
O
E場

h
w
b
~
~
』色、同町向切開】同
M
M
O
凶'
M
U
申・
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研究ノート

(
即
)
〉
〉
同
M0・
0
0骨・凶斗・

(
m
)
r
E
O
F
F・ミロ
S
R
2
8・斗・

(
印
)
〉
旨
P
E
w
-
M
U・

(m)
安
P
E
w
-
-
∞・

0
0
5
u
-
E
Z
a
-
u
o
r・凶∞-

(
印
)
ド
イ
ツ
側
が
付
け
た
コ
メ
ン
ト
。
〉
〉
司
0
・
0
0
w・。・

(郎

)
S
R

(
附
)
富
島
百
円
戸
告
・
門
戸
匂

-M=・

(印

)
N
S
E
R
S
-円九
HJ
唱

-
E凶・

(別

)
H
8
8ロ・司、.円
F
同YMEa-

(
即
)
〉
尾
0
・
0
0
5
u・

(則

)
S
R・

(出

)
S
E・山。回同開『
gas--O勺
-nF
聞
こ
∞
品
・
こ
の
期
待
に
つ
い
て
チ
ブ
ラ

は
極
め
て
厳
し
い
批
判
を
し
て
い
る
。

N
S
R
P
司、・

2
ニ
宅
・
広
∞
円

(
叫
)
〉
〉
司
0
・
0
0昨・
M
M
L
E
rい
wu・

(同

)
S
R・
0
0
5凶
-
E
-

(
凶
)
明
河
口
∞
己
唱
。
。
n-HBa・

(旧)。田円四円世色門戸。、・円九
H
3

唱・コ
u
・

(
肘
)
例
え
ば
同
時
代
の
反
応
と
し
て

M
E尽
き
町
宮
町
E
z
h
-
E己
SEE

E
s
a
u
u
n
H刊
さ
寄
守
S
F
N
2
8〈回
2
3
8
(色円
a

E

B

Eロ問。唱

。、.円たよ匂
-
N
O
∞・)・

(
即
)
明
m
C臼己咽同
von-
広唱

(
凶
)
町
、

P
S
E
一Y明
。
】
胸
骨
占

Y
U
M
Mや
り
M
2・

(
凶
)
こ
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は

n
g
N
P
河
内
ミ
号
、
ミ
ミ
き
や

沼
YNam--M唱
hf
玄白岡町。呈円
N-
。、
RRVF
同凶聞こ
M∞
ム
ピ
・
同
M問こ∞十回∞∞・

(
即
)
町
、

P
3
E・g
-
m
m
z・
0
旨
M-

(
問
)
沼
健
8
呈
R
E
h
.
b
gミ
ミ
マ
ル
コ
ヴ
イ
ツ
ツ
は
同
時
に
、
ド
ゴ
ー

ル
自
身
は
実
際
に
は
西
独
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
よ
う
選

択
を
突
き
付
け
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(印
)
S
R
-
宅・同協同・

(出

)
E
Z
S
E
S
R
3
a
p
匂
-Ma--
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

F

3A凶一Y
旬。-加回目
AH・
0
凶
AS'UMh抽出町・

(
胤
)
無
論
エ
リ
ゼ
条
約
が
実
際
に
発
効
し
た
以
上
、
第
一
部
の
計
蘭

編
に
規
定
さ
れ
た
定
期
会
談
は
実
行
さ
れ
た
。

(郎

)hwbzzh問、ミ
mH右
宮
町
、

3
8・同
M
M
2・

(
問
)
会
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
〉
〉
同
MU-
回
S
・M-uow-MHa・
。
。
昨
-M-
吋・

00r-MHpoor-N3・
な
お
、
一
九
六
三
年
九
月
一
一
一
日
及
び
二
二

日
に
ラ
ン
ブ
イ
エ
に
て
こ
人
は
個
人
的
会
談
を
持
つ
。
こ
れ
が
両

者
在
任
中
の
最
後
の
会
談
と
な
っ
た
。

(
即
)
切
り
明
0
・Z
円一凶一
NN・
{
回
。
巴
同
市
WE--H，
O昨
日
戸
切
目
az--a
コ
]

(問)。回円相『
F
n
-
P
E
E
g
E
Eロ
E
a
dそ
広
島
n
E
r
gぺ
〈
。
ロ
号
『
穴
。
ロ
N
0
3
0ロ

NE円
一
官
民
国
営
包
括

ι
g
a
o
g回目
F'吟
B
N
E
R
F
S
〈

R
E刷、・
5
p
g旬

、与同町内草色旬、
R

N唱
(N¥苫
ヨ
)
・
な
お
独
仏
青
少
年
機
関
は
一
九
六
三

年
七
月
に
設
立
さ
れ
、
主
に
両
国
間
の
青
少
年
交
流
を
援
助
す
る

役
割
を
果
す
。
問
機
関
の
助
成
を
受
け
て
両
国
を
往
き
来
し
た
人

数
は
一
九
八
五
年
の
時
点
で
設
立
時
よ
り
延
べ
五
O
O
万
人
に
の

ぼ
る
。
同
h

ミ
q
z
p
M
M
¥』
自
己
E
s
g・
両
国
の
箪
事
提
携
の
進
展
に
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つ
い
て
は
付
言
を
要
す
る
。
一
九
八
二
年
独
仏
共
同
旅
団
が
設
立

さ
れ
る
が
、
こ
の
独
仏
共
通
軍
隊
の
法
的
基
盤
は
エ
リ
ゼ
条
約
で

あ
る
。
独
仏
聞
の
通
常
兵
器
枠
内
で
の
軍
事
提
携
の
発
展
は
エ
リ

ゼ
条
約
締
結
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い

o
Q・
関

onp
告
-Rn

m
S窓
口

m
F包
三
(
邑
・
)
・
句
、
ミ
回
同
町
、
h
S弘
、
ミ
ミ
hhM3E同
守
S
E
e

p
g
S
F円
S
H
Y
河
内
宣
言
忌
守

(
F
O
E
S
沼田丹
m
F
S
S
Y
Q
E
m『

ヨ
8
5・
P
旬、
E
E
2
2
n除
去

『

shn
」「

328EbN』町、おきた
h
h
S色
町

内
。
ョ
吉
弘
司
(
司
自
明
一

C
E
o
E
S
S
E
-
o口
吟
目
的
包

8
e
-
3
3・

(
即
)
青
少
年
交
流
と
定
期
会
談
の
実
行
が
、
実
際
に
以
後
の
独
仏
間

関
係
に
及
ぼ
し
た
影
響
如
何
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

お
わ
り
に

独
仏
間
関
係
に
は
三
つ
の
政
策
を
巡
る
外
交
空
間
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、
東
西
対
立
政
策
、
独
仏
和
解
政
策
で
あ
る
。
第

一
の
外
交
は
具
体
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
政
治
同
盟
政
策
と
し
て
展

開
さ
れ
た
。
第
二
の
外
交
は
核
お
よ
び
軍
事
戦
略
、
す
な
わ
ち

N
A
T
O

政
策
、
対
ア
メ
リ
カ
政
策
、

B
R
D
に
と
っ
て
は
取
分
け
ベ
ル
リ
ン
交
渉

と
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
米
仏
核
兵
器
と
不
可
分
に
結
び
つ
い

て
い
た
。
そ
し
て
第
三
の
外
交
は
文
化
交
流
、
取
分
け
青
少
年
交
流
事
業

と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
エ
リ
ゼ
条
約
の
起
源
を
追
求
し
て
い
く
と
、
そ
の

実
現
過
程
で
形
成
さ
れ
た
(
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
)
協
調
関
係
は
、
こ

の
三
つ
の
領
域
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
温
度
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
大
西
洋
同
盟
政
策
に
お
け
る
協
調
関
係
は
、

ド
ゴ

l
ル
が

M
L
F構
想
を
拒
否
し
た
会
見
の
ま
さ
に
同
じ
日
に
西
ド
イ

ツ
が
そ
の

M
L
Fを
受
け
入
れ
た
よ
う
に
、
最
後
ま
で
維
持
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
つ
の
外
交
空
間
は
そ
れ
ぞ
れ
が
密
接
に
結
び

つ
い
て
お
り
、
一
つ
の
空
間
の
協
調
的
関
係
が
他
の
空
間
の
対
立
関
係
を

宥
和
し
、
あ
る
空
間
の
対
立
関
係
が
別
の
空
間
の
協
調
関
係
を
損
ね
る
。

外
交
交
渉
は
あ
る
外
交
空
間
に
お
け
る
当
該
問
題
を
審
議
す
る
だ
け
で
な

く
、
別
の
空
間
か
ら
の
影
響
を
排
除
、
な
い
し
は
意
図
的
な
浸
透
を
図
る

行
為
で
も
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
と

N
A
T
O
政
策
を
リ

ン
ク
さ
せ
る
よ
う
ド
イ
ツ
側
に
働
き
掛
け
続
け
た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
は
当

初
は
そ
れ
に
抵
抗
し
、
後
に
あ
る
程
度
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
但
し
「
二

股
」
を
か
け
な
が
ら
、
で
あ
る
が
。
西
独
外
務
省
は
な
る
べ
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
策
と

N
A
T
O
政
策
を
別
個
に
論
じ
よ
う
と
し
た
。
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最
終
考
察
と
し
て
以
下
の
結
論
を
示
し
、
本
稿
の
ま
と
め
と
す
る
。

1
.

ェ
リ
ゼ
条
約
に
は
二
国
間
箪
事
同
盟
条
約
、
政
治
同
盟
上
の
二
国
間

提
携
、
独
仏
和
解
の
制
度
化
の
投
錨
、
と
い
う
コ
一
つ
の
相
異
な
る
性
格
が
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付
与
さ
れ
成
立
し
た
。
第
一
の
性
格
に
は
、
冷
戦
構
造
に
お
い
て
米
ソ
に

対
抗
し
得
る
自
律
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
創
出
の
た
め
の
軍
事
力
の
綜
合
化
を

図
っ
た
ド
ゴ

l
ル
の
意
図
が
緩
め
て
大
き
く
反
映
し
て
い
る
。
か
っ
こ
の

ド
ゴ

l
ル
の
意
向
は
、
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
を
フ
ラ
ン
ス
と
の
共
同
軍
事

プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に
よ
っ
て
裏
打
ち

き
れ
た
。
第
二
の
性
格
に
は
、
経
済
的
な
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
に
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
政
治

同
盟
に
お
け
る
、
二
国
間
に
よ
る
「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
し
て
の
提
携
を

志
向
し
た
独
仏
双
方
が
合
意
し
た
政
策
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け

る
エ
リ
ゼ
条
約
と
は
、
事
前
に
多
国
間
条
約
に
拡
大
す
る
こ
と
が
予
定
さ

れ
た
二
国
間
条
約
で
あ
っ
た
。
第
三
の
性
格
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

反
省
を
ふ
ま
え
、
か
つ
戦
間
期
の
独
仏
協
調
政
策
が
表
層
的
な
も
の
に
終

わ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
今
回
の
独
仏
友
好
を
市
民
の
レ
ベ
ル
か
ら
支
持

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
の
意
図
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
0

2
.
し
か
し
な
が
ら
、
エ
リ
ゼ
条
約
に
反
映
さ
れ
た
ド
ゴ

l
ル
H
ア
デ
ナ
(1) 

ウ
ア

i
時
代
の
独
仏
関
係
の
実
態
は
、
議
会
の
統
制
を
受
け
に
く
か
っ
た

両
首
脳
同
士
の
個
人
的
合
意
条
項
の
域
を
脱
し
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
両

者
は
す
べ
て
の
事
柄
で
合
意
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
合
意
は
議
会
の
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か

も
そ
の
合
意
そ
の
も
の
が
、
議
会
の
支
持
以
前
に
す
で
に
崩
壊
し
て
い
た
。

3
.
し
た
が
っ
て
エ
リ
ゼ
条
約
に
よ
る
枢
軸
成
立
は
な
か
っ
た
。
も
し
そ

れ
が
あ
り
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
九
六
二
年
夏
か
ら
同
年
一
一
一

月
中
頃
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
決
し
て
望
ま
れ
て
成
立
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
枢
軸
は
成
立
当
初
か
ら
崩
壊
要
因
を
内
包
し
て

形
成
さ
れ
た
。
同
様
に
友
好
も
な
か
っ
た
。
エ
リ
ゼ
条
約
が
締
結
さ
れ
た

動
機
は
三
者
三
様
で
あ
る
。
ド
ゴ

l
ル
は
ド
イ
ツ
を
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
は

彼
の
後
継
者
を
、
西
独
外
務
省
は
フ
ラ
ン
ス
を
統
御
し
よ
う
と
し
た
。
そ

し
て
そ
の
ど
れ
も
が
果
せ
な
か
っ
た
。

4
.

エ
リ
ゼ
条
約
締
結
に
至
る
独
仏
関
の
交
渉
は
、
広
く
は
大
西
洋
枠
内
、

狭
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
枠
内
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
独
仏
間
の

関
係
を
表
し
て
い
た
。
そ
れ
は
友
好
や
枢
軸
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
強
制

さ
れ
た
共
存
関
係
と
で
も
言
う
べ
き
、
「
も
が
き
な
が
ら
も
懸
命
に
協
調

(2) 

す
る
」
両
国
の
外
交
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
も
し
友
好
が
あ
り
え
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
市
民
レ
ベ
ル
で
の
草
の
根
の
交
流
の
成
果
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
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両
者
の
最
後
の
公
式
会
談
と
な
っ
た
ド
ゴ

l
ル
の
ボ
ン
訪
問
直
前
、
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
一
九
六
三
年
七
月
二
日
の
エ

リ
ゼ
宮
で
の
晩
餐
会
に
て
、
彼
は
エ
リ
ゼ
条
約
を
嘆
い
て
こ
う
語
っ
た
一

「
こ
の
条
約
は
ま
る
で
う
ら
若
き
乙
女
か
パ
ラ
の
よ
う
だ
な
|
|
そ
れ
が

咲
き
誇
る
時
間
は
一
瞬
だ
。
独
仏
条
約
が
実
行
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
歴



「エリゼ条約の成立と戦後ドイツ=フランス関係史J(2) 

(3) 

史
の
上
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
」
。
レ

l
ン
ド
ル
フ
の
私
邸
に
自
前
の
パ

ラ
闘
を
持
つ
ほ
ど
パ
ラ
の
栽
培
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

は
、
ボ
ン
で
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
で
ド
ゴ

l
ル
に
こ
う
返
し
た
一
「
パ

ラ
と
う
ら
若
き
乙
女
・
:
確
か
に
若
き
乙
女
は
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
パ
ラ
に
つ
い
て
は
私
は
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
鋭
い
刺
を
多
く
持

つ
植
物
ほ
ど
よ
り
長
く
生
き
延
び
る
も
の
で
す
。
レ
ー
ン
ド
ル
フ
の
パ
ラ

は
凍
て
つ
く
冬
を
毎
年
乗
り
切
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
問
の
友
好

は
、
い
つ
も
つ
ぼ
み
を
育
ん
で
は
花
を
咲
か
す
パ
ラ
の
よ
う
な
も
の
な
の

(
4
)
 

で
す
・
:
」
。
エ
リ
ゼ
条
約
は
、
た
し
か
に
ド
ゴ

l
ル
が
望
ん
だ
よ
う
な
実

行
は
き
れ
ず
、
そ
の
後
の
ド
ゴ

i
ル
H
エ
ア
ハ
ル
ト
時
代
の
独
仏
間
関
係

は
冷
却
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ア
デ
ナ
ウ
ア
l
の
言
っ
た

(5) 

よ
う
に
、
パ
ラ
の
よ
う
に
以
後
の
独
仏
関
係
を
彩
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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(
5
)
冷
戦
の
終
駕
と
そ
れ
に
伴
う
ド
イ
ツ
の
再
統
一
は
、
し
か
し
こ

の
よ
う
な
独
仏
関
係
の
制
度
化
を
突
き
崩
し
か
ね
な
い
も
の
と
の

論
調
が
、
近
年
仏
独
両
国
で
高
ま
っ
て
い
る
。
独
仏
関
係
が
脱
制

度
化
す
る
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
が
再
び
第
二
次
世
界
大

戦
以
前
の
敵
対
関
係
に
戻
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
悲
観
的
な

論
調
が
華
々
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
の
パ

ラ
は
咲
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
ボ

ン
共
和
国
」
か
ら
「
ベ
ル
リ
ン
共
和
国
」
へ
の
移
行
は
、
戦
後
の

独
仏
関
係
が
歩
ん
で
き
た
構
造
を
変
質
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
ド
ゴ

l
ル
日
ア
デ
ナ
ウ
ア

i
関
係
を
規
定
し
て
い
た
、

ま
た
ド
ゴ

l
ル
日
ア
デ
ナ
ウ
ア

l
関
係
が
規
定
し
て
い
た
時
代
は

「
歴
史
」
と
な
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
現
在
の
独
仏

関
係
へ
の
論
評
に
つ
い
て
は
数
が
多
い
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し

て
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
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